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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第四章　死の景け色しき










「…………」


　血が、溢あふれる。


　胸むねから。


　自分の胸から、血が溢れる。


　ナイフのようななにかが、突つき立てられている、胸。


　ライナは、それを見下ろす。


　するとそこにあるのは、絶ぜつ望ぼう的てきな光こう景けい。


　死への入り口。


「……あ」


　声すら、出なかった。


　血が。


　胸から。


　そんな。


　せっかく俺おれは……


　じゃあ俺は。


　俺はここで、死……


　嫌いやだ。


　こんなところで。


　こんなところで俺は……


「…………」


　だが、すべてはそこまで。


　そこまでで、意い識しきが保たもてなくなる。


　急速に体から力が抜ぬけていく。


　膝ひざががくんっと落ちて、体を支ささえていられなくなる。


　彼を包つつむのはただ、強きよう烈れつな寒さと、孤こ独どく。


　そして。


「…………」


　ライナの鼓こ動どうは、止まった。





　命が消える。


　命が消える。


　命が消える。





　ライナ・リュートの、生命の灯ともし火びが。





　消えた……





「…………」





　その、瞬しゆん間かんだった。





　ぐにゃり──と、音を立てて、突とつ然ぜん、世界が歪ゆがんだ。


　死んだはずのライナの目の前。


　景け色しきが捻ねじれ、潰つぶれ、歪み、あらゆる色がごちゃまぜになって……


　真まっ赤かに染そまっていく。


　真っ赤に。


　真っ赤に。


　それにライナは、


「……………………って、[image: ][image: ]ん？　なんだ、こりゃ？」


　思わず、そんな声を上げた。


　それからすぐに、


「……んぁ？　声が、でる？　へ？　え？　俺、死んだんじゃ……」


　とそこまでで、目を大きく見開いて、自分の姿すがたを、見る。


　王おう宮きゆうからの帰り道。


　何者かにナイフを胸に刺さされ、地面に倒たおれたはずの、自分の姿を。


　だが、いま、ライナが見たのは……


「…………」


　彼は地面に倒れては、いなかった。


　胸にナイフも刺さってない。


　いや、それよりもなによりも、


「……俺、なんでこんな格かつ好こうしてんだ……？」


　彼は、戸と惑まどいの表ひよう情じようで自分の姿を見た。


　すると彼の姿は、


「…………」


　異い様ような色に染まっていた。


　真っ白。


　完全に真っ白。


　まるで、存そん在ざいがないかのように、おぼろげな、真っ白な体。


　そしてその体を包んでいるのは、黒色の…………


「……これは、文字か？」


　そう。


　彼の体を、文字が包んでいた。


　宙ちゆうに浮うくようにしていくつもの黒い文字が連つらなりあい、腕うで、胴どう、足を包み、円を描えがくようにぐるぐる、ぐるぐると彼の白い体を巡めぐっている。


　書いてある文章は……


「…………う～ん？　こりゃ、古代文字の、亜あ種しゆか？　いや、でもこんな古代文字は……」


　見たことがなかった。まるで読めない。
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　ライナは、ぐるぐると文字が巡めぐる自分の腕を掲かかげ、しばらくそれを見つめてから、


「……いったい、どうなってる？」


　今度は、周囲を見回した。


　彼がいまいる場所は、奇き妙みような空間だった。


　真しん紅くの世界。


　視し界かい一面がすべて、赤、赤、赤。


　まるで真っ白な紙に、バケツで血を流しこんだような、真っ赤な世界。


　赤い天てん井じよう。


　赤い床ゆか。


　赤い壁かべ。


　真まっ直すぐに、延えん々えんと続く、真っ赤な廊ろう下か。


　それが、ライナのいまいる場所。


「まじでいったい、なにが起こってんだ？」


　言って、ライナはそっと、赤い壁に触ふれてみる。


　すると。





《奥おくへ》





　突とつ然ぜん、声が堕ふってきた。


　天から。


　いや、直接頭の中、声が堕おちてきた。


　それに、ライナは目を細める。


「…………」


　なんだ？


　ライナはそう、自問した。


　いったい、なにが起こってる？


　ここは、どこなんだ？


　もう一度、状じよう況きようを確かく認にんしてみる。


　自分の、白い体。


　まるで呪のろいかなにかをかけられているかのように、全身を巡る黒い文字。


　そして、すべてが赤い、この空間。


　これは、現げん実じつなのか？


　それとも……


「まさか俺ってば、死んで天国に……」


　が、その言葉を遮さえぎるように、再ふたたび、





《奥へ進め》





　声が堕ふってくる。


　その、声に、


「………………それとも、地じ獄ごくってか？」


　ライナは、顔をしかめて言った。


　そしてもう一度だけ、自分のおかれた状況を確認してみる。


　どうして自分は、ここにきたのか？


「俺の記き憶おくが確たしかなら……」


　確か、シオンのところからの帰り道。


　突とつ然ぜん、魔ま法ほう騎き士しの格好をした化ばけ物ものに襲おそわれて、戦ってたらさらに後ろにも敵てきがいて……


　胸に、ナイフのようなものを突き立てられたのだった。


　それはあきらかに致ち命めい傷しようで。


　自分は、死んだはずだった。


　そう。


　死んだのだ。


　じゃあ、いま起こってるこれはいったい……


　とそこで、また、





《奥へ進め、生いけ贄にえ》





「……生け贄……？」


　それに、ライナは顔を上げた。


　それから真っ赤な廊下の奥を見つめ、


「……そう言うてめぇは、誰だれだよ？」


　そう、問いかけた。


　しかし、





《奥へ進め、生け贄。そういう契けい約やくのはずだ》





　声は、そう言った。


　低く、低く、空気が震ふるえるような声。


　心の底から恐きよう怖ふが湧わいてくるような、威い圧あつ感かんのある声だった。


　そしてその声を、ライナは知っている。


「…………」


　それは、もう、何度も何度も聞いたことがある声だった。


　ライナが『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を暴ぼう走そうさせるたびに、天から堕ふってくる、声。


　ライナは思い出す。


　あの、声を。





『神。悪あく魔ま。邪じや神しん。勇ゆう者しや。化物。貴き様さまらはなんて呼ぶ？　貴様らはなんて呼ぶ？　はははははははははははははははは』





『我われを殺す？　いま程てい度どの力で、我を殺す？　『エレミーオ』ごときの力で我を殺すというのか？　地を這はうムシケラが、我を殺すというのか？　は、ははは、はははははは。消えろ。きえろ。キエロ。すべて無だ。無む為いだ。無に帰せ』





『αはじまりは破は壊かいだ。我はなにも生み出さない。恵めぐまない。救すくわない。ただ消すだけ。真っ白に』





　ライナが呪い続けてきた、あいつの声。


　彼は再び廊下の先をにらみつけ、言った。


「……てめぇが、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』なのか？」


　すると。





《……ふ、ふふ、ははは、生け贄の分ぶん際ざいで、我の名を問おうというのか？》





「っていう返答からすると、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』じゃないのかな？」


　ライナが言うと、声はまた笑う。





《は、はは、は……それは我の模コ造ピ品ーの名だ。複ふく写しや、模も写しや、偽ぎ造ぞう……我わが影えい響きようで生まれた虚うつろな人形どもの名》





　その言葉に、


「……模造品？」


　ライナは思考を巡らせる。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』は、偽にせ物もの……


　とそこで、思い出した。


　リルとかいう、ガスタークからの刺し客かくが言ってきた言葉。


　奴やつは、ライナのことをこう呼んできたのだ。


『『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物……いや、『すべての式を解とく者』と、呼んだほうがいいか？』





　すべての式を解く者……





　ライナの名を、そう呼んできた。


　それがなにを意味しているのか、まるでわからないが……


　それがおそらく、ライナと、そして他ほかの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』との違ちがい。


　つまり……


　ライナは再び廊下の奥を見つめ、聞いた。


「ってことは、おまえが『すべての式を解く者』か？」


　だが答えは、





《くく、馬ば鹿かが、それはおまえの名だ》





「…………俺の名？　俺は……ライナ・リュートだ」





《違う》





「違わない」





《違う。おまえは『生け贄』。おまえは『鍵かぎ』。おまえは……『すべての式を解く者』だ》





　なんて言葉に、


「……はぁ？　なに言ってんのおまえ？」


　もう、どんどんわけがわからなくなってくる。


　いや、いまいるこの場所がどこなのかさえ、まるでわからないのだが……


　しかし、自分のこともわかんないっていうのは、どうよ？


　少し前まで、自分はライナ・リュートで、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保ほ持じ者しやの化物だと思っていたのだ。


　忌いみ嫌きらわれる、人に害なす化物だと。


　だからこそ、人と触ふれ合うことから逃にげて、逃げ続けてきたのだ。


　なのに急に、おまえはライナじゃないと言われ、さらに『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ではなく、『すべての式を解く者』だとか言われ、さらにその、『すべての式を解く者』っていうのが、自分の眼めの名前だと思っていたのだが、それも違うという。


　それはライナの名前で、『生け贄』で、『鍵』で、『すべての式を解く者』。


　それが、ライナの名前……


　って、なんのことやら、まったくわからん。


　だが──ライナは、廊下の奥をにらみつけ、言った。


「…………なら、てめぇは何者なんだ？　てめぇが俺の目の中にいる奴なんだろう？　ずっと……ずっと俺を苦しめてきた奴なんだろう？　なら、そのてめぇは、いったい誰なんだよ？」


　すると声は楽しげに、





《神だ》





「……吐ぬかすな！」


　ライナは、思わず怒ど鳴なっていた。


「……神？　神だと？　てめぇなんかが、神だっていうのか？　てめぇのせいで、俺がどれだけ苦しんだと……」


　が、その言葉を遮さえぎぎって、声はさらに続ける。





《ふ、はは、はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは。別に呼び名など、どうだっていい……神、悪魔、邪神、勇者、化物……名ならいくらでもある。人は自分の理解を超こえる物を、常にそうやって呼ぶ。さて、おまえはなんと呼びたい？　問題はそれだけだ。さあ、我が名を呼べ。ふ、ふふ。化物と呼ばれることをずっと恐おそれ続けたおまえは、我をなんと呼ぶ？　それが我が名。それがおまえの名だ》





「…………」


　それが我が名。


　それが、おまえの名。


　それはつまり、どういうことだ？


　ライナは、絞しぼり出すような声で言った。


「………………てめぇはいったい……俺のなんなんだ？」


　すると、





《ふふ、すべての理ことわりを知りたければ、奥へ進め》





　それに、ライナは前を見る。


　視界いっぱいの、真紅の景色を。


　真っ赤な壁。


　真っ赤な天井。


　そして真っ赤な、廊下。


「…………」


　しかしもう、ライナは気づいていた。


　世界を埋うめ尽つくしているこの赤は、あの色だ。


　彼が、もっとも嫌いな色。


　呪いの色。


　彼をとらえて放さない、忌いまわしい、朱しゆ色いろ。


　彼の瞳ひとみに浮き上がる、五ご方ぼう星せいの色だ。





『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』。





「……ここは……俺の中なのか……？」





《奥へ》





「…………」





《おまえの中の、真しん実じつを見ろ》





　その声に……


「…………」


　ライナは一歩、前へ踏ふみ出した。








　　　　◆





　死体が、転ころがっている。


　それを、リューラ・リュートルーは、見下ろしていた。


　金色の髪かみ。


　濃こい青の瞳ひとみ。


　綺き麗れいに着こなした、黒のスーツ。


　そしてどこか気け怠だるげな、少し眠ねむそうな穏おだやかな表ひよう情じようで、リューラは自分の息むす子こ、ライナの死体に、そっと触ふれる。


　胸むねに刺さした『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』、『アートファールの呪じゆ詛そ』がきちんと発動しているのを確かく認にんし、


「……よし、入ったか」


　彼は小さくうなずいた。


　それから立ち上がり、横に待たい機きしていた男に命じる。


　息子と同じ魔ま法ほう騎き士しの装しよう束ぞく──白はく鎧がいとローブの合わさったような奇き妙みような戦せん闘とう服ふくを着き込こんだ化ばけ物ものに……


「おまえはライナを、連つれて逃にげてくれ」


　それに男はうなずき、ライナを抱かかえ上げようとする。


　しかしそこで、





「……こういう、勝手なことをされるのは、困るなぁ、リュートルー公こう爵しやく」





　前方で、声が響ひびいた。


　それにリューラは、笑えみを浮うかべる。


「くると……思った」


　そして、顔を上げる。


　するとリューラの目の前には、信じられないほど美しい男が立っていた。


　金色の髪に、閉とじたままの瞳。


　そして、人間離ばなれしているといってもいいほどの、圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼう。


　いや……こいつはもう、人間じゃない。


　リューラは目の前の美しい男を見つめ、言った。


「やあ……久ひさしぶりだね、ルシル・エリス君。ずいぶんと、大きくなった」


　それにルシルは小さく微ほほ笑えみ、


「……お久しぶりです、リュートルー公爵」


　が、リューラは手を振ふり、それを遮って言った。


「公爵だなんて呼ぶのは、やめてくれ。僕ぼくはもう、ローランドの貴き族ぞくじゃない……リュートルー家は、断だん絶ぜつしたんだ」


　しかしルシルはそれにも微笑んだまま、


「そんなことはないでしょう？　まだ、息子さんがいるじゃないですか。ライナ・リュート……いや、ライナ・リュートルー君が」


　それにリューラは地面に倒たおれている息子、ライナの姿を見つめてから、肩かたをすくめた。


「それもたったいま、死んだ」


「……またまた。『扉とびら』を見にいかせたのでしょう？　困こまるんですよねぇ、そういうことをされると。まだ、ライナ君は扉を見ていい段だん階かいにはいない」


　それにリューラはルシルをにらみつけ、


「それは、君の決めることじゃないだろう」


　だが、ルシルはやはり微笑んだまま、言った。


「では、私以外に誰だれが決めるべきだと？」


「僕」


「はは、ご冗じよう談だんを。あなたは冷静に判断を下せないでしょう。なにせ、世界よりも息子の命を優ゆう先せんする方だ」


　それにリューラはやはり、気怠げな表情のまま、


「……はは。確たしかに、僕は世界なんかより、息子のことのが大事だ。でも君は、僕を笑える立場にいないんじゃないか？　妹のために、人間であることを止やめた君には、さ……」


　その、言葉に。


　ルシルは、


「…………」


　なにも言わなかった。


　ただ、微笑んだまま。


　しかし、リューラはさらに続ける。


「しょせん僕らは似にた者同士だ。好きな人を守るために、大切なものを捨すててしまった。でも、それもまあ、いいんじゃないかとも思うんだ。だってそうだろう？　人間なんて、しょせんはエゴの生き物だ。僕のやり方は、僕が決める。君も好きにすればいい」


　それにルシルは、笑った。


「で、そのあなたのやり方というのは、妻を生いけ贄にえに捧ささげることですか？」


　その挑ちよう発はつに、しかし、リューラは乗らない。彼はゆっくりとしゃがみこみ、ライナの黒い髪……妻と同じ、柔やわらかな黒い髪をそっとなでて、言った。


「なんとでもどうぞ。僕は……いや、僕らは、ライナを愛あいしてるんだ」


「あなたは狂くるってる」


　それに、リューラは笑った。


「君と、同じくらいにね」


　するとルシルはやはり、微笑んだまま、


「……やはり、あなたは邪じや魔まだなぁ」


　そう言った。


　それにリューラは、


「なら、さっさと始めようか。君の新しい『人形』に、ライナを喰くらわせるわけにはいかない」


　言ってから、立ち上がる。


　そして待機していた魔ま法ほう騎き士しの姿すがたをした男に向かって、


「ライナを連れて、できるだけここから離はなれてくれ」


　男はうなずき、ライナを抱え上げて、走り出す。


　とそこで、


「させないよ」


　ルシルの姿が、ゆらいだ。


　ライナを、奪うばいにくる気だ。


　しかし、リューラは落ち着いた表情のまま、


「クロゥ～ヱヱ～ヒュリエリォ」


　小さく、呪じゆ言ごんを唱となえた。


　それに、ルシルの動きが止まる。


「古語……？　秘呪法か？」


　だが、気づくのが遅おそい。


　リューラは笑みを浮かべ、踵かかとをとんっと地面にたたきつける。


　同時、リューラの周囲の地面全体に、青い文字がいくつも現あらわれ、ルシルへと向かって飛んでいく。


「……呪のろわれろ、ルシル・エリス」


　そこで初めて、ルシルの表情が変わった。


　ルシルは右手を掲かかげ、


「ひかりをさくつるぎよ」


　小さく唱となえる。


　すると彼の腕うでの先、闇やみ色いろの鋭するどい光が現れ、彼はそれを振ふるう。


　襲おそいかかるいくつもの呪じゆ詛その文字を、たった一振りで、すべて斬きり裂さいてしまう……


　古語による、秘呪法の呪いを。


　人が、神を殺すために創つくり出した呪いの言葉を、いともたやすく斬り裂いて……


「…………」


　その動きはやはり、すでに人間のものじゃなかった。





　人間のものじゃ、ない。





「……いったい、いくつの契けい約やくを交わした？」


　リューラの言葉に、ルシルはまた、微笑んだ。


「千だ」


　千!?


　それに、リューラは驚きよう愕がくする。


　ありえないことだった。


　千……


　千もの魔まとの契約に、人が、耐たえうるものなのか？


「やはりおまえは……」


　が、ルシルは微笑んだまま、リューラの言葉を継ついだ。


「……狂くるっているのは、お互たがい様さ」


　そして、剣けんを振り上げ、


「でも、あなたはここで死ぬ」


　だがそれに、リューラも笑みを浮かべた。


「どうかな」


　言って、首にかけていた首くび飾かざりを、ちぎり取る。


　緋ひ色いろの球たまがうめ込まれている首飾り。


　それはかつて、ルーナ帝てい国こくの神が、ルーナの姫ひめへと送ったとされている、魔ま払ばらいのお守まもりだ。


　それを掲げ、


「これな～んだ」


　軽けい薄はくな声こわ音ねで、リューラは言った。


　しかしルシルはそれに、顔色一つ変えない。


「『神シ獣プ消アムしス』ですか……でも、そんなものじゃあ私は……」


「知ってるさ。これじゃ君は、殺せないだろうねぇ？　君は、神しん獣じゆうを殺せる武ぶ器きさえ通じないほどの化ばけ物ものだ……でも……」


　そのままリューラは、首飾りをルシルのほうから、別のほうへと向けた。


　ルシルの後方。


　それはこの国の中心部。


　王おう城じようがある方向だ。


　そして、言う。


「こんな首飾りでも……城しろの一いつ個こや二個は吹ふっ飛ばせる。そしたら、君の人形はどうなるかな？」


　するとそれに、


「…………」


　ルシルが、リューラを止めようと、動き出した。


　しかしもう、リューラは首飾りを放っている。


「砕くだけろ、『神シ獣プ消アムしス』」


　刹せつ那な。


　首飾りの中心にある緋色の球が、空中で止まった。


　そしてぶるぶると震ふるえ出し、光を、周囲にある、ありとあらゆる光を取り込み始める。


　天が、空気が、大地が、光を失い……


　まだ、早朝だというのに闇やみが……突とつ如じよ、夜があたりに訪おとずれて。


　それにリューラはルシルを見つめ、言った。


「さて、と。もう、夜も更ふけてきたことですし、僕はおいとまさせていただこうかな」


　するとルシルがこちらをにらんでくる。


「……貴き様さま……」


「ほらほら、僕のほうに構かまってる場合では、ないんじゃないですか？　あなたの大切な人形ごと、王城がもう、消えますよ……」


　そう言ったときにはもう、首飾りは光をためこみ、溢あふれ、強大な雷いかづちを発生させ始めていた。


　雷いかづち──神獣を殺すための、火だ。


　その光が緋色の球の中央に渦うず巻まき始め……


　リューラは言った。


「ま、もう止まらないけれど」


　城は、消しよう滅めつする。


　あの、人形ごと。


　だがそこで、ルシルは一度、右手を振った。


　途と端たん、彼の右手にあった剣けん状じようの黒い光が消える。


　それから、


「空を巡めぐり這はう虫」


　呟つぶやくと、再ふたたび右手に剣が現れる。


　しかしそれは、さっきとはまた、別の剣。


　別の呪じゆ文もん。


　別の契約。


　現れたのは、薄うすぼやけた青い剣で……


　また別の、異い形ぎようの力を宿している剣。


「…………」


　剣の、一族だ。


　彼らは、そう呼ばれている……


　ルシルはこちらを見て、言う。


「どうやら勝負は、おあずけのようだね。だけど次に会ったときは……」


　それにリューラは肩かたをすくめ、


「次には君を殺せる呪いを見つけてくるさ。ま、『神シ獣プ消アムしス』で君が死ななければの話だけれど……」


　とそこで。


　首飾りの球が、弾はじけた。


　瞬しゆん間かん。





　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?





　目が眩くらむほどの爆ばく発はつ的てきな光量が、世界を埋うめ尽つくした。


　その光は、一直線に王城へと向かう。


　すべてが消える炎ほのお。


　ローランド城など、跡あと形かたも残らない……


　はずだった。


　だが、その一いつ瞬しゆん前。


　ルシルが一度、微ほほ笑えみ、


「では、また」


　姿すがたが消える。


　それと同時。


『神シ獣プ消アムしス』の火は……


「…………」


　斬きり裂さかれた。


　たった一いつ匹ぴきで世界を滅ほろぼし、百の神を喰くらったといわれる、神獣ディギルを殺したあの光を……


　ルシルは、あっさりと消し去ったのだ。


　それにリューラは、


「………………あ～あ～もう、ったく、化物め」


　呆あきれるように言って、踵きびすを返した。


　そしてルシルの言葉を思い返す。


　勝負はおあずけ。


　勝負……


「だが、あんな化物を……いったいどうすりゃいい？」


　思ってたよりも、ずっととんでもない化物だった。


　このままじゃ……


「…………」


　が、そこで、リューラは首を振った。


　そして、小さくため息いきをつき、


「……まいったね、こりゃ」


　天を見上げたのだった。





　　　　◆





　そこには、無むしかなかった。


　ひどく大きな無。


　かなしくなるほどの、無。


　声が上がる。


　やめろと、声が上がる。


　頭の中、もう、これ以上進むなと、声が上がる。


　だが、止まらない。


　彼の足はまた、一歩、一歩と、前へと進んでしまって。


　一歩。


　一歩。


　その先になにがあるのか……


　わからなくても、もう、止まることはできない。


　やっと手に入れたのだ。


　大切なものをすべてさしだし、やっと手に入れたのだ。


　一歩。


　一歩。


　歯車は巡めぐる。


　ぎしぎしと悲ひ鳴めいをあげながら、歯車は巡る。


　光を見せる。


　闇やみを見せる。


　それはなにもない世界。


　すべてが虚うつろで。


　彼が。


　彼がずっと求めていたものとは、まったく別の世界。


　だが、もう止まらないのだ。


　だから……





「…………」





　シオンは、小さくため息をついた。


　そして窓まどの外を、見つめる。


　執しつ務む室しつの、窓。


　強い光が弾はじけ、そして、斬り裂かれた光景を見つめ、


「…………ルシルか」


　そう呟くと、彼の背後から、澄すんだ声が響ひびく。


「もう、終わったよ」


　ルシルの声。


　しかし、シオンは振り返らない。


　どうせ、ルシルは姿すがたを消したままだろう。振り返る必要はない。


　シオンはそのまま、聞いた。


「……リュートルー公爵は？」


　するとルシルはしばらく沈ちん黙もくしてから、


「……逃にげられた」


　そう答えた。


　それにシオンは振り返り、笑えみを浮うかべる。


「……はっ。おまえらしくない……殺し損そこなったのか？」


　だがやはり、背後には誰だれもいなかった。


　あるのは、大きな書しよ棚だなだけ。


　しかし、その書棚のあたりから、ルシルの声だけが響いてくる。


「……ふ、ふふ……その、もの言い……だいぶらしくなってきたじゃないか……だけどシオン、リュートルーはまだ、殺す時期じゃない……そう言ったのは君だろう？」


　そう。


　確たしかに以前はそう言った。


　だがシオンは肩をすくめ、


「……………………もう、どうでもいいんだよ。なにもかも、どうでもいい。どうせ、なるようにしかならない……」


　疲つかれたような声こわ音ねで、そう言った。


　それから彼は、再び前を見る。


　目の前では、フロワードが驚おどろきの表ひよう情じようで、こちらを見つめていて。


　そして、震える声音で、


「……あなたは……いったい、誰です？」


　そう問いかけられて。


　あなたは、いったい誰です？


「…………く、くく…………」


　シオンは、おかしくなる。


「……誰？　ははっ……誰、か……そう、いったい、誰なんだろう？」


　瞬間、また、頭の中で、声が響く。


　止まれ。


　もう、止まれ。


　これはおまえの望んだものじゃない。


　これ以上進んだら……


　これ以…………………………黙だまれ、弱よわ虫むしが。


「…………」


　すると、頭の声は止まった。


　そのまま、シオンはフロワードを見つめ、言う。


「……私は……おまえの望んだ、理想の王だ……そうだろう？　さっき見せたものが、すべてだ」


　それに。


　フロワードはまだ、戸と惑まどいの表情のまま、


「…………確かに、あなたは私が望んだ王だ。強く、迷まよいのない王。神に選ばれた、王。ですが……」


　が、その言葉を、シオンは遮さえぎる。


「さっき見せたものが、すべてだと言っている。不服か？」


「…………」


　するとそれに、フロワードは、微笑んだ。


　暗い、笑み。


　しかし歓かん喜きに震えるような、楽しげな笑み。


　そして、


「いいえ……満足です。では、私は……」


　シオンはうなずいた。


「……奴やつを、殺せ。本当の敵てきは、奴なのだから……」


　奴。


　そうだ。


　あいつを、あいつを早く殺さねば……


　すると、


「……ご命令どおりに……」


　フロワードは一度頭を下げ、部へ屋やを出ていく。


　それを見送ってから、シオンは、ふぅと一つ、深いため息をついた。


　と、同時。


「…………ぐ………………あ……っがはっ」


　彼は、小さく咳せき込こむ。


　とっさに手で口を押おさえるが、血が……


　血が……


　しかしそれを見て、シオンは、


「…………ふ……ふふ……くくくく」


　また、おかしくて、笑い声を漏もらす。


「……はは、あははは」


　これが。


　これが俺の望んだもの。


　こんなのが、俺の望んだものか？


　手の平を、見る。


　手の平についた、血。


　口から吐はき出された、血。


　その、色。


　不ぶ気き味みな光を放つ、金色の液えき体たいを見て……
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「…………」


　とそこで突とつ然ぜん、急に全身がだるくなる。


　体の内側から、なにかに力を奪うばい取られていくような感覚。


　なにかが、体の内側から書き換かえられていくような、不ふ快かいな感かん触しよく。


「…………」


　そのまま彼は、ぐったりと椅い子すに座すわる。


　本当に、全身がだるい。


　まだ、この状ヽ態ヽには慣なれていないのだ。


　長くは、続かない。


　とそこで、また、なにもない空間から、声が響いてくる。


「……あまり、無む理りをする必要はない。そう焦あせるな」


　ルシルだ。


　それにシオンは苦く笑しようして、


「……はは、おまえに心配されるとは、思わなかったな」


　言ってから、彼はもう一度、自分の手の平を、見る。


　自分の、血を。


　それからふと、思い出す。


　いつから、こんなふうになったのかを。





　いつから。





「…………」


　それはもう、記き憶おくの彼か方なた。


　確か、まだ、ライナやフェリスと出会ったばかりのころだ。


　キファが裏うら切ぎって、エスタブール王国の魔ま法ほう騎き士し団だんと戦い、仲なか間まが皆みな殺ごろしにされて、ライナの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が暴ぼう走そうした、あの、戦いのすぐあとの話。


　シオンがフェリスとイリスに会おうと、エリス家を訪おとずれると、ルシルのいる道どう場じように通されて。


　とそこでふと、戦場から帰ってきたときにフェリスが言った言葉を、思い出す。


『なんだ。生きてたのか。それはつまらないな……』


　それに、


「……まったく、あのころから、フェリスは口、悪かったんだよなぁ」


　シオンは思わず苦笑した。


　とにかくフェリスと会話をしていると、ルシルが現れたのだ。


　そして彼は突然、シオンにこんなことを言ってきた。


『今きよ日うシオン君。君にここにきてもらったのは……君の気持ちを聞かせてもらおうと思ったからなんだ』


　そのときのシオンは確か、こう聞き返した。


『気持ち？』


　するとルシルは続ける。


『そうだ。いくつかいまから質問する。君が相ふさ応わしいかどうかを判はん断だんするためのいくつかの質問。それに答えて欲ほしい』


『はぁ……相応しい……？　いや、答えるのは構かまわないですけど……それだけですか？』


『ああ。それだけだよ。それだけのために、君をここへ通した。ただ、一つだけ、君がこの質問を受けるには条じよう件けんがあるけどね』


『条件？』


『ん。私は君に質問する。そして君の答えが私の気に入らなければ君を殺す。安心してくれ。痛みはないよ。自分の首が体から離はなれたことにすら、君は気づかない。ただ、死ぬだけだ』


　死ぬ……


　そのときに、シオンはこう思った。


　この男はいったい、なにを言ってるんだ？


　彼が質問をして、俺の答えが気にくわなければ、殺す？


　それが彼から自分が質問を受けるための条件。その条件を飲めなければ、質問を受けることができない……


　まったく、わけがわからない。


　なぜ、そんな危き険けんな質問を、あえて俺が受けなければならないんだ？


　確か、そう思ったと思う。


　だがそこで、ルシルが言った。


『ここはエリス家なんだよ、シオン君』


　その、言葉で。


　シオンは、すべてを理解した。


　ここは、エリス家なんだよ、シオン君。


　その一言で、ルシルが言わんとしていることが、すべてわかった。


　ここは、エリス家なのだ。


　代々、王にのみ、仕つかえるという家か系けい。


　その当主が、シオンを相応しいかどうか試したいと言っているのだ。


　つまり、シオンがこの国の王として相応しいかどうかを、試そうと、そういうわけだ。


　そして、シオンはこの国の王になることを望んでいた。


　最悪の暴ぼう君くんだった父王を廃はいして、この国の王になることを、強く望んでいた。


　それが、ライナを、キファを、仲間たちを、この国のすべてを……そして、死んだ母を守ることになると、そう思っていた。


　だからこそ、シオンはルシルの質問を、受けることに決めたのだった。


　そのときフェリスが、


『くだらないな。せっかく戦場で拾ひろった命を、ここで落とすつもりか？』


　そんなふうに言ってくれたのに。


　シオンは彼女の言葉を、無む視しした。


　それが引き返す、最後のチャンスだったのに。


　シオンはその言葉を……無視した。


　だって、もう迷まよわないと決めたのだ。


　いや、彼が進むべき道はもう、あの戦場で決まっていたのだ。


　すべて一度失い。


　それでも前へ進む。


　この力を受け入れたら、すべてが皆みな殺ごろしだろう。


　兄も、姉も……そして王すらも……


　それでも……


　シオンは、こう言った。


『いいだろう。聞いてやろうじゃないか。言ってみろ……ルシル・エリス』


　そのときのルシルの笑みを、一生忘わすれない。


『はは。君はそう言うだろうと思ってたよ』


　そのときのルシルの顔を、一生忘わすれない。


　そして。


　シオンはこう思ったのだ。





　俺はもう、立ち止まらないと。


　目の前に立つ奴やつはすべて皆殺しにしてやる。


　そのためにならなんでも受け入れてやろう。


　それがたとえ……悪あく魔までも……








　そう、思ったのだ。








「…………」


　だが。


　実際に現あらわれたのは、悪魔なんかじゃなかった。


　シオンの目の前に現れたのは……





　後こう悔かい。


　絶ぜつ望ぼう。


　そして、契けい約やく。





　道場の、奥おく。


　ルシル・エリスが住まう場所。


　完全なる無むが広がる、闇やみの奥へと案内されて……


　光を見せられた。


　強い、光。


『扉とびら』の向こう。


　その『扉』の、向こう。


　そこには、ひどく禍まが々まがしい光が明めい滅めつしていて。





　引き返すべきだった。


　そこで、引き返すべきだったっ!!





　まだ、気づいてなかったのだ。


　なにもわかってなかったのだ。


　殺されたほうが、どれだけましだったか……





　だが、歯車は巡めぐる。


　ぐるぐるぐるぐる、物語は進む。


　それは、ひどく悲しい物語。


　それは、ひどく理り不ふ尽じんな物語。


　それは──













『狂くるった伝でん説せつの勇者の……伝説』
















　扉を開き、ルシルが笑う。





　ずっと。


　ずっと待っていたよ。


　さあ、我わが主あるじになってくれ。


　すべてを捨すてて、すべてを生いけ贄にえに捧ささげて、さあ、我が主になってくれ。





　我が剣の、主になってくれ。





　君が。


　君がこの世界すべてを喰くらい、斬きり拓ひらく……











『勇者』だ。











「…………勇者……」


　シオンは、椅い子すに座ったまま、自分の手の平を見つめ続ける。


　するとまた、背はい後ごから声が響ひびいた。


「……大だい丈じよう夫ぶだ、シオン。物語は、順調に進んでいるよ……だからあまり、無む理りをするな」


「…………」


　それに、シオンはまた、笑いたくなる。


　それに、シオンはまた、泣きたくなる。


　物語は、順調に進んでいる。





　物語は……





　とそこで、シオンはぎゅっと強く、手の平を閉とじ、握にぎった。


　強く、強く、すべてを握り潰つぶしてしまおうとするかのように、強く。


　そして。


「…………ああ。わかってる……」


　独ひとり、呟いたのだった。













　第五章　試し験けん










　それは朝。


　日につ課かのだんご屋巡めぐりの最終目的地、ウィニットだんご店の店先で、フェリスは今きよ日うのだんごの味の確かく認にんをしていた。


　餡あんだんごに楊よう枝じを入れ、綺き麗れいに切り取り、口へと運ぶ。


　そして、もぐもぐごくん。


「うむ。今日も素す晴ばらしい出で来きだ！」


　フェリスが大きくうなずくと、後ろで心配げな顔で見守っていた店主のおやじが、ぱあっと明るい表ひよう情じようになって、


「よかった。フェリス様がそう言ってくださるのなら、今日は繁はん盛じよう間ま違ちがいなしですね」


「うむ。間違いなしだ！」


「では、お茶をここにおいておきますので、ゆっくりしていってください」


「うむ」


　そして店主が店の中へ戻もどっていくのを確かく認にんしてから、フェリスはもう一口、だんごを食べた。


　もぐもぐもぐもぐ、ごくん。


「うむ。うまい！」


　思わずそう声を上げてから、お茶を一口、すすった。


　そのまま、空を見上げる。


　だんごはうまいし、天気もいい。


　いや、朝方、だんご屋巡りをしているときには、空に大きな雲がかかったのか、一いつ瞬しゆん、あたりが急に真まっ暗くらになったりもしたが、どうやら天気は持ち直したらしい。


　いまは、雲一つない晴天だった。


　それを見て、


「ふむ。今日は、なにかいいことが起こりそうだな」


　フェリスは小さくうなずいた。


　さて、今日はなにをして過すごそうか？


　と、頭の中で、一日のスケジュールを計画してみる。


　彼女はもうすでに、日課を二つ、こなしていた。


　ローランドに帰ってきて以来、兄にい様さまに決められた朝の剣けんの修しゆ行ぎようはすべて終えたし、朝のだんご屋巡りも、終わった。


　あとは自由時間なのだが……


「ふむ」


　と、フェリスは考えを巡らせる。


　イリスは今日は、シオンの命令でどこかへ仕事にいくと言ってたから遊べないし……


　なら、いつものようにライナをいじめて遊ぶか？


　が、そこで、かすかにフェリスの表情が、曇くもる。


　そして小さく、


「ライナめ」


　なんてことを呟つぶやく。


　最近、フェリスはライナに対して、少し怒いかりを感じているのだ。


　フェリスがライナを連つれ出していじめて遊ぼうとするたびに、なにやらシオンから受けた仕事やら任にん務むやらで奴やつは忙いそがしくて、付き合ってくれなくて……


「……退たい屈くつじゃないか」


　不満げに、フェリスは呟く。


　イリスもシオンから受けた仕事で、今日は国外に出ているし……


「む～」


　と、フェリスが唇くちびるをとがらせているところで。


　その、奇き妙みような男は、彼女の目の前を、通り過ぎたのだった。


　それを見て、


「……ん？」


　フェリスは、思わずそんな声を上げる。


　そいつは、彼女がよく見知っている奴やつと、まったく同じ格かつ好こうをしていたから。


　白はく鎧がいに、ローブが合わさっている、奇妙な戦せん闘とう服ふく。


　ローランド帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し専せん用ようの、装しよう束ぞく……


　ライナがいつも着ている服だ。


　そんな魔法騎士の格かつ好こうをした男が、さらにもう一人の、魔法騎士の格好をした男を肩かたに抱かかえ、凄すさまじい速はやさで目の前を走り去ろうとしていて。


　しかし。


　フェリスはそこで、気づく。


　よくは見えなかったが、抱えられているほうの男は、どこかで見たことがあるような姿すがただったのだ。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、だらけた長ちよう身しん瘦そう軀く。


「ん？　おまえ、ライナか？」


　フェリスの声に、しかし、抱えられている男は、反はん応のうしない。


　気き絶ぜつしているのか……いや、これはむしろ死んで……


　とそこで、フェリスは立ち上がった。


　そして、


「おい、そこの男、待て！」


　声を上げる。


　だが、魔法騎士の男は、待たない。


　どんどん、フェリスから離はなれていって。


「くっ」


　フェリスは、外していた剣けんをつかみ、駆かけ出そうと……


　が、そこで。


「おっ～と、そこの美しいお嬢じようさん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」


　後ろから突とつ然ぜん、聞き覚おぼえのある声が響ひびいて。


　いつも聞いている、声。


　これは、ライナの声だ。


　フェリスはそれに小さくため息いきをついて、振ふり返った。


「なんだおまえ、捕つかまったんじゃなかったのか……まったくまぎらわ……」


　しかし彼女の言葉は、そこで止まる。


　振り返った先にいた男が──


「…………」


　ライナじゃ、なかったから。


　目の前には、四十代ぐらいの男が立っていた。


　金色の髪かみに、濃こい、青の瞳ひとみ。


　そして、どこか気け怠だるげな、にこにこと穏おだやかな、優やさしげな微ほほ笑えみ。


　しかしその微笑みに、フェリスは強い違い和わ感かんを覚えた。


　ライナじゃないのに、そいつはまるで、ライナのような雰ふん囲い気きで。


　その奇妙な男が、柔やわらかい声こわ音ねで言ってくる。


「おっと。間近で見ると、本当にべっぴんさんだなぁ」


　それに、フェリスは顔をしかめた。


「…………」


　なんだ、こいつ……


　よく聞けば、声も別に、ライナにそれほど似にているわけではない。


　なのに、なぜこいつの声を、私はライナと間ま違ちがえたのだ？


「………………なんだ……おまえ」


　するとそれに、目の前の男はにっこり笑って、


「う～ん。人にものを尋たずねるときは、そういう聞き方はどうかと……」


　が、それを遮さえぎって、


「いいから、答えろ」


　フェリスは言った。


　すると男は、おどけたように肩かたをすくめる。


　その仕し草ぐさも、どこかライナに似ていて。


　いったい、なんなんだ、こいつは……


　まるで姿は違うはずなのに。


　髪の色も、目の色もまるで違うのに、なぜ、こいつはこんなにも、ライナに似ている？


　すると男は楽しげに笑って、


「そんなに、心配かい？」


　突とつ然ぜん、そんなことを聞いてくる。


　それにフェリスは男をにらみつけたまま、


「……なんの話だ？」


　すると男はにっこり笑って、彼女の後ろへと指を差す。


　そして、言った。


「……ライナのことが、そんなに心配かい？　ってことだよ」


　瞬しゆん間かん。


　フェリスは、剣を抜ぬき放はなっていた。


　ぴたりと男の首くび筋すじへと剣を突つきつけ、


「…………貴き様さま、ライナにいったい、なにをした？」


　言いながら、心の中で、うめく。


　さっきのはやはり、ライナだったのだ。


　そして、フェリスの声に、あいつは反はん応のうしなかった。


　いったい、なにをされた？


　まさか……


「…………」


　が、フェリスはそこで、小さく首を振ふる。あいつが、あいつがそんな簡かん単たんに……


　とそこで、


「心配？」


　嬉うれしそうな表情で、男が言ってくる。


　それにフェリスが、ぐっと剣をさらに突きつけ、


「……ライナに手を出したら、殺すぞ」


　だが男はそれに、益ます々ます嬉しそうな表情になって、


「ふふ、そんなに心配なんだ」


「能のう書がきはいい。いったい、貴き様さまらは何者だ？　ライナになにを……」


　が、フェリスの言葉はそこで止まる。


　突然。


　本当に突然、男は、とんでもないことを言ってきたから。


　にこにこ笑いながら、男が言う。


「……君は……ライナのことが、好きなのかい？」


　その、言葉に。


「なっ!?」


　フェリスは思わず、そんな声を上げてしまっていた。


　それにまた、男が笑う。


　嬉しそうに、楽しそうに。


「あははは。好きなんだ」


「な、違……」


「違わないよ。だって、そんな顔を赤くされたら、バレバレだよ？」


「う」


　それにまた、フェリスはうろたえる。


　そんな場合じゃないのに。


　いまは緊きん急きゆう事じ態たいで、そんな場合じゃないのに。


　ライナにそっくりの声で、ライナにそっくりの仕草で、この男は、言ってくる。












[image: ]








「ライナのことが、君は好きなんだ」


「………………黙だまれ……それ以上くだらない問答を続けるつもりなら、貴様の命の保ほ証しようは……」


　が、そこで。


「命の保証が、なんだって？」


　男が、そっと剣をつかんでくる。


　途と端たん、男の手が、青白く光り始めて……


　瞬しゆん間かん。


　まずい。


　フェリスはそう思った。


　なにがどうまずいのかはわからないが、とにかく、なにかひどく悪いことが起ころうとしてるのを感じた。


　男の手。


　青白く輝かがやく手……


　その光に、なぜか背せ筋すじに恐きよう怖ふが走って……


「くぅっ」


　フェリスはとっさに、剣を引き、一歩大きく後こう退たいした。そして再び剣を構かまえ直し、男を、にらみつける。


　すると男はひょいっと驚おどろいたように眉まゆを上げて、


「……おっと、なかなかやるねぇ。いまのに気づくとは……ふむ。君に守ってもらえるなんて、ライナはなかなか、いい娘こに好かれてるなぁ……」


　しかしもう、そんな言葉に答える余よ裕ゆうは、フェリスにはなかった。


　彼女は男をにらみつけたまま、全身の感覚を研とぎ澄すませていく。


　いまの攻こう防ぼうだけで、もう、わかってしまったのだ。


　こいつは、とんでもなく強い。


　一瞬でも気を抜ぬけば、殺されるだろう。


「…………」


　フェリスは、両手で剣を構え、体を低く、低く、沈しずめていく。


　ありとあらゆる状じよう況きように対応するために、剣の先まで、意い識しきを張はり巡めぐらせる。


　それに男はまた、余裕の顔で微ほほ笑えむ。


「そう。それでいい。君の本気を、見せてもらいにきたんだから」


　その言葉に、フェリスは静かな声こわ音ねで、答えた。


「……なにが目的かは知らないが、あまり私をなめていると……死ぬぞ？」


「ふむ。どっちが？」


「無む論ろん……」


　そこで、フェリスはさらに体を低く沈しずめ、


「貴様だ」


　力を、解かい放ほうした。


　ほんの刹せつ那なで、男との間合いを詰つめる。


　目に、見えないほどの、速はやさ。


　彼女は速さを味方につけて、剣を、振ふるう。


　そのまま男の胴どうを真まっ二ぷたつに斬きり裂さ……


　が、そこで、斬り裂いたはずの男の姿すがたが、黒い煙けむりに変わって、消えてしまって。


「なっ……!?」


　フェリスは、顔をしかめた。


　偽フエ物イク？


　なら、実体は……


　とそこで、左右から殺気が迫せまってくるのを感じた。


　左右……？


　敵てきは、二人いるのか？


　しかし、フェリスは悩なやまない。戦せん闘とう中ちゆうに一瞬でも思考を曇くもらせたら、それで終わりだ。


　左の殺気は無む視しし、すぐに右に対応する。


　右へと剣を走らせ、殺気の元を、


「はっ！」


　斬り裂く。


　しかし斬ったのは、人じゃなかった。


　斬ったのは、空中に浮うかんだ、赤せき色しよくの奇き妙みようなお札ふだのようなもの。


「む？」


　それにフェリスは怪け訝げんな表ひよう情じようになる。


　おまけに斬った手に伝わってきたのは、まるで泥どろ沼ぬまに剣を突つき刺さしたような、異い様ような手て応ごたえで。


　斬り裂いたはずの赤色のお札が空中に霧む散さんし、その霧きりが、剣にまとわりつき始めて……


「んなっ」


　また、フェリスは驚おどろきの声を上げる。


　剣が……


　剣が、急きゆう激げきに重くなったから……


「くぅ……」


　それにフェリスは、うめいた。


　まずい。


　あっさり武ぶ器きを封ふうじられた。


　なにをされたのかまったくわからないが、剣が、さっきまでの三倍ほどの重さになっている。これでは彼女の力では、到とう底てい動かすことができない。


　そうでなくても、彼女の細い腕うででは扱あつかうのがかなり難むずかしい、長大な剣なのだ。


　速さと技量でごまかして高速で動かしているが……


　この、重さは……


　しかし、背後からの殺気は、さらに膨ふくれ上がっている。


　どうする？


　剣を手放して、逃にげるか？


　それとも……


　とそこで、フェリスは重さで地面へ落ちようとする剣先に、


「うご、けぇ！」


　蹴けりをいれた。


　その勢いで、ぐるりと剣は背後へと回る。


　そして背後から迫る、殺気の元へと剣を放って。


　同時に、フェリスも後方を振り返る。


　するとそこにあったのも、また、お札だった。


　いや、今度は真っ黒い、人ひと形がたをした、紙。


　その紙へと剣がぶつかった途と端たん。


　なんと、剣が消えてしまった。


　まるで跡あと形かたもなく、消しよう滅めつしてしまった。


　それにフェリスはもう、


「…………」


　なにも言えなかった。


　いったい、なにが起こっている？


　奴やつは、なにをしてきている？


　なにかの魔ま法ほうか？


　どこか、知らない国の、魔法。


　いや、だが、そんなはずなかった。


　魔法には、どんな国のものでも、ある程てい度どの準じゆん備び動どう作さが必要なはずなのだ。


　たとえばローランドの魔法なら、かつてライナが説明してくれたところによると、魔ま方ほう陣じんを描えがいて精せい霊れいを移動させ、呪じゆ界かいを構こう築ちくしてから、呪じゆ文もんで命令を与あたえる。


　それはエスタブールのものも、イエットのものも、ネルファのものも、すべて同じ。


　それだけの手順を経へて、やっと、魔法は発動するものらしい。


　だが、いまの攻こう防ぼうで、男がその手の手順を踏ふんでいる様よう子すはなかった。


　ならいったい、いま起きていることは、なんだ？


　奴はあらかじめ魔法を用意してきていたのか……


　もしくは、


「……勇ゆう者しやの遺い物ぶつ？」


　フェリスは小さく呟つぶやいた。


　もしもこいつがガスタークの奴ら同様、遺物を使いこなしているのなら、自分に勝ち目は……


　だが、そこで。


　フェリスの目の前。


　地面の砂が渦うず巻まいて、一つの形を成す。


　現れたのはやはり、ライナに似にている、あの男だ。


　そして男は、まるでフェリスの思考をすべて見み透すかしているかのように笑って、


「違ちがう。これは勇者の遺物じゃない。ただの魔法だよ」


「…………」


　魔法。


　男はそう言った。


　ただの、魔法。


　それに、フェリスは目を、細めた。


　なにが、ただの魔法だ。


　こんなものは、見たことがない。


　ライナの発動する、圧あつ倒とう的てきな速さで展てん開かいされる魔方陣だって、彼女は斬り裂くことができるのだ。


　だが、こいつの魔法は、なにをしているのかさえまるでわからない。つまり、こいつの使っているのは、魔法なんかじゃないのだ。


　なのに、勇者の遺物でもないという。


　なら、なんだ？


　私は、幻げん覚かくかなにかにでも、かけられているのか？


　奴のトリックの種は、いったいどこに……


　が、そこまで考えたところで。


　男が手を振った。


「エイミ、ラソウ」


　そしてそんな、意味不明な言葉を唱となえると、さっき消えたはずの黒い人形の紙が現あらわれ、弾はじける。


　と同時。


　突とつ如じよフェリスの剣が現れて、それを男がひょいっとつかむ。


「ほい。君の武器、いただき～」


　言って、男は剣をくるんっと回す。


　その、光こう景けいに、


「…………」


　フェリスは絶ぜつ望ぼう的てきな気分になった。


　なんなんだ、いまのは……


　いまのが……


　いまのが勇者の遺物ではなく、魔法だというのなら……まるで太た刀ち打うちできる気がしない。


　こいつがいま、目の前でしてみせたことは、本当にありえないことだった。


　たった一言で魔法が発動してしまうのなら、いくら彼女の動きが速くても、魔法が動くのが先だ。


　勝ち目が……


　するとまた、男は笑う。


「ないよ、君に勝ち目は」


　また、頭の中を読まれているようで……


　フェリスは、震ふるえた。


　まずい。


　まさか、ここまでの相手とは……


　私は、なにをやってるんだ。こんな相手の強さを読み違えるとは……


　逃げるんだ。


　とりあえずはこの場を……


　が、そこでまた、男が続けてくる。


「そして君はいま、逃げることを考えている。君の筋きん肉にくが、この場を離はなれようとしているのが、見えるよ。賢けん明めいだね。素す晴ばらしい才能だ。感覚、判はん断だん力りよく、速さ、力……すべてが申し分ない。あとの問題は……君が彼ヽの親族だということなんだけど……まあ、それも最後の試験で決めようか……さて」


　そこで、男はそっと、手を掲かかげる。


　そして言った。


　一言。





【稲い死づ光ち】





　瞬しゆん間かん。


　男の手の周囲にいきなり魔方陣が現れ、稲いな妻ずまが放たれた。


「なっ」


　フェリスは、とっさに横に飛んで、よける。


　直後、フェリスが元いた場所に雷らい撃げきが落ち、爆ばく発はつして。


　それを。


　フェリスは驚きよう愕がくの表情で見つめた。


「…………」


　な、なんなんだ、こいつは……


　ありえない。


　絶対にありえないことが、いま、起こっていた。


　いま、男が使ったのは、フェリスも、よく知っている魔法だった。


『稲い光づち』なのだ。ライナがよく使う、あの魔法。


　ローランドの魔法だ。


　魔方陣を描えがき、呪じゆ言ごんを唱えて発動させる、あの魔法を……


　奴は、たった一言で放ってきた。


　幻覚じゃない。


　勇者の遺物でも、ないのだ。


　こいつは本当に、一瞬で魔法を発動することができる……


「……なんなんだ、おまえは……」


　かすれるような声で、フェリスは言った。


　すると男は苦笑する。


「いやいや、そのセリフは、僕ぼくが言いたいなぁ……真しん言ごん法ほうで放った『稲い死づ光ち』をよけられる女性なんて、そうそういないよ……」


　とそこで、肩かたをすくめ、


「ま、でもいまのは、君がよけられるかな、っていうくらいの速さで、わざとゆっくり撃うったんだけどね。これでもう、実力差が痛いほどわかったろう？　君に勝ち目はない。絶対に勝てない相手だ」


　男は、そう言った。


　そしてそれは、本当だった。男が手を掲かかげたことを警けい戒かいしていなければ、フェリスはよけられなかっただろう。


　いまので、終わっていた。


　いまので、殺されていた。


「…………」


　逃げるんだ。


　いや、こんな化ばけ物ものから逃げきれる自信はないが……


　それでも、戦ってどうにかなる相手じゃない。


　男がまた、手を上げる。


　それにフェリスは全身を緊きん張ちようさせる。


　次だ。


　次の魔法の発動と同時に、逃げる。


　男が、口を開いた。


　魔法を……撃うって……


　しかし、そこで。


「……あ、そうそう。言い忘わすれてたけどさ……僕ね、さっき……ライナを殺したよ」


　突とつ然ぜん、男がそう言った。


　その、言葉に。


　フェリスは、


「……………………」


　無む言ごん。


　いや、男がなにを言ってるか、わからなかった。


　いま、この男は、なんと言った？


　しかし、男はさらに続けてくる。


「ナイフを胸むねに刺さして、殺したんだ。血が噴ふき出して、あいつ、哀あわれな顔してた」


　楽しげに、そんなことを言ってくる。


　それにフェリスは、


「………………噓うそだ……」


　小さく、そう言っただけ。


　それしか、言えなかった。


　だって、そんなはず、ない。


　そんなはず……ライナが、そう簡かん単たんに殺されるはずが……


　しかし頭に、さっき見た映像が浮うかぶ。


　魔ま法ほう騎き士しの姿すがたをした男に連れ去られていく、ライナによく似た男の姿。


　あいつは、声をかけてもぴくりとも動かなくて……


　まるで反はん応のうしなくて……


　でも、そんなはず……


　とそこで、男がさらに言ってくる。


「君もさっき、見ただろう？　ライナの、死体を……」


　それにまた、フェリスは、


「……噓だ。おまえは、噓を言っている……」


「いんや。噓じゃないさ。ライナは、死んでる。もう、わかってるだろう？」


「……………………」


　それに。


　それに……頭が……真っ白になった。


　わけがわからなくなる。


　なんだ。


　こいつは、なにを言ってる？


　なんで。


　胸が……


　嫌いやだ。


　そんなの……嫌だ。


　そんな……


　ライナが。


　ライナが、いないなんて……


　そんなの……


「……あ、う……あ…………」


　混こん乱らんする。


　冷静な感覚が、保たもてない。


　声が……


　頭がひどく痛くて。


　涙なみだが……


「あらら、泣かせちゃった」


　男がおどけた声こわ音ねで言う。


　それに、フェリスは、


「…………こ、殺してやる……」


「君にはできないよ」


「…………貴き様さまを、殺してやる……」


「だから無む理りだって。だいいち、いったいどうするつもりだい？　実力は違う。武器もない。心も乱れきってる。そんな君が、僕をどうすると？　君はきちんと判断できる子だろう？　逃げるべきときに、逃げる……彼ヽにそう教育されているはずだ。さあ、逃げなさい。ここで僕に向かってくるのは、自じ殺さつ行こう為いだ」


　言って、男は手を掲げてくる。


　自殺行為。


　そうだ。


　ここで逃げないのは、自殺行為。


　逃げないと。


　そう、教育されてる。


　なのに。


「…………」


　フェリスは、走り出していた。


　男に向かって、素す手でのまま彼女は、走り出していた。


　拳こぶしを振り上げ、


「……死ねっ！」


　叫さけぶ。


　それに男はまた、笑った。


　悲しげな、それでいて嬉うれしそうな顔で。


　そしてあっさりと、フェリスの腕をつかむ。そのままドンっと腹はらを殴なぐられて、


「あ……」


　フェリスが出せた声は、それだけだった。


　そのまま、膝ひざがくずおれる。意い識しきが、遠のいていく。


　その、意識のかなたでまた、あの声がした。


　ライナの声。


　いや、ライナによく似た、声。





「…………合格。いじめて、ごめんね。君はそこまであいつを…………なら、君の剣に、力をあげよう……闇やみを切り裂く力を。あいつを……守ってやっ……」





　だが、そこまでだった。


　そこまででフェリスの意識は、途と切ぎれてしまった。








　　　　◆





　意識の闇。


　暗く、赤い、意識の闇。


　心の、底。


　真まっ赤かな廊ろう下かを抜ぬけ、ライナは、すべての最さい奥おう部ぶにたどりついていた。


「…………」


　そこは異い様ような場所だった。


　巨きよ大だいな空間……


　しかし、すべてが真っ赤。


　天が、大地が、すべて真っ赤で……地面はまるで人の内ない臓ぞうのような感じだった。


　ライナはそこに立ち、


「…………なんか……ちょっとグロいなぁ」


　なんてことを言いながら、周囲を見回してみる。


　しかし見み渡わたす限り、景け色しきは赤、赤、赤。


　視し界かいすべてが、血のように赤くて。


「……なんか、くらくらするよ……」


　ライナはちょっと、頭を押おさえた。それから自分の、普ふ通つうじゃない手に気づいて。


　黒い文字がぐるぐると回っている、真っ白な手……


　それを見て、


「……ったく、わけ、わかんねぇなぁ……」


　肩をすくめる。


　奥おくへ進め──という、天から堕ふってくる声に従って廊下を進んできたけれど……


　一向に、いま、自分がどういう状じよう況きようにおかれているのか、見えてこなかった。


　胸にナイフを刺されて殺された……と思った途端、こんなわけのわかんない場所にいて……体中白いし、妙みような黒い文字が周囲を回ってるし……おまけに天からは、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の声が堕ってくるし……あ、いや、声の主は、自分は『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』なんかじゃないだの、神だの勇者だの言ってたが、まあ、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』でいいだろう……


「って、そんなんじゃなくて……だから、俺おれはいま、どうなっちゃってるわけ？」


　ってのが、目下の問題だった。


　もう一度周囲を見回す。


　人間の内臓の中のような、真っ赤な空間。


　そこに向かって、


「……お～い。言われたとおり、廊下、抜けたぞ～。こんどはどうすりゃいいんだ～？」


　ライナは言った。


　しかし答えは、


「…………」


　ない。


　それに、彼は顔をしかめる。


「ええ～！　ちょっと、そりゃないだろぉ～？　呼んどいて無む視しとかって、ひどいんじゃねぇの？　そういういじめすると、俺ってばすねて、帰っちゃうぞ？」


　が、やはり答えはなくて。


「……ふむ……いや、まぁ……帰り方もわかんねぇけどさぁ……」


　ライナは、憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようをする。


「……あれか？　この、もっと奥へいけってか？」


　言ってから、一歩、踏ふみ出してみる。


　廊下の、先。


　人間の内臓のような、気味の悪い場所へ。


　踏み出した足の感かん触しよくは……ぐにゃりとしていて……


「うえ……まじで？」


　ライナは、益ます々ます顔をしかめる。


　そのまま、一歩、二歩と前へ進んでいく。


　延えん々えんと続く、真っ赤な大地。


　真っ赤な空。


　その、空から、





《ああ。ああ……》





　また、声が、堕おちてきた。





《ああ……ああ……この日を……この日を……どれだけ待ち望んだことか……》





　声が、空から堕ふってくる。


　それに、ライナは天を見上げた。


　いつもなら、そこにはなにもいない。


　ただ、なにもない空間から、声が堕ってくるだけのはずだ。





　しかしいまは……





　空に。


　天に。


　一いつ匹ぴきの獣けものが、ぶらさがっていた。


「…………」


　いや、獣というよりは、人に近いかもしれない。


　だが、それは人じゃない。


　あきらかに人じゃない。


　血よりもさらに赤い肌はだ。


　その肌よりも、さらに赤い瞳ひとみ。


　その瞳の奥には、朱しゆの五ご方ぼう星せいがあって。


　鋭するどい牙きば。


　鋭い爪つめ。


　そして羽。


　その、すべてが赤い。


　化ばけ物もの。


　化物としか、形容のしようがない、その姿を見上げ……


　ライナは、半はん眼がんで言った。


「……おまえが、声の主ぬしか？」


　するとその獣は、こちらを見る。


　妖あやしく五方星が光る、鋭い瞳でこちらを見る。


　それから、大きく口を開き──


　そして。





《ふ……は……あ……あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ》





　狂くるったように、笑い出す。


　狂ったように、笑い出す。


　世界が、すべてが震ふるえるほどの、咆ほう吼こう。


　ライナはその声に、


「…………ぐぅ」


　体が、縮ちぢみこむのを感じた。


　そして体の奥おく底そこから、ある感情が湧わき起こるのを、感じる。


　それは……恐きよう怖ふ。


　恐怖だ。


　その声に、ライナは恐怖していた。


　信じられないほどの、圧力。


　いま、こいつが神だと名乗っても、信じてしまうかもしれない。


　それほどの力が、こいつの中にはあった。


　声の圧あつ迫ぱく感かんだけで、押おし潰つぶされそうだ。


　思わず耳を塞ふさぐ。


　だが、そんなことにはなんの意味もない。もう、感じてしまっているのだ。


　こいつが──


　こいつが、なにか、特とく別べつな存そん在ざいだということを……





《はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははぁ……あ、あ、あ、あ》





　笑い声が、止まった。


　化物は満足したかのように、ぐるんっと、首を回す。


　羽を大きく広げ……


　そして天から、降ふってくる。


　真まっ逆さかさまに降ってきて、地面、すれすれで、まるで重力など関係ないかのように、ぴたりと止まる。


　それから逆さのまま、ゆっくりと化物はこちらへと歩いてきて。


　それにライナは……


「…………ちゅ、宙ちゆうに浮うけるなら、羽の意味ねぇじゃねぇかよ……」


　上ずった声こわ音ねで、そう突つっ込こんだ。


　すると化物はそれに、笑えみを浮うかべる。





《……ああ……そうだな……ずっと……邪じや魔まだと思っていたんだ……この、拘こう束そく具ぐは……》





　そして、窮きゆう屈くつそうに体をぐいっと回す。





《ふ、ふふふ……しかし、陳ちん腐ぷなものだな……これが、おまえらの想そう像ぞうする魔まの姿すがたか……ふふ、はは……本当の魔も知らず、このような紛まがい物に我われを封ふうじようとは……》





　それからもう一度、朱の五方星で、ライナを見つめてくる。





《……だがもう、それも終わりだ。おまえを喰くえば……この『封』も解とけよう……我は『αアルフア』へ。すべては、契けい約やく通りだ……》





　その、言葉に。


　ライナは一歩後あとずさって、


「…………俺を、喰らうって？　って、おっと……これはちょっと……やばい展てん開かいなんじゃねぇのか？」


　顔を引きつらせた。


　ってか、おいおい、いったい、どういう展開なんだ、こりゃ？


　俺を、喰らえば元に戻もどる？


　なんの話だ？


　それに『封』だの『α』だの『契約』だの、それ以外にも『扉とびら』がどうだの、『鍵かぎ』がどうだの……もう、わからないことだらけだ。


　いったい、俺はここでなにしてんだ？


　なんのために、ここにいる？


　とそこで、





《消えろ、『すべての式を解とく者』》





　化物が、爪を開いた。


　そして真まっ直すぐにそれを、ライナへと向けてきて。


「うお、まじで!?　ちょ、待っ……ああもうくそ、俺ってば、こんな化物と戦うわけ？」


　言いながら、腕うでを振ふるった。


　光の魔方陣を高速で……


　高速で展開……


「…………」


　できない!?


　光が、魔法が、まるで発動しない!?


「うおわ、な、なんで!?」


　なんて言ってる間にも、化物の爪が、迫せまる。


　真っ直ぐに、ライナの胸むねへと突つき刺ささり……


　悲ひ鳴めいを上げた。


　だが、悲鳴を上げたのは、





《がぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?》





　化物のほう。


「……へ？　え？　なんで？　もう、いったいなんなのよ？」


　わけがまったくわからなくて、ライナが言えたのは、それだけ。


　そんな間にも、ライナの胸を爪でえぐったはずの化物が、悲鳴を上げ続ける。


　その、化物の爪をライナが見てみると……


　なにやら、さっきまでライナの周囲をぐるぐる回っていた黒い文字が、化物の腕に絡からみつき、締しめあげ始めていて。


　化物は、痛みに顔をしかめながら、腕を引く。





《お、おのれ……あ、アートファールか……く、くく、はは、はははははははははは……低位神の呪じゆ詛そごときで……我を防ふせげると思うな……》





　言って、化物は文字の絡みついた自分の腕に……嚙かみつく。





《キエロ、アートファっ……》





　だが。


　声はそこまでだった。


　突とつ然ぜん、化物の頭が爆ばく発はつしたから。


「………へ？」


　と驚おどろきの声を上げるライナをよそに、頭のなくなった化物は、がくんっと膝ひざをつく。


　そのまま、ぴたりと動かなくなってしまって。


　それにライナは、


「…………いや……え？　し、死んだのか？」


　声をかけたが、反はん応のうはない。


「……お、おーい？」


「…………」


　だが、やはり反応はなかった。


　それにライナは一度、周囲を見回す。


　すべてが赤に染そまっている、奇き妙みような空間。


　その、真ん中で、独ひとり取り残されて。


「……あの……それで、俺は、どうしたらいいの？」


　するとその問いかけに、


「…………急、いで」


　声が、返ってきた。


　それも、女の声。


「んあ？　今度は誰だれだよ？」


　それに、


「…………急ぐの、ライナ」


　また、女の声。


　しかし今度は、その声がどこから出てるのか、わかった。


　頭が爆発し、膝をついたままになっている化物から、その声はしていて……


「……え～と……それは、おまえが言ってんの？」


　ライナがそう、化物に問いかけた、途と端たん。


　ジュブっという、肉を裂さく嫌いやな音とともに、化物の胸から人の手が出てくる。


　血にまみれた、女の手。


　それにライナは、


「…………怖こわっ!?」


　思わず、後ずさった。


　しかし血まみれの女の手は、助けを求めるようにぐるぐる動いていて……


　さらに、ジュブっという音を立て、さらにもう一本、女の腕が化物の体から出てくる。


　そんなちょっと気持ちの悪い光景に、


「……うう……もう、いったいなんなんだよここは……」


　お化ばけ屋や敷しきかなんかなの？


　もう、本当にわけがわからなかった。


　なにもかもがわからなすぎて、逆ぎやくに笑えてくるほどだ。


　だいいち、ここがどこかもわからないのに、化物には襲おそわれるは、その化物の頭は爆発するは、さらにその化物の体から血まみれの女の手って……


「……え～と……もしかして、これは夢ゆめだったりする？　シオンの馬ば鹿かにこきつかわれて疲つかれてたから、悪あく夢むを見てるとか……それならなんてーか、早めに目、覚さめてくれると嬉うれしいんだが……」


　と、言ったと同時。


　さらに化物の肩の肉を裂いて、血まみれの、長い黒くろ髪かみの女の頭がずるっと出てきて……


「………………うえ……あの……ほんと、俺ってば怖い話とか苦手だから、まじで早いとこ目を覚ま………………」


　しかし、そこで。


「……あ」


　ライナは、言葉を止めた。


　化物の体の中から現あらわれた女の姿すがたに、なぜか、見み覚おぼえがあったから。


「…………」


　見覚え。


　そう、確たしかにこの女を、ライナは見たことがあった。


　いまは血にまみれているが、黒く、しなやかな長い髪。


　長く、綺き麗れいなまつげ。


　すっと通った鼻に、形のいい唇くちびる。


　その、どれもに、ライナには見覚えがあった。


「…………お、おまえ……」


　だが、誰だれなのか、思い出せない。


　絶対に見たことがあるはずなのに。絶対に知っているはずなのに。


　なのに、なぜか彼女が誰なのか、思い出せない。


　脳のうが、全身が、言っているのに。


　俺は、この女を知っているって、体中が言っているのに。


　この女を。


　この女を、愛あいしているって……


「…………おまえは……」


　体が、震ふるえる。


　なんだ、この感覚は。


　ひどく懐なつかしくて、胸が、ぎゅうっと締しめ付けられる。


「…………おまえは、誰なんだ？」


　すると、女が目を開いた。そして、こちらを見上げる。


　黒い瞳ひとみ。


　まるですべてを許してくれるかのような、優やさしい眼まな差ざし。


　そのすべてを、ライナは知っている。


　なのに……


　どうしても思い出せない。


　ライナは、手で、自分の胸むねを押おさえつけた。


　胸が、痛い。


　なんだ？


　なんなんだよ、これは……


「……お、おまえは……おまえは俺の、いったいなんだ？」


　それに、女は微ほほ笑えんだ。


　化物の胸から飛び出した手の平を、こちらへとそっと差し出し、


「……もう少し、近くへ」


　そう言った。


　それに、普ふ通つうなら、近づけるはずがなかった。こんな、奇き妙みような光景。さっきまで襲おそってきていた化物の、中から生はえだしてきた女の言葉など、聞けるはずがなかった。


　なのに、


「……お願い……もう少し、近くへ。あなたに、触ふれさせて、ライナ」


　その、声に。


　頭が、おかしくなるかと思った。


　女の口から出た、ライナ、という響ひびき。


　それを知っている。いや、その響きだけを、ずっと求めていたような気がする。


「…………」


　ライナは、ふらふらと一歩前へ、出た。


　すると女の手が、ライナの頭に触れる。


　額ひたいに、目に、鼻はなに、頰ほおに、唇に。


　そして最後に、ライナの頭を抱だき寄よせて。


「………………こんなに……こんなに大きくなって……」


　女の手は、優やさしかった。


　女に頭をなでられるだけで、ライナはもう、なにも言えなくなる。


　なにも考えられなくなる。












[image: ]








　女が、ライナの黒い髪をなでながら、続けた。


「……ずっと、待ってたのよ。あなたと会うためだけに……ずっと、ずっと……」


「…………俺に、会うために？」


　ライナが問うと、女はうなずく。


「ずっと」


「……ここで？」


「そう」


「この、化物の中で？」


「…………」


　女は、答えない。


　だが、ライナは続けた。女の顔を見上げる。そこには懐かしい顔があって。なのに、どうしても思い出せない。


　いったい……


「あんたは、誰だ？」


　ライナは聞いた。


　だが、彼女はそれに悲しく笑った。


「それは、答えられないの」


「なぜ？」


「……そういう、契けい約やくだから」


　それに、ライナは顔をしかめる。女から体を離はなし、


「……また……また、契約か。化物も、あんたも、さっきから契約、契約、契約って……いったいなんなんだ？　誰が、いったいなにと契約してるっていうんだ？」


　その問いかけに、女が、また悲しげな顔になる。


　その顔に、ライナはなぜか、胸が引き裂かれるような気持ちになる。


　違ちがう。


　俺が見たいのは、そんな顔じゃないんだ。


　俺が見たいのは……


「……な、なんなんだよ……」


　ライナは、吐はき出すように言った。


「なんで……なんでこんな気持ちになるんだ……あんたは誰なんだ？　どうして俺は……こんなにも、あんたに……笑ってほしいんだ……？」


　するとその言葉に。


　ライナのその言葉に応こたえるように、彼女は、微ほほ笑えんだ。


　幸せそうな、顔。


　そして。


「……あなたを愛してるわ、ライナ」


　突とつ然ぜん、そう言った。


「あなたとリューラ、二人がいれば、私はそれだけで幸せ」


　リューラ……リューラ。


　その言葉にまた、頭が、痛くなる。知ってる。その名前も、知っている。なのに、思い出せない……


　なぜだ？　すごく、すごく重要なことのはずなのに……


　だが、女は続けてくる。


「あなたを、愛してるわ、ライナ。だから、絶対に自分を見失わないで。もう、自分は必要のない人間だとか、思わないで。大だい丈じよう夫ぶ。きっとうまくいくから……私が、私があなたを守ってあ……」


　が、そこで。





《ぐぎゃかぐぁがかぁぁぁらあぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ》





　声がまた、堕ふってきた。


　爆ばく発はつして、消しよう滅めつしたはずの化物の首が再ふたたび生えだし、咆ほう吼こうを上げる。





《い、生いけ贄にえの分ぶん際ざいで、よくも、よくも、よくもよくもよくもヨクモヨクモヨクモヨクモヨクモヨクモ》





　そして化物は、口を開き、鋭するどい牙きばで女の首くび筋すじに……


「ま、待て！　やめろ！」


　それに、ライナは叫さけんだ。


「やめてくれ、頼たのむ！　頼むからや……」


　しかし。


　ザク……


　化物の牙が、女の首に突き立つ。


　血が舞まう。


　赤い血。


　また、あの赤だ。


　呪のろわれた、あの、赤い色……


　ライナはそれに、


「…………………………………………」


　動けなかった。


　目の前で、女が、化物に体を喰われているのに……


　彼女はずっと、ライナに向かって、微笑んでいたから。


「……ごめんね……こんな、短い時間しか、会ってあげられなくて……でも、それでも、嬉しかった……リューラには、感かん謝しやしなきゃ……約やく束そくを守ってくれたことを……私をまた、ライナに会わせてくれたこと」


　それにライナは、


「…………い、いま、助け……」


　が、女は首を振る。


　そしてまた、微笑んで、


「……私は……大丈夫だから。それよりも、急いで。『すべての式を編あむ者』が現あらわれる前に……奥おくへ……扉とびらのほうへ……そして扉に触れるの」


「な、なにを言って……」


「いいから、早く。リューラがかけてくれたアートファールの力を借かりて、いまはこいつを押さえこんでられるけど……それも、もう……」


　そこで一度、言葉は止まる。


　その間にも、女は喰われ続ける。


　首が、頭が……


　しかし、彼女は残った腕を差し出し、手を伸のばしてくる。


「……もっと……触れたかった。もっと愛してるって……伝えたかった。ずっとそばにいて……あなたの成長を、見ていたかっ……」


　だが。


　声は……そこで終った。


　頭をすべて喰われ、彼女は化物に取り込まれてしまって。


　残るは、腕だけ。


「…………」


　それに、ライナは、


「………………」


　なにもできない。


　そっと、その手を、つかむことしか。


　すると女の手は、ライナの手をぎゅっと握にぎり、それからぐっと、強く押し返してくる。


　そして指を一本立て、


『いけ』


　そう命じた。


　前へ、進め。


　その、指の先へ、ライナは目を向けた。


　するとそこには、いつの間にか、一枚の扉があって。


　いや、それは最初からあったのだ。だが、あまりに大きすぎて、わからなかった。


　内ない臓ぞうのような、朱しゆの壁かべ……


　天まで届とどきそうなほどの、その壁が、扉だった。


　どくんどくんと脈みやく打うつそれを見て、ライナは言った。


「あ、あれに、触さわればいいのか？」


　すると指はまた、いけっと合図してくる。


「わ、わかった……じゃあ俺は……俺は、いくぞ」


　それに。


　指が、ぴくんっと震えるのがわかった。


　それからまた、いけと……


　今度は力ない動きで、命じる。


　それだけで、なぜか、ライナは彼女の気持ちがわかってしまった。


　彼女がなにを考えてるのか、わかってしまった。


　いけ……いかないで……独ひとりにしないで……


　ライナは思わず、その手をつかんだ。


　すると女の手は、まるで、助けを求めるかのようにライナの手を握って。


　その手は、震えていた。


　恐きよう怖ふに、孤こ独どくに……


　助けたい。


　この女を、助けたい。


　そう思った。


　助けたい……この人と一いつ緒しよに帰って……悲しい顔なんかしないで、一緒に笑って……


　そしたらきっと、きっとなにもかもうまくいく。


　そんな気がした。


　なのに。


　その手はまた、ライナを突き放す。


　そして、いけという。


　喰われ続ける手。


　震える手で。


　恐怖に震えるその手で、彼女は、いけという。


　それに、


「…………」


　それにライナは、


「…………う」


　走り出した。


　これで、お別れ。


　喰われていく女を見捨て……ライナは前へ進む。


「…………くそ……くそが」


　吐はき気けがした。


　もう、うんざりだった。


　なにもかもが、嫌いやになった。


　なんなんだ。


　なんなんだ、ここはっ！


　ここは、どこなんだよ!?


　なんで、こんな思いをしなきゃならない。


　いったい、


「……いったい俺に、なにをしろって言うんだっ!?」


　ライナは、走る。


　頭に巡めぐるのは、こんな言葉。


『扉』『生いけ贄にえ』『記き憶おく』『封ふう』『αアルフア』『鍵かぎ』『契約』『すべての式を解く者』『すべての式を編あむ者』


「…………」


　なに一つ、意味がわからない。


　まるで意味がわからない。


　わからないが、とにかく、走った。


　ここから出られるなら。


　いまのこの、クソみたいな状じよう況きようが変わるなら、なんでもよかった。


　ライナは、走る。


　扉へ向けて。


　扉は、もう、すぐ。


　そこで、





《させない。貴き様さまは、ここで我わが生け贄となるのだ》





　化物が、叫んだ。


　女を喰い終わったのか、化物が動き始める。


　だが、ライナは振り返らない。


　ただひたすら、扉へ向かって、走り続ける。


　扉まで、あとちょっと。


　手を、伸ばす。


　扉。


　扉に……


　指先が………………触れた。








　その、瞬しゆん間かん。




















　見えた。


　それは奇き妙みような映えい像ぞうだった。


　すべてが白黒で……


　まるで、お伽とぎ噺ばなしや絵本かなにかに描えがかれている、絵のような景け色しき。


　その景色の中央に、剣けんを抱かかえた一人の男の姿すがたがあった。


　真っ黒な鎧よろい。


　風に揺ゆれる煙けむりのような、次々と形を変える、奇妙な鎧を身に纏まとった男の姿。


　彼は、泣いている。


　なにがそんなにも悲しいのか、瞳ひとみから止めどなく涙なみだが溢あふれている。


　しかし、彼の瞳の奥おくにあるのは、悲しみじゃない。


　強い、意い志し。


　強い、決意。


　そして彼は剣を掲かかげ、その剣を──


　突つき刺さした。


「…………」


　最初は女。


　信じられないほど美しい、女。


　まばゆいほどの神こう々ごうしさ。


　女め神がみ。


　そう、きっと彼女は女神だ。


　その、女神を、殺す。


　彼は泣きながら、女神を殺していく。


　一人。


　二人。


　三人。


　四人。


　殺すうちに、やがて涙は涸かれる。


　男は笑えみすら浮うかべる。


　五人。


　六人。


　七人。


　八人。


　血で、血で、景色が汚よごれていく。


　血で、血で、世界が汚れていく。


　女神はそれで、すべてだ。


　この世の、すべて。


　それで、すべては終わる。


　これで、世界は終わる。


　それがわかった。


　ああ、もうだめなんだと。


　もう、なにもかもが手て遅おくれなんだと、わかった。


　これで、世界は終わってしまう。


　だが、それでも男は止まらない。


　さらに殺す。


　ありとあらゆる生き物を、ありとあらゆる世界を殺し、血で汚し続ける。


　白黒の景色が、黒く、黒く、染そまっていく。


　それは血の色。


　この黒は、すべて血の色。


　そこで、気づいた。


　男の着ている鎧は──黒じゃない。


　これは。


　これは……血で出来た鎧だ……


　うごめく血の鎧。


　泣き続ける男。


　彼は剣を振ふり上げ──振り下ろす。





　誰だれも、彼を止めることはできない。





　ただ剣を振り上げ、振り下ろす。


　ただ剣を振り上げ、振り下ろす。





　それだけで。


　彼は大切なものをすべて、台だい無なしにできる。


　彼には、それだけの力があった。


　選ばれし者だから。


　彼は選ばれし者だから。


　世界に、すべてに、神々に選ばれた、伝でん説せつの──





「は……はは……ははは……はははは……っ!?」





　男は泣きながら、剣を振るい続ける。





　悲鳴が消える。


　絶望が消える。


　剣を振り上げ、振り下ろす。


　剣を振り上げ、振り下ろす。


　愛も消える。


　喜びも消える。





　彼は、その力に、酔よっていた。





　そして最後。


　すべての最後。





　彼はその、剣をこちらへと向け……





「…………」





　なにか言った。


　泣きながら、それでもなにかを伝つたえようと彼は、叫んだ。


「……………………っっ」


　だが、聞こえない。


　なにも、聞こえない。


　なんだ？


　おまえはなにを言いたい？


　問いかけてもやはり……


「……………………っっ」


　声は伝わらない。


　男は必死に、訴うつたえてきているのに、声はまるで、聞こえてこない。


　なんだよ？


　おまえはいったい、なにを伝えたいんだ？


　すると、


「…………けて………………た………………け…………てくれ……」


　必死に。


　泣きながら。


　男は訴えかけてくる。


　だがやはり、声は伝わらない。


　どれだけ耳をすませてみても、まるで聞こえない。


　彼の声を──


　彼の助けを俺は──うまく聞き取ることができなかった。


　彼は泣いている。


　泣き続けている。


　そして、


「…………止め……俺……は……おまえを……」


　震えながら、高く、剣を振り上げて……


　彼は、言った。








「……俺はおまえを……喰くいたい」








　そして剣は、振り下ろされる。


　こちらへ。


　俺の、首へ。





　刹せつ那な。





「…………」


　見てしまった。


　ライナは、見てしまったのだ。


　それは振り下ろされる剣の刃はに映る、自分の姿。


　死にたくないと叫ぶ、自分の姿。


　愛していたはずの者に裏うら切ぎられる、自分の姿。


　信じていたはずの者に殺される、自分の姿。


　そして。





　それでも愛が欲ほしいと泣く……すでに人ではない、異い形ぎようの──





　悪あく魔まの姿を。













　第六章　一番最後の、平へい穏おんについて










　痛いたみ。


　かすかな、痛み。


　その痛みに、


「…………」


　目を開けた。


　すると最初に視し界かいに入ってきたのは、強い光だった。思わず顔をしかめたくなるほどの、強い光。


「…………」


　陽ひ射ざし。


　そう、陽射しだ。


　ライナ・リュートは、その強く照てりつける陽の光が射してくる方向を見上げ、目を細めた。


「…………朝……か？」


　そのまま、ゆっくりと上半身を起こす。


　そして周囲を見回す。


　するとそこは、見なれている景け色しきで。彼が滞たい在ざいしている、安宿の一室だった。


　木製の、ベッドとテーブル、それに小さいタンスがあるだけの部へ屋や。


　薄うすいカーテンは、昨き日のう窓まどを閉しめるのを忘わすれて寝ねてしまったのか、おだやかな風にひらひらと揺ゆれて、全部開いてしまっている。


　そのせいで、陽射しがライナの顔に直ちよく撃げきしていたのだが。


「…………」


　ライナはその、窓の外を、しばらく眺ながめる。


　といっても、ここは二階なので、そんなに眺めがいいわけではないが……


　それから、彼は頭を押おさえた。軽く頭ず痛つうがする。まだ、いまいち意い識しきがはっきりしない。


　深い夢ゆめの中、強い陽射しにさらされて、途と中ちゆうで起こされてしまったせいか。


　それとも。


「…………あの、ひどく嫌いやな夢のせいか？」


　そう言ってから、ライナは、小さくため息いきをつく。


　夢。


　嫌な、夢。


　寝ね覚ざめは、最悪だった。


　相変わらず意識がはっきりしてこない。


　それどころか、昨日、自分がいったい、どうやって眠ねむりについたのかさえ、思い出せなかった。


　確たしか。


　確かシオンと一いつ緒しよに徹てつ夜やで仕事して、ふらふらになって帰ってくる途中に……


　妙みような奴やつらに襲おそわれたような……


　いや、あれも夢だったのか？


　本当に、ひどく疲つかれていたから、いつ寝て、起きたのかも、まるでわからなくなってしまって。


　記き憶おくがおかしくなってしまって。


「…………夢……夢、ね」


　そう、呟つぶやいた、瞬しゆん間かん。


「……っ痛」


　ライナは、胸むねにかすかな痛みを感じて、顔を歪ゆがめた。


　そして、痛みを感じた胸を、押さえる。


　左の胸。


　それは心しん臓ぞうのあたり。


　かゆいような、締しめ付けられるような、そんな痛み。


　それに自分の胸を、見る。


　するとそこには──


「…………くそ……あれ、夢じゃねぇのかよ」


　ライナは、うめくように言った。


　胸の部分。


　そこは、魔ま法ほう騎き士しのみが着ることを許ゆるされている、白はく鎧がいと、ローブが合わさったような戦せん闘とう服ふくで包つつまれている。


　その、白鎧に覆おおわれた左胸のあたり──つまり、心臓のあたりの鎧よろいに、奇き妙みようなコトが起こっていた。


　胸の、鎧の部分が、なにか強力な熱で溶とかされたかのような痕あととともに、ぼっこり穴あなが空あいていて。


「……おいおい、冗じよう談だんだろ……」


　思わず、ライナは驚おどろきの声を上げた。


　それは、かなり異い常じような光景だった。


　確かこの白鎧は、チャオイーオ鋼こうという金きん属ぞくで造つくられているはずなのだ。


　ちなみにチャオイーオ鋼というのは、魔法騎士のためだけに、高度な魔術によって鍛たん造ぞうされた、強きよう靭じんな金属なのだが……


　この金属の特とく徴ちようを簡かん単たんに言えば、こう。


　軽い。


　強い。


　穴が空かない。


　ねじれない。


　熱に強い。


「…………」


　特に、その熱に強いという特徴がとりわけ秀ひいでていて、現在ローランドで使用されている、最も高い温度を生み出す攻こう撃げき魔法でも、この鎧は、びくともしないはずだった。


　フェリスぐらいの剣けん士しならこの鎧を斬きったり、貫つらぬいたりはできるかもしれないが、溶かすことは、絶対に無む理り。


　一度形が完成してしまうと、もう溶かすことなんて絶対に不可能なはずの、金属。


　それがこの鎧だった。


　その、熱じゃ絶対にびくともしないはずの白鎧が……


「……溶けてやがる……」


　ライナは、胸の部分……一度溶けて、形を変えてしまっている鎧の穴の縁ふちを、指でなぞってみながら、言った。


　そして、


「…………」


　そのまま、無む言ごんになる。


　ありえない現げん象しようを目の前にしてやっと、寝起きでぼけていた頭が回り始める。


「……まいったね、こりゃ」


　本当にこれは、ちょっと異常事態だった。


　仮かりにどこぞの国の魔法には、この鎧を溶かすだけの火力を持ったものがあったとしたって、それだけの高温の魔法を食くらったら、少なくとも鎧に穴が空く前に、


「……俺おれが、消し炭ずみになってるよな……」


　だが現げん実じつは、そうはなってない。


　いや、実は俺がすでに消し炭で、幽ゆう霊れい状じよう態たいなのに自分で気づいてないっていうなら話は別だけど……


「……たぶん俺、死んでないよな？」


　言ってから、ライナは自分の手を見つめ、閉とじたり開いたりしてみる。


　すると手は、自分が思った通りに動くし、幽霊っぽい感じも、なかった。


「……ふむ。まあ、少なくとも、幽霊ってこたぁ、なさそうだよな？」


　ま、幽霊なんてもんがほんとに存そん在ざいするとも思えないけど。


　でもじゃあ、どういうことだ？


「……いったい、俺の身になにが起こっちゃったのかね？」


　言って、もう一度始めから思い出してみる。


　シオンのところからの帰り道。


　ライナを襲おそったあの、二人組の何者か。


　記き憶おくでは、あいつらがこの鎧に穴を空けたはずだった。


　それも、たった一本のナイフで、サクっと簡単に。


　あのときは、自分の胸から血が噴ふき出しちゃって、鎧が溶かされたとかまったく気づかなかったけど……


　奴らがやったことは、とんでもないことだった。


　絶対に溶けないはずの鎧をサクッと溶かして穴を空け、しかしそれほどの高温を生み出しながらも、ライナは消し炭になってなくて……


　さらに、そのナイフはライナの胸に突き刺さり、血が噴き出して、彼は死んだはずだったのだ。


「…………」


　あきらかにあの出血量は、致ち命めい傷しようだった。


　あれほどの血を流して、生きてられるはずがない。


　そう、死んだはずだ。


　俺は、死んだはず。


「…………なのに、なんで俺ってば生きてんの？」


　わけわからんという顔で、ライナは言った。


　それから、自分の胸の鎧に空いた穴の部分に指を突っ込んで、中を探さぐってみる。


　穴は、鎧の下の服も貫かん通つうし、ライナの体へと達している。


　いや、あれだけ出血してたんだから、あたりまえと言えばあたりまえだが。


　しかし胸には、傷きずはなかった。


　あれだけ出血したはずなのに、そこには、傷がなくて。


「…………」


　だが、その代わりに、ナイフを刺さされたはずの胸の部分の手て触ざわりが……


「……なんだ、これ？」


　ライナは首をかしげた。


　胸の、皮ひ膚ふの一部分が、まるで金きん属ぞくかなにかを触さわっているかのような、奇き妙みような感かん触しよくになっていて。


　ひどく、冷たい。


　ほんのわずかな箇か所しよだけなのだが、あきらかにそれは、肌はだじゃない、なにかに変質していて。


「……おいおい、今度は、なんだよ？」


　ライナは、慌あわてて戦せん闘とう服ふくを脱ぬぎ捨すてる。


　さらにシャツを脱いで、自分の胸を見た。


　するとそこには、奇妙な紋もん章しよう……いや、文字のようなものが埋うめ込こまれていて。


　ちょうど心しん臓ぞうの部分。


　指二本分くらいの大きさの、小さな、黒い文字。


　それに、ライナは苦しげな笑えみを浮うかべ、


「……マジかよ……」


　そう言った。


　その、文字に、ライナは見み覚おぼえがあったから。


　それは夢ゆめの中。


　さっきまで見ていたあの悪あく夢むの中で見たものと、同じものだった。
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　ライナの体を取り囲んでいたあの、黒い文字。


　化ばけ物ものの腕うでを締しめ上げた、あの黒い文字。


「……じゃあ」


　ライナは、震ふるえる声こわ音ねで呟つぶやいた。


　じゃあ、まさか。


　まさか、


「……あのわけわかんねぇ夢のほうも……現げん実じつだったってのか？」


　ありえない。


　そんなことがあるはず、なかった。


　だって、あんなのが……


　あんなことが現実に起こるはず……


「…………あるのか？」


　言ってから、彼は大きく『眼め』を、見開いてみる。


　眼。


　ライナの、瞳ひとみ。


　呪のろわれた、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』。


　彼が眼を見開いた途と端たん、彼の眼の中央には、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮き上がり、輝かがやき始める。


　この、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物がいた場所。


　あそこが、


「…………夢じゃ、ないのか……？」


　ライナは、疲つかれた声音で言った。


　あれは、夢じゃない。


　あの世界も。


　あの化物も。


　助けられずに置き去りにしてきた、あの、女も……


　夢じゃ、ないのか……？


「……う」


　それに。


　ライナは胸を、押おさえた。


　胸が、ひどく痛むから。しかしそれは、傷のせいじゃない。奇妙な文字のせいでもない。


　ただ、胸の奥が、ひどく痛む。


　置き去りにしてきた女のこと。目の前で、化物に喰くわれていく女の姿を思い出し、胸が、頭が、ひどく痛んで。


「………………まいった……」


　ライナは、ゆっくりと息を吐はいた。


　もう、なにがなんだか、わからなかった。


　自分の身に、なにが起こっているのか？


　だいたい、あの女は誰だれなんだ？


　知っているはずなのに。絶対に知っているはずなのに……思い出そうとすると、頭の中が痛んで。


「…………ああ、くそ!!　なんなんだよ、もう」


　ライナは、頭を押さえる。


　思い出そうとすると、頭が痛くなる。


　思い出したいのに。誰なのか、知りたいのに。


　思い出そうとすると、頭が痛くなる。


　それは、あの声もそうで。


　ライナの胸を刺した奴の、声。胸を締しめ付けるような、なぜか懐なつかしい声。あいつの声も、聞いたことがあるはずなのだ。知っているはずなのだ。


　なのに、思い出せない。思い出そうとすると、頭が痛む。


　まるで、なにかに邪じや魔まされているような。


　なにか、思い出せないようにするための、呪のろいかなにかをかけられてるような……


　とそこで、


「……ん？」


　ライナは、なにか思いついたように、片かた眉まゆを上げた。


「…………呪い……そういう、呪いがかけられてるのか？」


　そこで、思い出す。


　夢の中……


　いや、あれは、夢じゃなかったのかもしれないが、とにかくあの、奇妙な夢の世界で、あの女が言っていた言葉を、思い出す。


　ライナが女に、『あんたは誰だ？』と尋たずねたときの、彼女の言葉。


『それは答えられないの』


　なぜ？　と、ライナは聞いた。すると彼女は、


『……そういう、契けい約やくだから』


　そう答えた。


　契約。


　契約……


「……それが、俺の記き憶おくを封ふうじてる、呪いか……？」


　ライナはそう、呟いた。


　だが、それはなんのための契約だ？　あの女が誰なのか？　なぜ記憶を封じる必要があるのか？


「…………」


　だが、やはりまるで理由はわからなかった。


　わかっているのは、なにやらわけのわからないことに巻き込まれてるみたいだぞ、ということぐらい。


「……いや、生まれたときから、巻き込まれてたのかな？」


　そんなふうに言ってから、ライナは自じ嘲ちようするように、小さく笑った。


　あの、夢……


　すべてが赤くて、奇妙な世界の夢。


　あれはたぶん、


「……俺の、中だ。俺の眼の中……『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の、中……」


　ずっといきたかった場所。


　ずっと探さがし続けていた場所。


　自分は何者なのか、その、手がかりがある場所。


　だが、なぜそんな場所に、突とつ然ぜんいけた？


「……俺は、どうやってあの場所に紛まぎれこんだんだ？　死にかけたからか？」


　しかしその言葉に、ライナは自分で言って、自分で首を振ふった。


　違ちがう。


　そうじゃない。


　死にかけたことは……いままで何度でもあった。ローランドの暗部、『隠いん成せい師し』時代……任にん務むをミスって瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負おったこともある。何か月も生死の境さかいを彷さ徨まよったことも。


　だが、あんな場所にはいけなかった。


　死にかけたから、あそこにいけたわけじゃない。


　なら、どうして今回は、あんな場所にいけた？


「…………」


　そこで、ライナは自分の胸を、見る。


　胸に埋うめ込こまれた、黒い文字。


　それを見つめ、


「……あの、俺を殺した声の奴が、俺をあそこに連れていってくれたのか？」


　たぶん、そうだ。


　それは、夢の中のあの女の言葉からも、わかる。


　夢の中で、『感かん謝しやしないと』、そう彼女は言っていた。約やく束そくを守ってくれたことを。ライナと、自分を会わせてくれたことを、感謝しないと……


　そう言っていた。


　その、感謝する相手が、おそらくあの、声の主ぬしだろう。


　おまけにその、感謝しなきゃいけない相手の名前も、彼女は言っていた。


　そうだ。ライナは、あの、声の主の名前を、聞いている。


　名前を、知っているはずなのだ。


　確たしか名前は……


「…………くっ」


　そこでまた、頭が痛くなり始める。


　だが、ライナは考えるのをやめない。


　あの声の男の名前は、なんだ？


　彼女はあのとき、なんと言っていた？


　そしてライナは、思い出した。


　あのときの、彼女の言葉。





『あなたと『　　　　』、二人がいれば、私はそれだけで幸せ』





『……ごめんね……こんな、短い時間しか、会ってあげられなくて……でも、それでも、嬉うれしかった……『　　　　』には、感謝しなきゃ……約束を守ってくれたことを……私をまた、ライナに会わせてくれたこと』





　その、記憶に、


「……うあ、徹てつ底てい的てきだな……」


　ライナは、うんざりした声こわ音ねで言った。


　彼の記憶は、消されていた。


　その部分だけが、綺き麗れいに抜ぬけ落ちている。


　まったく、思い出せない。


　だが、わかったこともある。


　あの夢の中の女の言葉からすると、やはりあの男は、敵てきじゃないのだ。


　懐かしい声の、あの男。


　いったい何者なのか、まるでわからないが……


　いや、わからないように呪いがかけられているのか？　記憶を消されているだけじゃなく、あの男と女のことを考えると、まるで思考に霧きりがかかってしまったかのように、明めい瞭りように物が考えられなくなってしまって……


「……こりゃ、重じゆう症しようだな」


　ライナは、自分の頭をこんこんっとたたいてみる。だからといって、中から返事が返ってくるわけではないが。


　それからベッドにごろんっと横になった。


　これ以上はもう、考えたところで、なにもわからなそうだったから。


「…………」


　天てん井じようを見上げた。


　そのまま眠ねむそうに、眼を半分、閉じる。


　すると瞳ひとみから、輝かがやいていた朱の五方星が光を失い、薄うすくなる。


　彼はそのまま、眼の焦しよう点てんをぼかしていく。見なれた天井の景け色しきがぼやけていって。


　その、ぼやけた世界を見つめながら、ライナは思考を展てん開かいさせていく。


「……俺のことを、知ってる奴がいる」


　味方？


　それは、いまいちまだわからないが……完かん璧ぺきに敵っていうわけじゃない。


　それは、わかった。


　そしてその、敵か味方か、いまいち微び妙みような奴らが、ライナに、なにかを伝えたいらしい。


　あの、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の中で。


　女が言った言葉を、また思い出す。





『……私は……大だい丈じよう夫ぶだから。それよりも、急いで。『すべての式を編あむ者』が現あらわれる前に……奥おくへ……扉とびらのほうへ……そして扉に触ふれるの』





　すべての式を、編む者……


「……『すべての式を編む者』？　『解とく者』じゃなく？　ってことは、俺のことじゃないよな？　誰のことだ？」


　いやそもそも、俺の中にいたあの、五方星の瞳を持った羽の生はえた化ばけ物ものは、なんなんだ？


　あれは、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の本体か？


　なんてことを考えてから、首を振る。


　どうせ、考えたところで答えの出ないことは、考える必要がない。


　いま考えるべきなのは、あの女の言葉……





『……奥へ……扉のほうへ……そして扉に触れるの』





　扉に、触れるの……


　女は、そう言った。そしてライナは扉に触れた。


　そのときに目の前に現あらわれた、あの光景は……


「……なんだったんだ、ありゃ？」


　泣き続ける剣けんを持った男。


　悲ひ鳴めいをあげる女め神がみ。


　そして最後にその剣は、こちらへと向けられて。


　その剣に映うつった姿すがた。


　それに、ライナは恐きよう怖ふした。


　一いつ瞬しゆんしか見えなかったが、あれは、あきらかに人の姿じゃなかった。


　悪あく魔ま。


　そう、悪魔と呼ぶのが、一番相ふさ応わしいだろう。


　夢の中にいた、赤い化物とはまた別の、化物。


　見ただけで全身が凍こおり付くほどの、恐怖。


　本当に一瞬だけしか見えなかったのだが、ライナはその姿に、怯おびえ、震ふるえ、嫌けん悪おした。


　そいつを包つつむ、禍まが々まがしい闇やみに。


　だが、あれになんの意味があるんだ？　あんな光景を見せることに、なんの意味がある？





「……俺に、なにを伝えたい？」


　ライナは考えこむ。


　しかし、やはり答えは出ない。


　当然だろう。あまりにも突とつ飛ぴな話で、あまりにも情じよう報ほうが少なすぎる。それでもなにか、見落としたことはないか？　なにか、わかることはあるんじゃないか？


　と、ライナはじっと、考え続ける。


『消された記憶』『胸に刻きざまれた文字』『五方星の眼を持った赤い化物』『生いけ贄にえ』『鍵かぎ』『扉』『αアルフア』『封ふう』『化物に喰くわれる女』『懐なつかしい声の男』『胸に空あいた穴あな』『剣を掲かかげた、泣き続ける男』『剣に映った醜みにくい悪魔』。


　そして。


『すべての式を解く者』


『すべての式を編む者』


　と、そこまでで。


「……すべて……すべての式……式、ねぇ……」


　そんなことを呟つぶやきながら彼は、しばらく天井を見上げていた。


「……ふむ」


　まるで手がかりのない、小こ難むずかしいことを考えながらぼーっと天井を見上げていると、だんだん眼が乾かわいてきて、しょぼしょぼしてくる。


　それにライナは、眼を閉じた。


　まぶたの裏うらに、現れる闇。


　それを、見つめる。


　闇。


　暗闇。


　それを見つめていると、だんだん、だんだん、


「……うお、眠ねむくなってきた……」


　もう、いつもどおりの展てん開かいだった。


　いやいや、考えるのがめんどくさくなったとか、そういうことじゃなくてね？　なんていうか、ほら、どれだけ考えてもわけわかんないことを、グチグチ考えたってしょうがないっていうか……ベッドで眼を閉じたら、一秒で寝ねれるっていうのが俺の魅み力りよくっていうか、つまり、そんなわけで……


「おやすみ～」


　言って、彼が夢の中へと入ろうとした、そのときだった。


「ライナっ！」


　突とつ然ぜん、聞き覚えのある、澄すんだ女の声が響ひびき、部へ屋やの扉がどかんっとうるさく開く。


　そしてさらに、


「おいライナ、起きろ！　一大事なのだ！」


　その、言葉に、


「……いま、いないよ～」


　ライナは布ふ団とんをかぶった。


　しかし女は部屋にずかずかと入ってきて、布団をぐいっと無む理り矢や理りはがすと、


「なにを言ってる！　いるではないか！」


　怒ど鳴なりつけてくる。


　それにライナは、


「……あう～、いまから寝ようとしてたところなのに……」


　死にそうな声こわ音ねで言ってから、薄うす目めを開け、布団をはぎ取った女を見た。


　するとそこにいた女はやはり、よく見知った女だった。


　金色の、艶つややかな長い髪かみ。切れ長の青い瞳に、透すき通るような白い肌はだ。


　異い常じようともいえるほど美び貌ぼうを持っているのに、いまいち感情に乏とぼしい表情。


　相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだ。


　毎日毎日、ワガママ放題、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、悪あく逆ぎやく無む道どうにライナを剣で殴なぐりつけてくるこの女が、やはり今きよ日うも彼の事じ情じようなどおかまいなしに布団をめくり上げてくる姿を見て……


「……うわ、なんか……」


　ライナはなぜか、妙みような気分になった。


　妙な、気分。まるで急に夢から覚めたような、そんな気分。


「……なんか、おまえの姿見たら、すげぇ現実に戻もどってきた～って感じがするぞ」


　悪夢から覚めたような、そんな気分。


　やっと嫌な夢から目覚めた、そんな気分。


　しかし悪夢から覚めたら……


　とそこで、フェリスが布団を投げ捨て、さらにライナの枕まくらまで投げ飛ばして、


「この一大事に、まだおまえは寝ぼけ……寝ぼけ………………き、貴様、なぜ上半身裸はだか…………こ、この変へん態たい色しき情じよう狂きようがぁあああああああ！」


「って、剣の刃は！　刃がこっち向い……ぎゃぁああああああああああああああ!?」


　という、いつもの展てん開かい。


　もう、ほんと、悪夢なんか見てる場合じゃなかった。


　悪夢から覚めたら……


　さらに厳しい現あく実まが待っていた……


　そんな感じ？


「…………うう」


　ライナはベッドから殴なぐり落とされ、床ゆかに倒たおれたまま、顔を上げた。


「……うう……もう、朝からなんなんだよ～」


　そして、悪魔のほうを、見る。


　すると彼女は、顔を真まっ赤かにしながら、こちらから顔を背そむけていて。


「……は、早くしろ」


「え？　なにを？」


「ふ、服に決まっているだろうが！」


「んぁ？」


　そこで、ライナはやっと気づく。自分が、さっき上半身の服を脱ぬいだままなにも着ていなかったことに。


「え、ああ……そうだよな。ごめんごめん」


　言いながら、彼は、自分の裸はだかの胸を見た。


　黒い、奇妙な文字が埋め込まれてしまっている部分……


　それを、手で隠かくす。


「…………」


　そして、小さく安あん堵どする。いまの様よう子すでは、フェリスはこれに、気づかなかったらしい。


　見られなくて、よかった。


　まだ、フェリスを巻き込む必要は、ないから。これは自分の問題だ。


　自分の問題……


　とそこで、一いつ瞬しゆんまた、あの、夢で見た映像が、頭に浮かぶ。


　わけのわからない、いくつもの光景が頭をぐるぐると……


　とそこで、


「も、もういいか？」


　フェリスが、聞いてくる。


　それにライナは我われに返って、


「あ、いや、まだ」


「遅おそい！」


「ごめんごめん。ちょっと待ってな」


　言ってから周囲を見回し、さっき脱ぎ捨てた穴が空いてしまった白はく鎧がいの戦せん闘とう服ふくを足で蹴けり飛ばし、新しい上着を出して、それを着込む。


　さらに投げ捨てられた枕を拾い上げ、ベッドに戻す。


　床に落ちた布団も綺き麗れいに直し、ライナはその中へともぐりこむ。


　そして眼を閉じると……


　例の特技が、発動した。


　彼はたったの一秒で、夢の、世界へ……


　とそこでまた、


「おい、まだなのか、ライナ」


「…………」


「……おい」


「………………」


「おいライナ？」


「……………………」


「どうしたライナ。服を着るのに、なにをそんなに手間取っている？」


「…………………………」


「むむ？　なぜ、返事をしない？　もう、終わったのか？　そちらを向いても大丈夫なのか？　おい、返事をしろ」


「………………………………」


「……ふ、ふざけてるのか？　そちらを向くぞ？　いいのか？」


「……………………………………」


「い、いいのだな？　い、いくぞ？」


「…………………………………………」


　そして次の、瞬間だった。


「さらばだライナ」


「ぐぎゃ!?」


　高速で放たれた剣に殴り飛ばされ、窓の外へと放り出されたところで、ライナは眼を覚ました。


「って……え？　噓うそ？」


　ちなみにライナの部屋は、宿の二階。


　ライナは下を見る。するともう、地面は目の前で、


「噓だろ？　ちょ、受け身が……間に合わ……ぐぎゃ!?」


　そしてライナは死んだ。


　彼の生命の灯ともし火びは……





　消えた……





　しかし金髪の悪魔は、さらに上から降ふってきて、ライナの死体を、踏ふむ！


「ぐぎゃぁあああ!?」


「どうだ、目が覚めたか？」


「いや、死んだよ……」


「うむ。覚めたようだな」


「だから死んだって……」


「で、一大事の話に戻るのだが……」


「あれ!?　二階から転てん落らく死しした俺の話は、一大事じゃないの!?」


「話というのは他ほかでもない……」


「……こいつ、聞いちゃいねぇ……まあ、いいけどさぁ……っていうか、話の前に背中の足をどけてくれると嬉うれしいんだけど」


　するとフェリスは、


「ふむ」


　とうなずき、ライナの背中から足をどけながら、


「さっさと起きろ、のろま。もう昼だぞ」


　それにライナは立ち上がりながら、


「んぁ？　もう、昼なの？」


　顔を、空に向ける。


　すると確たしかに太陽はもうすぐ頂ちよう点てんへとさしかかろうとしており、その強い陽ひ射ざしにまた、ライナは顔をしかめる。


　昼。


　確かに、昼だった。


　そこでふと、一つの疑ぎ問もんが頭に浮かぶ。


　自分はいったい、どれくらいの時間、あの夢のような場所に迷まよい込んでいたんだろう？


　記憶では確か、あの化物と、妙に懐かしい声をした男に襲われたのは、早朝だった。


　しかし、いまは昼だという。


　となると……


　胸を刺され、あの妙な場所に迷いこんでいた時間は、いったい、どれくらいだったんだ？


　朝から、昼までの間？


　それとも、自分は何日も意い識しき不ふ明めいになっていて、いま、やっと目覚めたとか？


　ライナは、フェリスに聞いた。


「なぁフェリス」


「なんだ？」


「あのさ、俺、昨き日のう、おまえと一いつ緒しよにだんご食ったよな？」


「うむ。それがどうした？」


「いや、なんでもないんだけど……となると」


　やっぱり、今け朝さ殺されて、昼に目覚めたってことか……


　おまけにあの二人組の男たちは、ライナの体をわざわざ、彼の宿まで運んでくれたということになる。


「……やっぱ、敵てきじゃねぇのかな？」


　その言葉に、


「なんの話だ？」


　フェリスがこちらを見つめてくる。


　が、ライナは肩かたをすくめ、


「いやいや、なんでもない」


「む？　私に隠かくしごとか？」


「いや、あの、あれだよ。さっき見た、どうでもいい夢の話だからさ」


　噓は、言ってない。


　しかしそれでフェリスは納なつ得とくしてくれたのか、うなずいて、


「なるほど。またいつもの、とても人には言えないような、いやらしい夢を見たということだな？」


「……いや、いつものってなんだよ……」


　ライナはげんなり言った。それから、


「で、まあンなくだらない話はおいといて……一大事ってのは……なに？」


　そう言ってから、半はん眼がんでフェリスを見つめる。


　すると彼女はいつもの無む表ひよう情じよう。


　しかしその無表情の、奥。その、さらに奥のほうが、なぜかちょっと、嬉うれしそうで。それはもう、ずっと一緒にいるライナぐらいしかわからないような、ほんのちょっとだけの変化だったのだが……


　とにかく、彼女はちょっと嬉しそうだった。


　それを見て、ライナは彼女がなにを言いたいのか、だいたい理解してしまう。


　きっと、だんごだ。


　また、だんご絡がらみの一大事が起きたのだろう。


　たとえば美う味まいだんご屋を新しく見つけただとか、美味いだんごのタダ券を手に入れただとか。


　彼女が嬉しそうな顔をするときは、大たい抵ていだんごが絡んでいるのだ。


　だからライナは言った。


「……んで？　その顔からすると、ま～ただんごの話か？」


　すると、


「んな!?　な、なぜわかった!?」


「図星かよ」


　ライナは、あきれた声こわ音ねで言った。


「じゃあ、あれか？　また美味いだんご屋見つけた～とか、そんな理由で、俺を殴り起こしちゃったわけ？」


　しかし、それには彼女は首を振って、


「いや、以前から私が作成していた、『ローランド帝てい国こくだんご屋マップ・春の巻』は、すでに完成して、来週にも書店に並ならぶ予定だ。よって、私にこの街まちで知らないだんご屋など、存そん在ざいしない」


「……あ、そうなんだ……ってか『ローランド帝国だんご屋マップ・春の巻』って……他の季節のもあんの？」


　すると彼女はあっさりうなずいて、


「うむ。年四回発行だ」


　なんて言葉に、今度こそあきれきった表情で、ライナは言う。


「……おまえって、ほんとだんごのこととなるとマメだよなぁ……」


　するとフェリスは、


「うむ。美味い豆だんごの店も知っているしな」


　なんてことを、言いだして。そしてなぜか、どうだと言わんばかりの顔で、こちらを見てきた。それに、


「………………な、なんだよ？」


　ライナが言うと、フェリスはやはりなぜか、嬉しそうに言ってくる。


「うむ。ちなみに、おまえは気づかなかったかもしれないが、いまのは、豆だんごの『豆』と、『マメ』がかかっているのだ」


「………………あ、それ、自分で言っちゃうんだ……」


「ふふ、すごいだろう！」


「………………そ、そうだね……すごいすごい」


「ふふふ」


　と、本当にちょっと嬉しそうなフェリスを見つめ、ライナははぁっとため息をつく。


「で、まさかそれが一大事ってことは……」


「もちろん違う」


「じゃ、もうそろそろ、本題に入ってくれると嬉しいんだけどなぁ……俺ってばなんか眠ねむりが浅かったせいか、ちょっと眠いし、あと、豆だんごとか聞いたら、お腹なかも減へってきちゃったしさぁ」


　という言葉に、フェリスが大きく目を見開いた。


「おお！　では、美味い豆だんごを食べにいくか？」


「お？　いいね～。で、その店、近いの？」


「うむ。すぐそこだ」


「んじゃ、道すがら、その一大事とやらの話を聞くっていうので、いい？」


「いいだろう。では、いくぞ。ついてこい」


　と、だんご屋にいくとなって、フェリスはノリノリで歩き出す。


　まるで、一大事のことなんか忘れてしまったかのように。


　ライナはその後ろ姿についていきながら、思った。


「……こいつ、だんご屋ついたころには話自体、忘わすれてんじゃないか？」


「ん？　なにか言ったか？」


「……いやいや、なんにも」


「さあ、いくぞ。ぐずぐずするな！」


「ほ～い」


　そしてライナは、だらだらとした足取りで、フェリスについて、歩き出す。


「…………」


　本当に今日は、陽気のいい日だった。


　街はもう、すっかり昼時で。


　いくつかの店は、昼食を食べにきている客でごった返している。天気がいいせいか、いつもより人出が多いような気がした。


　あちこちに露ろ店てんも出ており、肉や魚を焼いてるいい匂におい。


　そんな中にいると、ますます空くう腹ふくが加速しだして……


「あ、だめだ……気をまぎらわさないと、腹はらがだんご屋まで持ちそうにない……」


　ライナは、腹を押さえた。そのまま目の前を歩くフェリスに、言う。


「おい、フェリス」


「ん？」


「あのさ……そろそろおまえの話してくんないかな？　なんかぼーっと歩いてると、食い物屋ばっかり見ちゃって辛つらいんだけど」


　その、言葉に。


　フェリスは一いつ瞬しゆん、わからないという表情になってから、


「私の、話？　なんのことだ？」


「ってやっぱ忘れやがったこいつ……」


「むぅ？」


「いやほら、一大事がどうのこうのって、おまえさっき言ってたろうが」


　するとそれに彼女は、さらにしばらく思考を巡めぐらせるような表情になってから、ぽんっと一つ手を打って、


「ああ、そうだった！」


「思い出した？」


「うむ。思い出した」


「じゃ、それ話して」


　それにフェリスはうなずいて、


「それがライナ、大変なのだ！」


　いや、大変なら忘れねぇだろ──という突つっ込こみはさておき。


　彼女は続ける。


「実は今け朝さ、私は日課のだんご屋巡めぐりをしていたのだが……」


「……っておまえ、朝もだんご食ったの？」


「当然だ」


「いや、当然じゃねぇだろ……まあ、俺も人のことは言えないけどさ、もうちょい栄えい養ようのバランスとか考えたほうが……」


　しかしそこで、ライナの言葉は遮さえぎられた。彼女はいつものごとく、彼の言葉など完全無む視しで、続ける。


「その、だんご屋巡りの最中に、事じ件けんは起こったのだ」


「……事件？」


「うむ。事件だ。だんご屋巡りの最終目的地、ウィニットだんご店で……」


「うん」


「どうも私は……」


「ふむ」


「……突とつ如じよ、気き絶ぜつしたらしい」


「ええっ!?」


　が、その叫さけびも無視して、フェリスはさらに、


「まあ、そんなことはどうでもいい話なのだが……問題は、そのあとなのだ。私が気絶から目を覚ましたときに、事件は起きた」


　とか言い出すが、それにライナは、


「いやいやいやいや、ちょっと待てって。突然気絶しといて、そんなことはどうでもいいってことはないだろう？　え、なんで気絶したの？　体調でも悪いのか？」


　するとフェリスは首を振り、


「いや、私はいたって元気だが？」


「元気な奴やつが、突然気絶するかよ」


「……ふむ。まあ、たまたま気絶する、ということも……」


「あるか！　っていうか、なんなの？　やっぱ、不健康な食生活してるせいじゃないのか？　毎日だんごばっかり食って……」


　が、それにフェリスはうなずいて、


「ふむ。まあ確たしかに、最近餡あんだんごにはまっていたからな……もう少し、茶だんごも……」


「そういう問題じゃねぇええええええええええええええええええええええええ！」


　ライナは、怒ど鳴なった。


　そのままフェリスをにらみつける。


「っておまえ、もう勘かん弁べんしてくれよ……ああ、もう今日だんご禁止な。野や菜さい食いにいこう、野菜！」


　瞬間、


「う……？」


　フェリスが、ちょっと悲しそうな顔になるが、


「そんな顔しても、だめだからな！　おまえなぁ……突然気絶って……だあもう、おまえ……」


　勘かん弁べんしてくれよ……


　ライナは心の中で、うめいた。


　それから顔をしかめ、自分の寝ね癖ぐせのついた髪かみの毛を、ぎゅっとつかむ。


　突然、気絶って……


　いったい、なんだ？　なんの病気だ？


　そういう症しよう状じようの出る病気には、いくつか心当たりがあったが……


　一つは偏へん食しよくによる貧ひん血けつ。もし原げん因いんがこれなら、まだ、改かい善ぜんの余よ地ちはあるだろう。


　だが、他ほかの病気だったら……


　とそこで、フェリスが少し不安げな表情でこちらを見つめてきて、


「……お、怒おこったのか？」


「怒るに、決まってるだろうが！」


「……なぜだ？」


　その言葉に、ライナはフェリスをにらみつけ、言った。


「心配してるからだよ！　ああもう、相あい棒ぼうが、死にました。死因はだんごの食い過ぎです……じゃ、寝ね覚ざめが悪いだろうが」


「…………むぅ。し、しかし、だんごは体にいい、完全栄養食である、という研究結果が……」


「出てるわけねぇええええええええええ！　ってもう、すぐわかる噓うそつくんじゃない!!　食い過ぎはなんでも悪いんだって」


「……で、では、豆だんごは……？」


「今日はなし！」


「……あう!?」


「あうじゃない！　もう、頼たのむから……ってか、食い物の話してる場合じゃ、ないか。医者だ。まず、医者いこう。国一番の名医をシオンに紹しよう介かいしてもらおう」


　それに、フェリスは眉まゆ根ねを寄よせて、


「医者？」


「そう」


「嫌いやだ」


「ガキかおまえは！」


　ライナが怒ど鳴なると、フェリスは少し困こまったように、


「し、しかしライナ。私はこんなに、元気なのだぞ？」


　言ってから、腕うでをぐるぐる回したり、ぴょんぴょん飛び跳はねて見せたりしてくるが……


「…………」


　ライナは半はん眼がんで、フェリスをにらみつける。


「ほら、私は病気などには……」


「………………」


　ライナは、半眼でフェリスをにらみつける。


「……あの……だから私は……」


「……………………」


　ライナは、半眼でフェリスをにらみつける。


　すると、彼女は弱り切った表情で、


「ううむ……ど、どうしても、医者に……」


　ライナはそれに、大きくうなずく。


「いかなきゃ、だめに決まってるだろう」


「……むむ。本当に、元気なのだぞ？」


「それでも、いくの。万が一ってことがあるだろうが」


　ライナはそう、自分で言って、怖こわくなる。


　万が一……その可か能のう性せいは、低くないんじゃないか？　そう思えて。


　突然の、気絶。


　しかし、本人は元気だという。長大な剣を振り回し、普ふ通つうの人間なら、目でとらえることもできないほどの速さで動くことが出来る彼女が、貧血で倒れた……なんていうのは、いまいち想そう像ぞうできない。


　なら、なんだ？


「…………」


　とそこで、ライナの頭に、いくつかの最悪な想像が浮かぶ。


　突然の気絶。そこから考えられる病名は……


　嫌なものが多かった。


　だが、ライナはそんな想像を頭から振ふり払はらって、言う。


「……王おう城じようへ……シオンのところへいこう、フェリス。な？」


　しかし彼女は、


「……むぅ」


　こちらへこようとしない。


「ほら、ワガママ言わない」


「……むむぅ」


　それでも、いきたくなさそうな彼女に、ライナは苦く笑しようする。


　そのまま手を出して、


「ああもう、ほら、いくぞ。医者いって、なんにもなかったら豆だんごだろうが、餡だんごだろうが、なんでも食べていいからさ」


　それでやっと、彼女の表情が緩ゆるむ。


「……ほ、ほんとうか？」


　どうも、だんごをもう、食べられないんじゃないかと、警けい戒かいしていたらしい。


　ライナはそれに、うなずく。


「ほんとほんと。だから、医者へ」


「……むぅ……仕方がない」


　まだ、ちょっと不満げにフェリスはうなずく。


　そのフェリスの腕を取り、引っ張りながら、


「んじゃ、いくぞ」


　ライナは歩き出した。


　やはり街は、にぎわっている。


　露ろ店てんからは肉や魚を焼く匂におい。とにかく美お味いしそうな匂いが広がってきていて。


　その匂いに、ライナは、


「…………」


　ぐぅっと、自分の腹はらが鳴るのを聞いたが、無む視しした。


　するとその後ろ。


　フェリスのお腹なかからも、くぅっというかわいい音が響ひびいてきて。


　ライナは思わず、


「ぷっ」


「な、き、貴き様さま、いま、笑ったな!?」


「いやいや、笑ってない。笑ってないよ」


「噓だ！　いま、ぷっと……」


「違うって」


「殺……」


「殺さない！」


「むぅ……し、しかし、いまのはおまえのせいだからな！　わ、私の腹はすでに、豆だんごだと決まっていたのだ！」


「はいはい、わかったから。ってか、ほんと腹減へったなぁ～」


　なんてことを言いながら、二人は、昼食計画を断だん念ねんして、王城へと向かったのだった。





　　　　◆





　最近では、頭痛がかなりひどくなってきていた。


　激はげしい頭痛。


　それに目め眩まい。


　定期的に、意い識しきを失う。


　そして失っている間の記き憶おくは、曖あい昧まい……


「…………」


　頭を押おさえ、顔を上げる。


　ぼやけていた景色が、だんだん明めい瞭りようになってくる。


　それはいつもの光景。


　机つくえ。


　書しよ棚だな。


　質しつ素そな、執しつ務む室しつ。


　ひどく、頭が痛む。


　目が覚めるときは、いつもこうだ。


　ひどく、頭が痛む。


　そして、


「………………俺は、いままでなにをしていた？」


　シオンは、誰だれにも聞こえないような、小さな声で言った。


　また、意識を失っていたようだった。


　それは机の上を見れば、わかる。


　そこには自分が、意識を失っていたことの、証しよう拠こがあった。


　書類の山。


　しかしそれは、シオンの記憶にはない、書類の山だった。


　だがその書類はすでに、処しよ理りされている。


　そして。


「…………」


　書類に書かれている文字は、すべて、彼自身の筆ひつ跡せきなのだ。


　つまり、彼はこの書類に目を通し、処理したということになる。


　記憶にはないが、自分は、これをすべて、処理した……？


「…………」


　彼は、書類の山の、一番上にあった一枚を、手にとってみる。


　そしてそれを見つめる。


　それは、とある人事についての書類だった。


　その書類をしばらく見つめていると……その内容を、思い出す。記憶の奥おく底そこから、自分がこれについて判断し、指示し、サインをした記憶が蘇よみがえってくる。


　そう。確たしかに自分は、こう判断した。


　だが、そのとき自分が、どこで、どのような状じよう況きようでこれを決けつ断だんしたのか、それがまるで思い出せない。


「…………またか」


　シオンはうめくように言った。


「また、奴やつが……」


　そのまま彼は、ぐったりと椅い子すの背もたれに、体を預あずけた。


　そして、小さく息をつく。


　最近は、少しずつ症しよう状じようがひどくなってきているのだ。


　一度意識を失い、目を覚ますと……何日も過ぎていた……


　そんなことは、ざらだった。


　だが、その意識を失っている間、シオンはただ、倒れているわけではない。


　いつもどおり仕事をこなし、部下に命令を下し、ライナたちとも、会話している。


　そして生活に必要だと思われる記憶は、きちんと蘇るのだ。


　たとえば、意識を失っている間に目を通した、書類の内容。部下に下した命令の内容。ライナたちと交わした、会話の内容。


　すべて覚えている。


　だが、そのとき自分がどう思ったか。どう振ふる舞まったか。


　その、記憶が曖あい昧まいで。


「……もう、俺は……喰くわれ始めてるのか？」


　だが、その言葉に、


「…………」


　返事はなかった。


　それにシオンは、肩かたをすくめる。


　副作用がくることは、もう、わかっていたことだ。


『剣』の使用者は、徐じよ々じよに精神を蝕むしばまれる。


　力の魅み力りよくに、侵おかされるのだ。


　だが、


「……俺は……負けるつもりはない」


　すると今度は、


「……ふふ。もちろんだよ、シオン。だからこそ、君を選んだんだから」


　なにもない空間から、声が返ってくる。


　ルシル・エリスだ。


　シオンはその、声の方向を見つめてから、


「…………だが、おまえは俺の味方じゃない」


「味方さ」


「……違ちがうな……俺じゃなく、俺の中にいる、奴の味方だろう？」


「同じだよ。どちらも、君だ」


「……どちらも、俺……ね。だが奴は、俺を殺そうとしてる……」


「…………」


　ルシルは、なにも言わない。


　だが、シオンは知っている。奴は俺を、消そうとしてる。


　シオンは聞いた。


「……おまえはいったい、どちらの味方なんだ？」


　それに、ルシルは答える。


「……君は、誤ご解かいしている。私は本当に、君の味方だよ。君も、彼も……悲しいくらいに思い悩なやんでる。私はどちらの決定にでも、従うよ」


　君も、彼も。


　ルシルはそう言った。


　君も、彼も、悲しいくらいに思い悩んでいる。


「…………奴が……思い悩んでるだって？」


　シオンは、吐はき捨すてるように言った。


「はっ。必要なものを、必要だからと切り捨てられる奴が、悩んでるだと？　笑わせるな」


「…………」


　しかし、ルシルは答えない。


　だが、シオンは続けた。


「……俺は……」


「…………」


「……俺は…………ライナを、救すくうぞ」


　すると。


「……ふ、ふふ、あはは」


　ふいにルシルが、笑い出した。


「……いつもながら君は、本当に、素す晴ばらしい。だから君といるのは、好きなんだ。君は彼ヽをけなし、綺き麗れいごとを並ならべながら……それでもきちんと前に進むからね。ライナを、救う。そのために君はすでに、手を汚よごしているのに……君は……」


「黙だまれ」


　シオンは、かすれるような声で、言った。


　しかし、ルシルは止まらない。


「……君は、もう、カラードを……」


「黙……」


　が、そこで。


「お～い、シオン。いるかぁ～？」


　突とつ然ぜん、部へ屋やの外から、声が響ひびいて。


　気け怠だるい、間ま延のびしたような、眠ねむそうな声。


　それに、


「…………」


　部屋に充じゆう満まんしていた、ルシルの気け配はいが、急に消える。


　シオンへと向けられていた圧力が、まるで霧きりのように消えてしまって。


「…………はぁっ……はぁはぁ」


　圧あつ迫ぱく感かんに締しめ付けられていた胸むねを、シオンは押おさえて、息を吐はいた。


　部屋の外からはさらに、


「おいシオン、いないのかぁ？　いないなら、鍵かぎ開けて、勝手に入るぞ～」


　なんて声がかかって。


　シオンはそれに、


「……ああ。ちょっと、待ってくれ。いま、開けるから」


　深しん呼こ吸きゆうする。


　大きく息を吸すい、吐き出す。まるで、自分の中にある、暗い感情を、すべて吐き出すかのように。


　そして。


「…………」


　彼は、微ほほ笑えんだ。


　それは、完かん璧ぺきな微び笑しようだった。誰にも彼の内側を覗のぞかれないよう、彼は、優やさしく笑う。


「いま……開けるよ」


　言って、立ちあがった。


　そのまま扉へと向かう。鍵を開き、扉を開けると、そこには思ったとおりの二人がいて。


　思ったとおりの顔をしている。


　相変わらずだらけきった表情のライナと。


　いつにも増まして無表情な、フェリス。


　それにシオンは、


「あれぇ？　ライナ、三日くらい寝ね溜だめしてから帰ってくるって言ってたのに、ずいぶん早く戻もどってきたじゃないか。いったい、どうしたんだ？」


　するとライナは、部屋にずかずか入ってきながら、


「いやそれがさ～、フェリスの奴、今け朝さ、だんごの食い過ぎで気絶したらしくて」


　それにシオンは、


「え？　気絶って……大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　だが、フェリスは慌あわてて違ちがうとばかりに首を振る。


「だ、だんごのせいではないぞ！　今朝は、た、たまたまだ。たまたま気絶しただけ……」


　が、ライナはそれに、


「だからたまたま気絶するなんて、ありえないだろうが！」


　なんて言葉に、シオンもうなずく。


「確かに、たまたま気絶するなんてことはないだろうけど……どこか、調子が悪いのかい？」


　言って、フェリスのほうを見ると、彼女はやはりいつもの無表情のまま、


「いや、私はいたって元気……」


　が、そこで彼女は、彼女を半眼でにらみつけてるライナのほうを見てから、急に小さい声になって、


「……の、つもりなのだが……」


　その、フェリスの言葉を遮さえぎって、ライナが言ってくる。


「どう思う？　シオン」


「……う～ん」


　それに、シオンは腕うで組ぐみをして、考えこむ。


　突然、気絶してしまう……


　それはまるで、自分のことを言われてるかのようだった。


　まさか、二人はすでにそのことに気づいていて、鎌かまをかけてきているんじゃ……


「…………」


　そう思って、二人を見るが。


　目の前ではライナが真しん剣けんな表情で、


「ちなみにいま、頭痛とかはないのか？」


　それにフェリスは首を振った。


「目め眩まいは？」


「ない」


「吐はき気けは？」


　しかし、フェリスはただ、首を振るばかり。


「本当に、元気いっぱいだぞ？」


　という発言を無む視しして、ライナは続ける。


「前にもこういうことはあったのか？」


「いいや」


「じゃ、今朝はなんで倒たおれた？　なんか、心当たりはないのか？」


　それに、フェリスは腕組みをして天てん井じようを見上げ、


「……う～む。それが、いまいち記憶がはっきりとは……」


　なんて会話が繰くり広げられていて。


　どうも、シオンに鎌をかけている、という雰ふん囲い気きではなかった。


　まあ、この二人はそんなことをする奴らじゃないことは、わかっているのだが。こいつらなら、聞きたいことがあれば、堂々と聞いてくるだろう。


　だからこそ、シオンはこの二人を信しん頼らいしているのだが……


　シオンはフェリスを見つめ、


「……倒れたときの記憶がないってことは……たまたまどこかに頭を打って、倒れたっていう可か能のう性せいも……」


　そう言いかけて、やめた。


　フェリスに限かぎって、たまたま頭を打った、なんてことは、ありえないだろう。


　彼女は、エリス家の人間なのだ。


　剣けんの一いち族ぞく──エリス家。


　そこで育った彼女の身しん体たい能のう力りよくは、はっきり言って、人間のものとは思えないほどだ。


　仮かりに彼女の背はい後ごからシオンが全力で石を投げつけたとしても、彼女は簡かん単たんによけてしまうだろう。


　そんな彼女が、たまたま、どこかに頭に打つだなんてことは、ありえない。


　となると、


「フェリスは、どこで倒れたんだっけ？」


　それに、ライナが答えてくる。


「今朝、ウィニットだんご店で急に倒れたらしい」


「ウィニットだんご店で？」


「ああ」


「ってことは、フェリスは気絶したときの記憶はないんだから、誰かがフェリスが倒れるところを見てたってことになるよな？」


　シオンが言うと、ライナはうなずく。


「ウィニットのおやじが、ちょっと店の中に入って戻もどってきたら、フェリスが地面に倒れてたらしい……で、だんご屋の店主がフェリスを揺ゆすると目を覚まして……えーと、おまえ、なんて言ったんだっけ？　なんか、一大事が起きてたとか、わけのわかんないこと言ってたけど……」


　するとフェリスは急に元気になって、


「そう！　それがずっと、私は言いたかったのだ！　なんと、夢ゆめの中でだんご神しん様が、私にお告つげをくださったのだー!!」


　なんて、わけのわからないことを言い出す。


　それにシオンは小首をかしげ、


「だんご神様？」


　するとフェリスはこれでもかと大きくうなずく。


「うむ！　気絶している私の頭の中、だんご神様が現あらわれ、こう仰おつしやられた。『君の日々のがんばりを称たたえて、ご褒ほう美びをあげよう』とな！　そう！　私の日々のがんばりが、ついに報むくわれたのだ！」


　という言葉に、ライナは横でため息をついて、


「なんて戯たわ言ごとはさておき……」


「た、戯言ではな──い！　しょ、証しよう拠こもあるのだぞ！」


「はいはい、それはもう、さっき見たから」


「お、おのれ、まだ信じてないな！　もう一度見れば、おまえも信用するはずだ！　見よ、この、だんご神様に選ばれた者だけが与あたえられる、刻こく印いんを！」


　言って、フェリスは腰こしにあった剣けんを、すらっと引き抜ぬく。


　そして、自信満々でこちらへと剣を掲かかげてきて。


「どうだ！」


　と叫さけぶ。


「…………」


　だが、シオンには彼女がなにを見せたいのか、いまいちわからなくて。


「…………え？　あの、ライナ、さっきから展てん開かいしてるのは、なんの話なの？」


　するとライナは疲つかれた表ひよう情じようで、フェリスの剣の柄つかのほうを、指さす。


「あそこ、見てみ。一番剣の柄よりの、刃はの部分」


　言われて、シオンはそちらを見る。


　よく手入れの行き届とどいた、刃こぼれ一つ無い、長大な剣。


　前にルシルから聞いた話では、これはエリス家に生まれた者のためだけに、魔ま術じゆつに頼たよらない特とく殊しゆな製法で作られる合金によって生み出された剣で……とか、なにやらいろいろな曰いわくもあるらしいのだが、まあ、それはいまはどうでもいい。


　それよりも、ライナが指さした、剣の、柄に近いところの、刃の部分だ。


　そこに、確たしかに妙みようなものが、ぺたりと貼はってあった。


　ほんの小さな、紙のようなもの。


　手紙やなんかに貼るような、封シー印ルのようなものだろうか？　それが、ぺたりと貼りつけられていて。


　その封シー印ルには、黒色の模も様ようが描えがかれていた。


　円の中に、にっこりと笑った、目のような模様。小さな鼻のような模様に、やはりにっこりと笑った、口のような模様。


「……顔か？」


　シオンが言うと、フェリスはまた、大きくうなずく。


「だんご神様の、ご尊そん顔がんだ！」


　その、言葉に。


　シオンは横にいるライナに向かって、言った。


「……フェリスがよく言ってた、だんご神様って、こんな顔してたの？」


　それにライナは一言。


「知るか」


　ごもっとも。


　そのままもう一度、シオンは剣に貼られた、封シー印ルを見る。


　確かにそれは、顔に見えた。


　だんごの中に、笑う顔。


　もう、見れば見るほどそれは人を小こ馬ば鹿かにしたような、間ま抜ぬけな顔で……
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「それで……それがどうしたって？」


　するとフェリスは、


「気絶から目を覚ますと、私の剣に、だんご神様がこの刻印をお与えくださっていたのだ！」


　言って、剣を大切そうに胸に抱かかえる。


　それを半眼で見つめながら、ライナが言ってくる。


「……で、ウィニットだんご店のおやじが、フェリスの言葉を信じて、『すごい!?　ついにフェリス様は、だんご神様に認みとめられたのですね』なんてことを言ったもんだから……」


「……フェリスは、信じ込んでると？」


　ライナは、うなずく。


　それにシオンは困ったような表情になり、ライナに小声で言った。


「……じゃあ、あの趣しゆ味みの悪い封シー印ルは、ウィニットの店主がフェリスにプレゼントしたってことか？」


　するとライナも小声で、


「……いや、それはないだろ。それじゃ、フェリスの気絶の原因は……ウィニットの店主が一いつ服ぷく盛もったってことになるけど……でも」


　それにシオンはうなずいた。


「ああ。あの店は、そういうことはしない……する、意味がないしな。もし仮かりにそんなことをしてフェリスになにかあれば、エリス家が黙だまってないだろうし……となると……」


　イリスか誰かの、いたずらだろうか？


　イリスは今け朝さから国外へ仕事にいってもらっているが、しかし、昨き日のうの晩ばんはフェリスと一いつ緒しよにいたはずだ。


　だから昨日の晩のうちに、フェリスが気づかないようイリスが剣に封シー印ルを貼り、フェリスがそれに気づいたのは、たまたま彼女が気絶から目覚めたときだった──ということも、考えられなくはないが。


　しかし、フェリスほどの剣の達たつ人じんが、自分の剣になにか細さい工くされて、そんな長い間気づかないなんていうことが、ありえるのだろうか？


　一流の達人は、刃こぼれ一つの重さの違いにも気づくという。


　だが、フェリスの剣の腕はもう、一流どころの騒さわぎじゃないのだ。そんな彼女が、妙な封シー印ルを剣に貼り付けられて、気づかないはずがないだろう。


　となると、やはり、気絶してる間に誰かが細さい工くしたとしか……


　が、そのシオンのそこまでの考えを読み取ったかのように、ライナが言ってくる。


「もしくは、フェリス自身が貼ったかだな……」


「ん？　そうなると、また話は変わってくるぞ？　彼女自身があの妙な顔の描えがかれた紙を貼って、だんご神様からのお告げがきたと言い張ってるなら……気絶したっていう話も……」


　彼女自身が作った噓うそ、ということになる。


　が、シオンはフェリスのほうを見る。


　彼女は真しん剣けんな顔で、剣に貼られた封シー印ルを見つめ、それから、丁てい寧ねいに剣を、鞘さやに収おさめると、


「ふふふ……今日は朝から、なにかいいことがありそうな予感がしていたのだ」


　なんてことを言って。


「……う～ん」


　どうも、彼女に噓をついている様よう子すは、なかった。


　シオンはライナのほうを見て、


「どう思う？」


　それに、ライナは難むずかしい表情で、言った。


「……ウィニットだんご店で、自分であの妙な紙を剣に貼って遊んでたところで、急に意識を失う。で、気絶した前後の記憶が曖あい昧まいになって……」


「ああ、自分で貼って、忘れたと……でもそれだと……」


　シオンの頭に、嫌いやな考えが、よぎる。


　そういう症しよう状じようが出る病気に、いくつか心当たりがあったから。


　フェリスのような若わかい女が、突然意識を失うようになって、気絶を繰くり返す。そして気絶前後の記憶はすっきり消えていて……


「……だが、あれは」


　そこで、シオンは言葉を止めた。


　ライナを見ると、彼も同じことを考えてるようだった。


「だから、ここにきたんだ。シオンなら、いい医者知ってんだろ？」


　シオンは、うなずく。それから部屋の外へと向かって、


「ロビト！」


　少し大きな声で、伝でん令れい役やくの部下を呼んだ。するとすぐさま、部屋の扉とびらが開く。


　そして現れたのは……


「…………」


　しかし、ロビトではなかった。


　ロビトよりも少し年上──十八歳さいくらいの、青年がそこにはいて。


　年に似に合あわぬ、少し幼おさない容よう貌ぼうに、温おん和わな顔立ち。柔やわらかくウェーブのかかった金色の髪かみに、愛あいらしい碧へき眼がん。


「……カルネか？」


　現れたのは、カルネ・カイウェル少しよう将しようだった。


　クラウ・クロムと並ならび称しようされる、ローランド革かく命めいの英えい雄ゆうの一人。


　シオンが、まだ軍部にいたころからの側そつ近きんだ。


　クラウが右みぎ腕うでなら、カルネは左腕。


　その、カルネが、


「あの、すみませんシオンさん。ロビトならたったいま、僕ぼくが貴き族ぞくのご婦ふ人じんへ宛あてて書いたラブレターを持たせて、お使いにいかせちゃったんですが……呼よび戻もどしましょうか？」


　なんてことを言ってくる。


　それにシオンは、


「……ラブレター？」


　するとカルネは照てれたように、


「いやぁ、それがですね、最近、すごい美人な四十代のご婦ふ人じんに出会ってしまってですね……なんというか、僕の恋こい心ごころがスパークしちゃったというか」


　なんて発言に、シオンはあきれた表情になる。


「おまえ……まだその病気、治なおってなかったのか？」


　そうなのだ。


　カルネは妙に年上好みで、貴族のご婦人方と不ふ倫りんしては、よく問題を起こすのだ。


　しかし、それもいまは亡なきシオンの元秘ひ書しよ、フィオル・フォークルの妹、エスリナ・フォークルがカルネの秘書としてついてからは、おとなしくなったと思っていたのだが……


「……おまえ、このラブレターのことバレたら、またエスリナに……」


　途と端たん、カルネが慌あわてて、


「あ、あ、あ、まさかシオンさんってば、クラウ先せん輩ぱいみたいに、エスリナに告つげ口ぐちしたりしないですよね？」


「いや、それはしないけど……でも、あんまりエスリナを泣かせるようなことはするなよ。たぶんエスリナはおまえのことを好……」


　が、シオンの言葉が終わる前に、カルネは部屋の中の、フェリスの姿すがたを見つけ、


「あ！　これはフェリスさん！　お久ひさしぶりです！　今日もまた、とんでもなくお綺き麗れいですね～」


　部屋に、入ってくる。


　そして彼はそのままフェリスの前に膝ひざをつき、手を差し出した。


　しかしフェリスはそれに、


「……ん？　それはいったい、なんのまねだ？」


　するとカルネは、かしこまった口く調ちようで言う。


「もちろん、美貌のご主人さまの手に、忠ちゆう誠せいのキスをさせていただこうと……そう思ったのですが」


　そして、フェリスの手を、そっと取る。それからその手を、唇くちびるへ近づけていって。


「…………」


　そこで、シオンはライナのほうを見た。


　ライナの、表情。


　もしかしたら、少しくらいは嫉しつ妬との顔でもしてるかな、なんてことを期待して見たのだが。


　しかしライナは……


「…………ふぁああ」


　あくびしていた。


　それにちょっとがっかりして、シオンは再ふたたびカルネとフェリスのほうへと目を戻もどす。


　するとそこでは、フェリスがカルネの手を、ぱんっと振ふり払はらっていて。


「……ふん。私は、見知らぬ男にキスされるほど、安くはない」


　なんてことを言う。


　それにカルネはぺろっと舌したを出すと、


「あらら、フラれちゃった。おまけに見知らぬって……僕はもう、フェリスさんには何回か会ってるのに……」


「む？　そうなのか？　記憶にはまったくないが……」


　するとカルネは笑って、


「いや、まあ、あのときのフェリスさんは……ちょっとおかしかったですからねぇ」


「む？　おかしかった？」


「はい。だって、ライナさんが急に行ゆく方え不ふ明めいになって、すごく焦あせっ……」


　刹せつ那な。


　チャキンという金属音とともに、フェリスの腰こしから、例の妙みようなだんごの顔の封シー印ルが貼はり付けられた剣が、抜ぬき放はなたれ、


「な、なにを馬ば鹿かなことをおまえは言っているっ!?」


　剣が、カルネの首くび筋すじへと、突つきつけられる。


　それにシオンは、思わず苦く笑しようした。


　それじゃ、自分から焦ってたと言ってるようなものだろう。


　確たしかに、あのときのフェリスはおかしかった。ライナが家出して、うろたえまくっていて。


　そして今回は、フェリスが病気じゃないかと、ライナが心配して連つれてきて。


「…………」


　それにシオンは、微ほほ笑えむ。


　なんだかんだいっても、この二人は仲なかがいいのだ。


　もうそろそろ、まともな恋れん愛あいに発はつ展てんしてもいいころだろうと、シオンは思うのだが……


　もう一度、シオンはライナを見る。


　だが、この展開でも、ライナはやはり、興きよう味みなさそうにしていて。


　どうも、そううまくはいかないらしい。


　いや、それはカルネと、エスリナもそうなのだが……


　目の前では、カルネが剣を突きつけられ、上ずった声こわ音ねで、言う。


「……あう……あの、じょ、冗じよう談だんです、冗談」


　それにフェリスは剣を腰に収めながら、


「じょ、冗談も、休み休み言え」


「す、すみませんでした」


　そのままカルネは自分の手で首がつながっていることを確かく認にんしてから、笑って言う。


「いやぁ、死ぬかと思った。でも、ライナさんは、いいですねぇ。こんな美人な上に、強い人に愛され……」


　瞬しゆん間かん。
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　今度は、ライナとフェリス、二人同時に叫さけんだ。


　その、怒ど鳴なり声に、カルネは少しうろたえて、


「え？　あれ？　違うんですか？　二人は恋こい人びと同士じゃ……」


　それを遮さえぎって、フェリスが言った。


「なにを馬鹿な勘かん違ちがいをしている？　どこをどう見たらこの、万まん年ねん変へん態たいやる気なしなし男と、私のような超ちよう絶ぜつ全開大地爆ばく発はつ美少女フェリスちゃんが、恋人同士に見えるというのだっ！」


　続いてライナが、


「そうだよ！　どうして俺がこの、見た目美人なだけの性格滅めつ亡ぼう女と…………ぐぎゃぁああああああああああああああああ!?」


　言葉の途と中ちゆうで、ぶっとばされる。


　シオンの目の前、フェリスの剣に殴なぐられたライナが、きりもみ状に三回転して、


「ぐは……」


　床ゆかに、倒れる。


　それにフェリスが、


「……で、誰が性格滅亡女だと？」


「……ひ、人違いでした、すみません」


　そんなもう、シオンはすでにこれでもかというほど見み慣なれている二人のやりとりを、しかし、カルネは驚おどろきの表ひよう情じようで口をぱくぱくさせながら見つめていて。


　カルネはフェリスのほうを見て、それからライナのほうを、見る。そして最後に、シオンのほうを見てから、


「い、いまのでライナさんは、怪け我がとかしないんですか？」


　なんて、まともな反はん応のうを返してきて。


　それにシオンは苦笑した。


「……いや、まあ、いつものことだしなぁ。ライナ、大だい丈じよう夫ぶか？」


　すると床に倒れたままのライナが、ぐったりと言ってくる。


「……うう、まじ死にそう……」


　なにやら、死にそうらしい。その言葉に、シオンはにっこりとうなずく。


「どうやら大丈夫みたいだぞ」


　それにまた、カルネは驚く。


「そ、そうは見えないけど……筋きん肉にくバカのクラウ先せん輩ぱいじゃあるまいし、いまの剣を受けて生きてられるなんて……普ふ通つう、死んじゃいますよ？」


　その、言葉に、ライナが床から、なぜかちょっと感動したような声こわ音ねで、


「うわ！　うわ！　なんか、やっとまともな反はん応のうしてくれる奴やつがきてくれたよ……なあ、ちょっとこの極ごく悪あくいぢめっこ王と、暴ぼう力りよく爆発娘にもっと言ってやっ……」


　が、その言葉の途と中ちゆう、さらにカルネが感心したように、続ける。


「いやぁ、すごいなぁ。こんな生死ぎりぎりの冗談が言い合えるなんて、よっぽど、お互たがいを信しん頼らいしてるんですねぇ……んもう、恋人じゃないとか噓うそついちゃって、二人とも照れ屋さんなんだか……」
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　と、また、ライナとフェリスは同じ反応。


　そしてフェリスが、


「な、な、な、なにを馬鹿なことを……どうして私がこの万年……」


　同じ展開をそのまま繰くり返しそうだったので、シオンは遮さえぎった。


「あ～いや、フェリス、カルネには俺からあとで説明しとくから……それよりもいまは、医者のほうが先だろ？」


　するとさっきからまったく床から立ち上がろうとしなかったライナが、急にひょいっと立ち上がり、


「そうだった！　そうだよおまえ、馬鹿なことやってないで、医者いくぞ医者。おいシオン、早いとこ紹しよう介かいしてくれ」


　という言葉に、カルネが言う。


「……あの、フェリスさん、どこか悪いんですか？」


　それにフェリスは憮ぶ然ぜんとした表情で、


「いや、私はいたって元……」


　しかしライナが遮る。


「悪いんだよそれが。まあ、原因はまだ、ちゃんとわかってないんだけど……万が一ってこともあるだろう？　だからシオンに医者を紹介してもらおうと思って」


　するとカルネはシオンのほうを向いて、


「なるほど。それでロビトに医者の手配をさせようと、呼ぼうとしてたんですね？」


　シオンは、うなずく。


「ああ。ま、ロビトがいないなら、俺がライナたちを連れて……」


　が、カルネが慌あわてて首を振った。


「いえいえいえ、僕がいるんですから、シオンさんがそこまでする必要はないですよ。僕がちゃんと手配しますから……あ、じゃあ、ちょっと待っててくださいね」


　言ってから、カルネは部屋の扉を開き、外に顔を出す。


　そして、


「お──い、エスリナ！」


　声をかけるが、


「…………」


　返事は、ない。


　それにカルネは首をかしげ、部屋に顔を戻してから時計を確かく認にんし、


「あれぇ、そろそろくる約やく束そくだったんだけど……」


　そして再ふたたび、部屋の外へ頭を戻す。


「エスリナ、まだきてないのー？」


　という問いかけに、今度は、


「………………あ、はい！　ただいまそちらへ向かってます」


　かなり遠くのほうから、かわいらしい女の子の声が響ひびいてきた。


　カルネはそれを確認すると、満足げにうなずき、再びこちらを振り向いて、


「実はここでエスリナと待ち合わせしてたんですよ」


　それにシオンはもう、あきれ顔で、


「ったく、王の執しつ務む室しつで女の子と待ち合わせとは、いいご身分だな」


　しかしその皮肉に、


「でしょう？　えへへ」


　カルネは屈くつ託たくなく笑って、頭をかいてみせる。


　とそこで、


「す、すみませんカルネさん、遅おくれました」


　女の子の声がして、執務室の扉が開いた。


　カルネの向こう側。


　現れたのは、一人の少女──エスリナ・フォークルだった。


　肩かたで綺き麗れいにそろえられた琥こ珀はく色いろの髪かみに、理知的な光を宿した青い瞳ひとみ。


　その瞳を見て、シオンは微ほほ笑えむ。


　その賢かしこそうな瞳に、いまはもういない、彼女の兄、フィオル・フォークルの面おも影かげを見つけて。


「元気そうだね、エスリナ」


　シオンが言うと、エスリナはこちらに向き直り、


「あ、ご挨あい拶さつが遅おくれてしまい、申もうし訳わけありませんでした、陛へい下か」


　言って、丁てい寧ねいに頭を下げてくる。その頭の下げ方は、まだたった十四歳さいの女の子とは思えないほど完かん璧ぺきで、いかに、兄の教育が素す晴ばらしかったかがうかがえる。


　それに比くらべて……


　と、シオンはじとーっとエスリナの上じよう司しを見つめた。


　こいつときたら、挨拶はしない。


　貴き族ぞくの婦ふ人じんと問題ばかり起こす。


　女の子との待ち合わせに、シオンの部屋を使う。


　こんな奴を、エスリナの教育係につけていて、大丈夫だろうか？


　そんなふうに思ったら、思わず。


「……はぁ……」


　深い、ため息が出て。


　するとカルネが、


「あ！　あ！　なんですかそのため息は!?　僕だって貴族のご婦人相手のときは、これ以上ないっていうほど丁寧に頭を……」


　そう、言いかけたところで。


　カルネの背後にいたエスリナが、なぜかさっきまでとは違う、少し低い声こわ音ねで、言う。


「…………へぇ。カルネさん……いま、誰が相手のときは、丁寧に頭を下げられるって言いました？」


　瞬しゆん間かん、


「………………あっ」


　カルネの顔が、歪ゆがむ。


　そのまま後ろを振り返り、エスリナの、頰ほおをぷーっと膨ふくらませて、ちょっと機き嫌げんの悪くなっている表情を見つめてから、


「…………い、いやいや、あれだよ？　いまのは、冗談だよ？」


「ふぅん」


「ほんとだって」


「べ、別に、いいですけど……私には関係ないですし……」


「怒おこってるじゃーん！　っていうかなんでエスリナは、僕が熟じゆく女じよなみなさんと仲良くすると、機嫌が悪くなっちゃうわけ？　君には関係ないだろ？」


　なんてことを言い出す。


　その言葉に思わず、おいおいちょっと待てと、止めそうになった。


　しかし、そのときのカルネの表情を見て、シオンはまた、大きなため息をつく。


　カルネの顔に浮ういているのは、にこにこと無む邪じや気きな、子こ供どものような表ひよう情じようで。


　だが、その子供のような顔の、瞳に浮いている色は、


「…………」


　ひどく、落ち着いた色だった。


　なにか、考えをめぐらせているときの瞳め。


　彼のそんな目を、シオンは戦場で、何度も見たことがあった。


　危き機き的てき戦せん況きようになったとき。


　絶望的な戦況になったとき。


　彼はいつもそんな目をして、そして、打だ開かい策さくを見つける。


　普ふ段だんの穏おだやかな表情は、仮かりの姿すがたなのだ。


　当然だろう。ただナンパで、ぼけているだけの男が、シオンの左ひだり腕うでとまで呼ばれるはずがない。


　クラウと並ならび称しようされる──革かく命めいのときの英えい雄ゆうの一人。


　彼は昔むかしから、頭が切れる男だった。


　そしていまの会話。


　あきらかに、エスリナがカルネのことをどう思っているかわかっているような状況で……


　カルネは、まるでエスリナを突つき放すような言動をする。


　他ほかの女が好きで、エスリナには、まるで興きよう味みがないような発言をする。


　それは、なぜか？


　カルネが言う。


「んもう、あんまり人の恋こい路じを邪じや魔まするもんじゃないよ？」


　それに。


　エスリナは、少しだけ泣きそうな表情で、


「……わ、私は……じゃ、邪魔なんかしてません！　ただ、ちゃんと仕事してくださいと言ってるだけです！　カルネさんってば、仕事中でも女性にちょっかいばっかりかけてるじゃないですか！」


「いや、だってそれが僕の仕事……」


「そんな仕事はありません！」


　なんてやりとり。


　それが、ひどく哀あわれだった。


　シオンは天てん井じようを見上げ、さらにその向こうに向かって、小さく呟つぶやく。


「……はぁ……どうやらカルネはおまえに遠えん慮りよして、エスリナには絶対手を出さないつもりみたいだぞ、フィオル」


「…………」


　もちろん、誰だれも返事はしないが。


　フィオルはカルネと年も近くて、仲も、悪くなかった。その仲間が死んで、妹を託たくされて……その、妹に惚ほれられたら……


　俺も──こういう態たい度どをとるかもしれない。


　シオンはそう思った。


　そして、まいったなぁとか、思う。


　きっとフィオルも、カルネなら妹を任まかせてもいいと、言うと思うんだけどなぁ。


　そういやフィオルの奴やつ、誰かに妹を嫁よめ入いりさせたいとか、言ってたような……


　誰にだっけ？


　と、シオンは記き憶おくを探さぐる。


　まだ、フィオルが生きてたとき。あいつは、なんて言ってたっけ？


　そして、出てきた言葉は……





　シオンの、記憶の中。


　フィオルは笑っていた。エスリナとよく似にた、優やさしい笑顔。そして記憶の中にある、彼との会話。


　あのとき、彼はこう言っていた。


『……でも、純じゆん粋すいにアスタール様のことを慕したってる子も多いと思いますよ？　私だって、別に王という肩かた書がきがなくても、アスタール様なら妹を嫁入りさせたいと思いますからね……』





　それに、シオンは頭を押おさえて、


「…………まずいことを思い出した」


　小さく呟いた。


　そしてエスリナが、自分ではなく、カルネに惚れてくれたことを、感かん謝しやする。


「…………」


　俺は……誰の想いにも、応こたえられないから。


　いや、応えられるはずがない。


　なぜなら俺は、もう……


　が、そこでシオンは、首を振ふる。いまはそんなことはどうでもいい。


　とにかく、どちらにせよエスリナは、シオンではなく、カルネに惚れてくれたのだ。


　そしてカルネならきっと、彼女を幸しあわせにしてやれると思うんだけど。


　兄フィオルとの友情と。


　妹エスリナとの恋愛、か。


　ふむ。


　そうか。


　なんか……


「…………恋愛は、難むずかしいなぁ」


　なんてことを、横で、仲なかがいいのか悪いのかわからない言い争いをいつの間にやら始めている、ライナと、フェリスのほうを見て、呟いた。


　それにライナがこちらを見て、


「んぁ？　なんか言ったか？」


「いや、なんでもない」


「もう、なんでもいいから、早いとこ医者を紹介してくれよ……じゃねぇとこいつ、夜のだんご屋巡めぐりがどうのこうのとか、くだらねぇこと言い出しやがってさ……」


　するとフェリスがそれに、


「く、くだらないとはなんだ！　夜のだんご屋巡りが、どれだけこの世界の平和に貢こう献けんしているのか、おまえはわかってないな!?」


「わかるか」


「んな！　だからおまえはダメ男おだと言うのだ！」


「ああもうはいはい、それでいいから、おとなしくしてくれって。そうじゃなくても、いつまた調子が悪くなるかもしれないのに……」


　なんて会話。


　もう、恋愛がどうのこうの言えるような、色気のある会話にはまったく聞こえない。


　それにシオンは、


「…………はぁ」


　また、ため息をついてから、カルネのほうを向いて、


「じゃ、そういうわけで、フェリスを医者に……」


　と、言いかけたところで。


　ガチャと、カルネが突とつ然ぜん、シオンの腕うでに手て錠じようをかけてくる。


　シオンはその手錠を見て、


「ん？　なんのまねだ？」


　しかしカルネはそれを無む視しで、今度はその手錠の、もう一方をライナの腕に……


　ガチャ。


　それにライナも、


「……ああん？　なんだよ、これ？」


　するとカルネとエスリナが、一度顔を見合わせてから、にんまり笑って、


「ではでは、シオンさん、ライナさん、フェリスさん、もう、健けん康こう診しん断だんの用意は整ととのっております！　三人そろって、仲良く入院しましょう～」


　なんてことを言い出す。


　それにシオンは、


「へ？　入院？」


　続いてライナも、


「なんで俺が？」


　それに、カルネがさらに悪いた戯ずらっ子のような顔で笑って、


「だって、シオンさんってば毎日毎日ろくにご飯も食べず、徹てつ夜やで仕事しまくったあげくに、倒たおれるように数時間寝て、また徹夜するでしょう？　もう、限げん界かいですって！　入院のしどきです！　一度ちゃんと休んで、お医者さんに体診みてもらわないと、おかしくなっちゃいますからね！　だから、エスリナと前々から用意してて、今日お連れしようと思ってたら、なんとフェリスさんも調子が悪いっていうじゃないですか！　これこそ、一いつ石せき二に鳥ちようってやつですね！」


　なんてことを、一気に言ってくる。
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　入院に、健康診断……


　しかしそれにシオンは、


「い、いやでも、俺はまだ仕事が残っ……」


　が、カルネはそれも遮さえぎって、


「と、言い訳してきてくれないと思ったから、この手錠なんです。ちなみにこの手錠を開く鍵かぎは、なんと、病院に置いてきちゃったんですねぇ～……というわけで、三人そろって仲良く入院してください」


　という言葉に、今度はライナが言った。


「ってちょっと待て。シオンの馬ば鹿かが、あの不ふ治じの病やまいといわれている、理り不ふ尽じんいぢめっ子病を治すために、十年くらい入院するってのには俺も大賛成なんだが……なんで俺まで？」


　それに、カルネは一いつ瞬しゆん、考えてなかったというような顔になってから、


「……………………ついで？」


「ついでじゃねぇえええええええええ！」


「まあまあ、いいじゃないですか。一度医者に診てもらっといても、損そんはないと思いますよ？　看かん護ごのお姉ねえさんだっていっぱい用意しましたし……」


「いやそんなのいらないし」


「ベッドだってシオンさんに合わせて一番高級なものですし……」


「…………おっと？」


「布ふ団とんも最高級羽う毛もうです」


「あらら？」


「おまけに病人なんだから、仕事を忘れて一日中昼ひる寝ねし放題ですよ？」


「あらららららら……なんか、おまえ、うまいなぁ。俺ってば、すげぇ入院したくなってきたぞ」


「でしょう？　じゃ、シオンさんと一いつ緒しよに入院して、シオンさんの仕事しか入ってない頭に、万年ボケボケ病のウィルスを植え付けてくれますか？」


「あ、あ、俺そういうの得とく意い」


「じゃ、決まりということで」


　という言葉に、シオンが、


「いやいやいやいや、決まりじゃなくて……俺にはやらなきゃいけないことが山積……」


　しかし、そう言いかけたところで、腕にかかった手錠を、ライナにぐいっと引っ張られる。


　そのままライナは、


「はいはい、おまえもフェリスみたいにワガママ言わない」


　なんてことを言って、もう片方の手でシオンを抱かかえ上げようとしてくる。


　しかしその手を、


「おっと」


　シオンはとっさに押おさえた。


　すると今度は、ライナが手錠のついてる方の腕を伸のばしてきて、


「ああもう、抵てい抗こうすんなって」


　しかし、それも、


「させるか」


　シオンは防ふせぐ。


　そしてそのまま、二人は力ちから比くらべのような状態になってしまって。


「くっ」


「こんにゃろっ」


　二人とも、顔をしかめる。


　そのまま腕に力をこめていきながら、シオンは言った。


「だ、か、ら……俺はいかないって……言ってるだろ」


　が、ライナはそのシオンの腕を、


「とか言って……仕事し過すぎで倒れたら、意味……ねぇだろ、が！」


　ぐいっと押し返してくる。


　さらにそれをシオンは押し返し、


「……な、こと、言って……お、まえは……羽毛布団で、寝たいだけ、だろ！」


　それをライナは押し返し、


「……お、まえ、こそ、注ちゆう射しやが怖こわくて……病院いきたく、ねぇとかじゃ、ねぇの、か!?」


「ぐぅ」


「むむぅ」


　力はほぼ、同じくらい。


　いや。


　いや、勝てる、か？


　少しだけ、シオンが優ゆう勢せいだった。


　徐じよ々じよに、シオンの腕が、ライナを押し始めていて……


「……ぐぐぐ」


　が、そこでふと。


　シオンは思い出した。


　遠い、昔むかし。


　それはまだ、シオンが王立軍事特とく殊しゆ学院の学生だったころ。


　ライナと出会って間もなくて。


　キファや、ファル、トニー、タイル、仲間たちが死んでなくて。


　酒さか場ばで、腕うで相ず撲もうをしたのだ。


　仲間同士で、ふざけて腕相撲を始めたのに、なぜか、妙みように本気になってしまって。


　最初はやる気がなかったライナに、キファが真しん剣けんにやりなさいと怒おこって。


　そして、シオンはライナと、腕相撲をした。


　けっこう、いい勝負だったのだ。


　数分間、まるで動かなくて。


　しかし最後には結局……シオンが勝った。


「…………」


　本当は。


　本当は、勝てるはずなんて、ないのに。


　ローランドの暗部──『隠いん成せい師し』においても、ライナは飛び抜ぬけた存そん在ざいで。


『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』だなんて通り名がついていて。


　まともに戦って、本当なら、ライナに勝てるはずなんかないのに。


　あのときは、勝った。


　そしていまも。


「…………」


　シオンは、腕に力を入れていく。すると、徐々にライナの体は、シオンに押されていって。


　が、そこで。


「…………なんてな」


　シオンは、腕の力を抜いた。


　するとライナはにやりと笑って、


「おっと、もう疲つかれちゃったのか？」


　その言葉に。


　シオンは、肩をすくめる。


「……手て加か減げんしてる奴に、勝ってもなぁ……」


「ああ？　手加減なんかしてねぇよ」


「噓つけ」


「いやほんと……俺、筋きん力りよく自じ体たいは、おまえとそんな変わんねぇしな」


　言ってから、ライナは自分の腕を見る。それからこちらの腕を見て、


「でも、まあ……おまえは少し、力弱くなったんじゃねぇか？　二年前の、あのときより」


「ん？」


　それにシオンも、自分の腕を見る。


　見た目はほとんど変わらないが、やはり少し、筋肉は落ちたのだろうか？


　まあ、前線に出なくなって、日々書類仕事ばかりに追われていれば、体も鈍にぶる……か。


　シオンは、目を細めた。


　それからため息をついて、


「よし、これからは、時間を見つけて少し、体を鍛きたえるように……」


「って違ちがうでしょう！」


　カルネが、あきれ顔で言ってきた。


「これ以上やること増ふやしてどうするんですか、もう。減へらす方向減らす方向でお願いしますよ」


　が、シオンはそれに笑えみを浮うかべ、


「でも、入院なんかしたら、さらに仕事が溜たまっ……」


　しかしそれも、カルネは遮さえぎり、


「その分は、僕とエスリナでなんとかしておきますから。今回はほんとに、ゆっくり休んでください。お願いしますよ」


　と、いつになく真剣な表情で頭を下げられてしまう。


「…………」


　それに、これ以上はもう、拒こばむことはできなさそうだった。


　だからシオンは、


「…………ううむ……まあ……わかったよ。おまえがそこまで言うなら、一日くらい……」


　が、カルネがそれに、


「一週間です」


「……え？」


「シオンさんには、一週間入院して、休んでもらう予定です」


　なんてことを、言い出す。


　それにシオンは、


「…………えええ？　いや、それは、ちょっとまずいだろう。そんな休む暇ひまは……」


「あります！　というか、世界中見回しても、シオンさんほど不眠不休で働いてる王様なんて、きっといませんよ？　もう、倒れたらどうするんですか」


「だ、だが、さすがに一週間は……」


「だめです！　これはもう決定事じ項こうです。すでにシオンさんが一週間休むためのスケジュールを、事務官、軍務官、王宮、すべての人たちに伝達して、二か月前から立てていた壮そう大だいな計画なんですから、いまさら変へん更こうはききませんよ！」


　なんて言葉に、


「に、二か月も前から？　そうなの？」


　と、シオンがエスリナに聞くと、なぜか彼女は少し、すまなさそうな顔で、


「すみません……夢ゆめで兄が、『シオンさんを休ませなきゃいけない、シオンさんを休ませなきゃいけない』って毎晩言ってくるので、カルネさんに相談して、私が……」


「……計画したの？」


「す、すみません」


　そう、謝あやまるエスリナに、カルネが嬉うれしそうに言う。


「いや、エスリナは謝る必要はないよ！　悪いのは、休むって言葉を知らないで働きまくる、シオンさんなんですから！　もう、天国にいるフィオルにまで心配かけて、どういうつもりですか！」


　それに、フィオルが生きていたころ、彼に毎日『休め休め』と言われていたことを思い出して……


「……う」


　シオンは、顔をしかめた。


　それにカルネが勝ち誇ほこった表情で、


「さあ、もう観かん念ねんしてください！　しっかり休んでもらいますからねぇ～」


　言ってから、ライナのほうを向き、


「ではライナさん、シオンさんを」


「おっけ～」


　そして再ふたたび、手て錠じようがぐいっと引っ張られる。


　それからライナのもう一方の腕が、シオンをつかもうとしてきて。


　しかしとっさに、シオンはその腕を押さえつけようと……


「…………」


　が、しかし。


　そこからの展てん開かいは、もう、シオンにはどうなっているのか、わからなかった。


　ライナがシオンの手に触ふれた途と端たん、どこをどうされたのか、シオンは腕の関かん節せつを極きめられ、さらに足を払はらわれ、彼の体は、宙ちゆうに浮く。


　そして、


「ほいっ」


　と、ライナが言うと、いつのまにやらシオンの体は、ライナの肩かたに担かつがれていて。


　シオンはそれに、


「…………ほらおまえ、やっぱりさっき、手加減してたんじゃないかぁ」


　ちょっとすねたような口く調ちようで言うと、ライナは目をそらす。


「いまのは力じゃなくて、技術。力はほんと、あんま変わんないよ」


「噓うそつけ」


「いや、まあ、噓でもなんでもいいんだけどさぁ……」


　それからライナは、カルネのほうを、見る。


「じゃ、シオンが仕事しなきゃとか言って暴あばれないうちに、病院へ案内してくれる？　あ、それと、重いから一いつ緒しよに担いでくんない？」


　するとカルネがにっこり笑い、


「じゃ、エスリナは足ね、ライナさんは肩、僕は腰こしを担ぎます」


　言って、三人でシオンを担ぎ始めて。


「って、おまえら、ちょっと待て。わかった。ちゃんと病院いくから、降おろし……」


　が、カルネはやはり嬉うれしそうに、


「いえいえ、シオンさんは病人なんですから、ゆっくりしててください。じゃあ、いきますよ～」


　そして、動き始める。


　まるで御み輿こしかなにかのように、シオンは担がれていて。


「……いや、これ、ちょっと恥はずかし……」


　しかし、そんなシオンの声は、誰にも届とどかない。


　ライナ、カルネ、エスリナの三人は、執しつ務む室しつを出て。


　そしてそれを、いつの間にやら部へ屋やの片かた隅すみで、一人だんごパーティの準じゆん備びをせっせとしようとしていたフェリスが手を振りながら、


「うむ。では二人とも、ちゃんと病気を治してくるのだぞ」


『っておい！』


　ライナとシオンは、同時に怒ど鳴なった。


　そのままライナが、


「……おまえが一番病人なんだろうが！　な～にここに残ろうとしてんだよ！」


　続いてシオンも、


「あ、それ！　そのだんご、食べちゃだめだからね！　もしかしたら、ほんとにフェリスはだんごの食べ過ぎで倒たおれたかもしれないのに……」


　それにフェリスは、


「……し、しかしだな、もう、だんごを食べなければ死んでしまう時間帯に……」


『そんな時間帯はな────い！』


　また、ライナとシオンは同時に怒鳴る。


　そのままライナが、


「ああもう、これじゃきりがねぇ。シオン、例の爆ばく弾だんで、頼たのむ」


　なんてことを言ってきて。


　爆弾……？


　一いつ瞬しゆん、ライナの言葉の意味がわからなくて、シオンは首をかしげたが、すぐに、


「ああ……あれか」


「それ」


「じゃ、いくぞ」


「いけ、いぢめっこ王！」


　言って、ライナがフェリスを指さす。


　その、指さした方向へと、シオンは爆弾を、発はつ射しやした！


「……言うこと聞かないと、明日にはウィニットだんご店は、営業停てい止しだ！」


　瞬間。


「あうっ!?」


　フェリスが、絶望の表情になる。


　効こう果かテキメンだった。


　彼女はそのままこちらをにらみつけ、


「…………お、おのれ貴き様さまら……」


　が、それにもシオンは微び笑しようを浮かべ、


「おっと？　反はん抗こうするつもりかい？　というわけでカルネ、すぐにでもウィニットだんご店の営業停止命令を……」


「待てぇええええええええええええええ!!」


　フェリスが、叫さけぶ。


　それにライナがなぜか、すごく嬉しそうな顔で、


「……ああ、なんか……なんかちょっと気持ちいいな、これ。日ひ頃ごろの恨うらみがこう、すかっと晴れて……」


　という言葉に、フェリスがもう、怒いかりにぷるぷる震ふるえながら、言ってきた。


「…………き、貴様ら、あ、あとで、あとで後こう悔かいしても知らないからな……」


　しかしライナがそれに、


「あんなこと言ってるぞ、シオン」


「うん。じゃあ、ローランドにおけるだんご屋には、特とく別べつ税ぜいをかけることに……」


「ぐぁあああああ!?」


　やはり、効果テキメン。


　フェリスが、


「あ、悪あく魔まめ」


　それにライナもなぜか、シオンに向かって、


「悪魔め！」


「……え？　俺だけ？　いや、まあいいけど……じゃ、それが嫌いやならフェリス、病院にいこうよ」


　シオンが言うと、フェリスは、


「うう……」


　うめきながら、渋しぶ々しぶだんごパーティの準じゆん備びをやめたのだった。


　そのまま、一同は部屋を出る。





　そしてどういうわけか、三人そろって、入院することになってしまったのだった。





　机つくえには山積みの書類。


　山積みの仕事が、あるというのに……


「あうう……」


　シオンはそれにまた、大きくため息をついた。








　　　　◆





　その、三日後。


　病院。


　それもそこは、重じゆう篤とくな患かん者じやのみが入ることになっている特別な施し設せつだった。


　その、一室で。


「…………ぐぁっ……は……っ!?」


　彼は、苦く悶もんの声を上げた。


　まるで、体すべてがバラバラになってしまいそうなほどの、激げき烈れつな痛み。


　一発で、意い識しきを刈かり取られそうになるほどの、痛み。


　だが彼はそれに、


「…………へっ……これくらいで、負けるかよ」


　逆ぎやくに、笑みを浮かべた。


　燃もえるような赤い髪かみ。


　赤く鋭するどい瞳ひとみ。


　患者用の入院服に隠かくれているのは、病人や怪け我が人にんとはとても思えない、鋼はがねのように鍛きたえ込まれた体。


　クラウ・クロム。


　このローランドにおいて、彼の名前を知らない者など、いないだろう。


　ローランド帝てい国こく軍ぐん、元げん帥すいの地位にして、英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールの、第一の側そつ近きん。


　いや、そんな名前よりも、紅こう指しのクラウ・クロムという名のほうが、まだ通りがいいだろうか？


　紅指のクラウ・クロム。


　それは、戦場においては死しに神がみの別名だ。


　敵てきの血で、その右腕を真まっ赤かに染そめ上げた彼の姿すがたに、誰だれもが恐きよう怖ふする。


　戦場の、死神。


　近きん隣りん諸しよ国こくでは、悪魔とまで呼ばれた彼のその、赤い刺いれ青ずみの入った右腕を。


　だがいまは……


「…………」


　クラウは、自分のその、右腕を見た。


　しかしそこにはもう、以前の彼の腕は、ない。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化ばけ物もの…………いや、シオンの話ではあれは、『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』とかいう、別の魔ま眼がんの化物だったらしいのだが……とにかくその化物に喰くい千ち切ぎられてしまって、彼の腕はなくなっていて。


「…………」


　だからいまあるのは、偽にせ物ものの腕だ。


　呪じゆ詛そ義ぎ手しゆと呼よばれる、特とく殊しゆな腕。


　形はクラウの元の腕とほとんど変わらないが、しかし、その腕は《禁きん呪じゆ詛そ》によって再さい生せいされたために、常に漆しつ黒こくに覆おおわれ、隙すきあらば使用者を殺そうと、呪詛が這はい巡めぐる。


　それを見て、


「……はっ。紅指のクラウ・クロムが……真っ黒な腕してりゃ、世話ねぇよな……」


　吐はき捨すてるように、笑った。


《禁呪詛》というのはその名の通り、禁じられた呪詛だ。


　通常なら、使うことが禁じられている魔法。


　だが、その禁呪によって、クラウの腕は再生されていた。


　少し動かすだけで、頭がおかしくなりそうなほどの激げき痛つうが走る。そして少しでも無む理りをすると、すぐに暴ぼう走そうして、使用者を殺してしまおうとする、狂くるった腕。


　その腕が、クラウにはついていた。


　他ほかにも、肉体を再生することのできる治ち療りよう技術や魔法はあるというのに……彼は、この施せ術じゆつを選んだ。


　その理由は、簡かん単たん。


　次に魔眼の化物に出会ったときに、確かく実じつに奴やつを殺すことができるだけの力を得るためだ。


　もう、二度と、あんな失態を演えんじるわけにはいかない。


　仲間が殺されていくのを見ながら、無ぶ様ざまに逃にげるような、あんな失態を繰くり返すわけにはいかない。


　次は絶対、


「……あの化物をぶっ殺してやる」


　そして、『呪詛義手』にはそれだけの力と、呪のろいが込こめられていた。


　だから、彼はその腕を使い、


「……………………七百、十二……」


　再び右腕だけで、腕うで立たてを再さい開かいした。


　するとまた、『呪詛義手』と肩の結合部に、激痛が走る。


　あまりの痛みに、意識が消えそうになる。


　腕では、漆しつ黒こくの呪詛が体の内部に侵しん入にゆうし、肩から、クラウの中へと入ってこようと……


　だが、それに、


「…………っんなろ……この、程てい度どで、暴走させ……るか…………」


　彼は震ふるえながら、さらに体を沈しずめ込み、再び、腕で体を押おし上げる。


「七百、十……三………………七百……」


　と、そこで。


　病室の扉とびらが、開く。


　それにクラウが、


「んぁ？」


　顔を上げると、部へ屋やの入り口では、女が一人、立っていて。


　床ゆかで腕立てしているクラウを、見つめてくる。


「…………」


　その女を、クラウは知っていた。


　ローランド帝国内ではあまり見ることのない、紺こん青じようの長い髪。


　青みがかった、美しい瞳。


　ノア・エン元エスタブール王国公こう主しゆだ。


　彼女はまだ、クラウよりも七つも下……十七歳さいの少女であるにもかかわらず、聡そう明めいで、理知的で、おしとや……


「きゃぁああああああああああ!?」


　しかしそこで、ノアが悲鳴を上げた。


　おまけにいつもは落ち着いていて、穏おだやかな彼女の瞳が、大きく見開かれ、


「な、な、な、な、なにをなさってるんですか、クラウ様っ!?」


　叫さけんだ。


　それにクラウはさらに腕を沈め込みながら、


「……いや、リハビリの腕立……」


「いゃああああああああああ!?」


　また、いつもはおとなしいノアには珍めずらしく、叫ぶ。


「だ、ダメじゃないですか!?　まだ、腕がやっと再生したばっかりなのに……」


　が、クラウはそれに、


「おう。もう、完全復活だ。心配かけたな」


　という言葉に、なぜかノアの綺き麗れいな顔が、また歪ゆがむ。


「……か、完全復活!?　完全復活って……まだ、お医者さまは絶対安静って……」


「はは。大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、こんなに調子いいしな……」


　そしてまた、クラウが腕立てを再開しようと……


　が、それに、


「ま、待って！」


　ノアがもう、泣きそうな顔で病室に入ってきて、クラウの腕をつかむ。そのまま腕立てをやめさせようと、


「う、ん……む～!!」


　引っ張ってくる。


　だがそれに、クラウはにやりと笑って、


「……んじゃ、もう俺が元気だってとこ、見せてやるか」


　そのまま、彼は指でぎゅっと床をつかむ。そしてそのまま一気に体を沈めると、ノアが体勢を崩くずし、彼の背中に倒たおれ込んでくる。


　しかし彼は、ノアの軽い体重など、まるでものともしない。


　彼女ごとさらに腕立てを続けて。


「一、二……」


「って、く、クラウ様。だめです！　だ……」


「八、九、十、十一……」


「だめなのに……無む理りしたらまた、呪詛が暴走……」


「大丈夫だって。ほんともう、おまえが心配するようなことは……」


　が、そこで。


「…………」


　ノアが、彼の背中にぎゅっと抱だきついてきて。


「…………お、お願い……お願いクラウ。私の、言うことを聞いてください……」


　そこでやっと、クラウは腕を止める。


　自分の首のあたりが、なにかで濡ぬれるのを感じて、彼は、


「………………って、噓……あの……の、ノアおまえ、泣いてんの？」


　すると彼女は背中ごしに、責めるような声こわ音ねで言ってくる。


「……だ、だって…………クラウが……私の言うこと聞いてくれないから……」


　彼女の声は、あきらかに涙なみだ声ごえで。


　それにクラウは、顔をしかめる。


　彼女は、そう簡かん単たんに涙なんて見せるような女じゃ、ないはずだから。


　国を失い、それでも祖そ国こくの民たみを守るため、単身ローランドに取り込まれ、そんな状じよう況きようの中でも、彼女は笑え顔がおを絶たやさなかった。


　敵てき国こくにたった一人できて、それでも絶対に泣いたりするような女じゃなかったのに……


　なのにいま、彼女は、こんなにも簡単に泣いていて。


「………………って、やっぱりおまえが泣いてんのは、俺のせい………………だよな？」


「…………」


　彼女は無む言ごんで、背中に抱きついたままだった。


　それにクラウは、


「…………」


　空あいている左腕で頭をかく。そのままその手を背中に回し、泣いているノアの頭をぽんっとなでて、


「……わ、悪かったよ。あ～その、もう、あんま無理しないから……泣くなって……」


　という言葉に、彼女はさらに、ぎゅっと背中にしがみついてきて。


「…………し、死ぬかと、思ったんですから……クラウが血まみれで帰ってきて……う、腕が、なくて……クラウが……私の……私の知らないところで……なのにまたこんな……」


　そしてまた、しくしくと泣きだす。


　それにクラウは。


「…………」


　クラウは思わず、ノアを抱き寄せようとして。


　しかし。


「……………………」


　やめた。


　それから小さく息をついて、


「…………悪かったよ。でも、もう泣く必要はない。もう、二度とあんな心配は、かけないから……」


　そう言った。


　しかしそれは、噓。


　そんなことは、ありえない。


　彼はいつか戦場で、死ぬのだ。いままで自分が殺してきた人間の呪のろいを受けて、彼はいつか、戦場で死ぬ。


　それが軍人の宿命だ。


　だから彼はいままで、好きな女なんか作らなかった。そんなことをしても、相手を悲しませるだけだから。


　好きな女も、家族もいらない。


　どうせいつか、どこかでのたれ死ぬ自分を想おもって、涙を流す奴やつなんて、一人でも少ないほうがいい。


　だから彼は、


「……な？　もう泣くなって。しばらく、安静にしてるからさ」


　するとノアが、涙声のまま、


「……ほ、本当ですか？」


「ああ。ノアにまた泣かれちゃ、かなわねぇしな」


「……ほんとにほんとですか？」


　彼女は、必死の声こわ音ねで言ってくる。か細ぼそい、優やさしい、声。


　なぜかその声を聞いていると、いつも胸が締しめ付けられるような感覚に襲おそわれる。


　彼女の細い首に触ふれて。


　あまりに弱々しい彼女のその体に触れて。


　そのまま、強く抱き寄せたくなるような……


　だが、クラウは、


「……あ、悪わりぃノア……なんか、おまえ背中に乗せてたら、重くて腕が痛くなってきた」


　また、噓。


　しかしそれにノアが慌あわてて、


「あ、あ、す、すみません!?　いま、どきま……きゃっ」


　よっぽど焦あせったのか、彼女はクラウの背中から、転げ落ちそうになる。


　それも、頭から。


　とっさにクラウは、


「だあもう、あぶねぇな」


　彼女の体を、抱き寄せる。


　漆黒の腕。少し、無む理りな体勢から彼女を引き寄せたせいで、肩にまた、激痛が、走る。


　だが。


「…………」


　だが、そんなのはどうでもよくなるほど、彼女の体は温あたたかくて。そのまま、強く抱きしめそうになって。
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「…………」


　しかし、やはり彼は、そうしなかった。


　クラウの腕の中、ノアが、なぜか顔を赤らめて。


「…………あ、あの、すみません」


　それに彼は肩をすくめ、


「怪け我がは？」


「だ、大丈夫です」


「そりゃよかった。んじゃ……もう自分で立てるな？」


「…………はい」


　そして、彼女が再び立ち上がろうとしたところで。


「クラウさん！」


　突とつ然ぜん、部屋の扉が開き、いまもっとも現れてほしくないと思っていた男の声が響ひびいた。


　クラウはそれに、部屋の入り口を、見る。


　するとそこには、一人の男が立っていた。


　クラウの後こう輩はいにして、かつての革かく命めいではずっと相あい棒ぼうだった男。


　カルネ・カイウェルだ。


　その、カルネが、抱き合っているような状態に見える、クラウと、ノアの姿すがたをしばらく見つめ……


「…………あらららら？　こりゃ僕ってば、超ちようお邪じや魔ま虫むししちゃったのかな～？」


　温おん和わそうな顔に、にんまりと笑みを浮かべる。


　それにクラウは、


「いや、おまえ、ちょっと、なんか妙みような勘かん違ちがいしてるだろう？」


　という言葉に、しかし、カルネはやはりにやにや笑ったまま、


「いえいえそんなもぉ、この状じよう況きようの、どこをどう見たら勘違いなんてできるんですか。あ、じゃあ、あの、僕のほうの用件はあとでいいので、お二人とも、楽しんで……」


「ってそれが勘違いだって言ってんだよ！」


　クラウは、怒ど鳴なった。


　しかしカルネはさらに、


「あ、エスリナにも、ここはいま大おと人なな空間になってるから、お子様はきちゃだめだよって言っとかなきゃ。教育上悪いしね」


「いやだから！」


「んもぉ、言い訳はいいですから。こういうリハビリだったら、僕は大だい歓かん迎げいですよ！　まったく、昨日の夜も無む謀ぼうな訓くん練れんやり過ぎて、『呪詛義手』暴走させかけて死にかけたりするから、僕は心配で心配で……」


　が、その瞬間。


　ノアが、


「…………え？」


　ちょっと、低い声音で、言った。


「………………えっと……あの、クラウ様。いまの話は、本当なのですか？」


　少し、棘とげのある、声。


　胸の中。ノアが、こちらに視し線せんを向けてきているのを痛いほど感じるが、クラウは目をそらす。


「……いや、あの、それは……」


　しかしそれを遮さえぎり、


「……昨日……夜……訓練し過ぎで……死にかけたっていう、いまのカルネさんの話は、本当ですか？」


「…………あ～……なんていうか、そのぉ……」


　そこで、クラウは部屋の入り口の、カルネのほうを、ぎらりとにらみつける。


　その、異い常じようなほど鋭するどい眼がん光こうに。


　しかし、カルネは相変わらず楽しげな顔のまま、なぜか演えん技ぎがかった震ふるえる声音で、


「……あ、す、すみませんクラウさん……ノアさんだけには秘密にしなきゃのはずだったのに、僕ってば～ん♪」


「……て、てんめぇ……」


　が、時すでに遅おそし。


「……ク～ラ～ウ～さ～ま～……」


　ノアの体が、クラウの腕の中、震えていて……


　たぶんこれは、怒りによる震えだ。いくらおおらかなノアでも、ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのだ。


　それにクラウは慌あわてて、


「あ、あの……お、俺、寝るから……安静にするからさ……な？　だから……」


　言って、ノアのご機き嫌げんをとろうと、彼女を見る。


　すると彼女は、


「…………」


　しかし、怒っているどころか、また泣いていて。


「うわぁ!?」


　クラウは、うろたえる。


　その後ろから、カルネが、


「あ～、あ～あ～あ～、クラウさん、女の子泣かせた～！」


「え、俺なのか？　いや、あの、て、てめぇが余計なこと言うから……」


　だがカルネはそれを遮り、


「仕方ないでしょう。こうでもしないと、筋きん肉にくバカのクラウさんは、全然、安静にしてくんないんですから」


「き、筋肉……」


「おまけに、いまだってノアさんが必死に止めても腕立てしまくるし……」


「ってはぁ!?　おまえ、いつから見…………」


　しかしそこで、クラウは言葉を止めた。


　カルネなら、


『いやいや、クラウさんがノアさんをぎゅーっと抱きしめようとして、やめたところなんかは、見てませんよ？　ほんとに』


　なんて馬ば鹿かなことを平気で言いかねない。


　だからクラウはカルネをこれでもかとにらみつけ、それから、ノアのほうを見下ろすと、言った。


「…………わ、わかったよ。俺が悪かったから……ね、寝ればいいんだろ？　安静にする」


「…………」


「や、約束するから……ほんと、悪かったから……ってか、おまえら、あんまりいじめんなって」


　その言葉で、ノアの顔に少しだけ笑顔が戻る。


「……いじめられてるのは……私たちのほうです」


　するとカルネもうなずいて、


「そうですよ、クラウさん。僕らにどんだけ心配かければ気がすむんですか」


「……うう……」


　とそこで、カルネは部屋に入ってくる。


「さあさ、そうと決まったら、寝てください。僕がベッドの準じゆん備びを……」


「いらねぇよ」


　言って、クラウは立ち上がり、ベッドに腰こし掛かける。


　その、クラウの目の前に、


「はい、クラウさん。お見み舞まいのお花」


　なんて言って、花はな束たばを差し出してきて。


　それにクラウは顔をしかめながら、


「……花ぁ？　んなもん、いらねぇよ。それより食い物はねぇのか？」


　と言うのと、ノアが、


「まあ綺き麗れい」


　と嬉うれしそうに言うのが、同時だった。


　そして二人は目を合わせる。


　ノアがまた、少し心配そうに、


「お腹なかが減へってるのですか？　クラウ様」


　するとそれに、なぜかカルネが答えた。


「クラウさんはいっつもお腹減ってますよね～。なんせ、色気より食い気ですから」


　そのカルネをにらみつけ、クラウは、


『色気ばっかのおまえより、マシだと思うが？』


　なんてことを言おうとしたが、それもなんとか踏ふみとどまった。


　ノアの前でそっちの話題にいくと、


『たまには色気にも反はん応のうしてあげないと、ノアさんも寂さびしいですよねぇ？』


　なんてことをカルネは言い出しかねない。


　どうもこいつは、俺とノアをくっつけたがってるようだし……


　だからクラウはノアのほうを向いて、


「……悪わりぃノア。やっぱ、ちょっと腹はら減ってきてるみたいだ。給仕に言って、食い物持ってこさせてくれないか？」


　すると彼女はうなずき、


「じゃ、お花も、花か瓶びんに入れてきますね」


「頼たのむ」


「では、いってまいります」


　そして彼女は、花束を持ったまま、部屋を出る。


　それをクラウは見送り、彼女が、部屋から離はなれたことを確かく認にんしてから、カルネのほうを向いて、


「……てんめぇ～……いったいどういうつもりだ！」


　怒鳴った。


　それにカルネが、


「どういうつもりって、クラウさんがいつになく奥おく手てになってるから、手伝ってあげてるんじゃないですか！」


「奥手って……おまえなぁ……俺は、ノアに手を出すつもりはないぞ」


「噓だぁ」


「噓じゃねぇよ。あいつは……あれだよ。その…………俺の趣しゆ味みじゃねぇしな」


　という言葉に。


　カルネはクラウをじーっと見つめてから、もう一度、


「噓だぁ」


「だから噓じゃねぇって」


　するとカルネは半はん眼がんで、じとーっとクラウを見つめながら、言ってくる。


「へぇ～……ま、じゃあ、そういうことにしといてあげてもいいですけどね……」


「な、なんだよそれ」


「いえいえ、ノアさんがきて以来、クラウさんが他ほかの女にまったく手を出さなくなったこととか……あれほど仲なか良よくなってるのに、手を出さないのなんて初めてだとか……ノアさんの前だといまいちクラウさんの様よう子すがおかしいのとかは……まあ、目をつむっといてあげても……」


「だぁもううるせぇなぁてめぇは……勝手に妄もう想そうしてろ」


「え？　いいんですか？」


「って妙な妄想すんな！」


「どっちですかもぉ～」


　言いながら、カルネは笑う。


　完全に、クラウをからかって楽しんでいるのだ。


　そのまま、少しだけ真しん剣けんな表ひよう情じようになって、


「でも……僕はノアさんがきてくれて、よかったと思ってるんですよ」


　言ってから、一度、ノアが出ていった部屋の扉のほうを見る。


　それにクラウは、


「ああん？　なにが？」


　聞いた。


　するとカルネは再びこちらを振り向いて、


「……だって、そうでしょう？　ちょっと前までのクラウさんは、自分の命をあんまり大切にしてくれない人だったから。でも、もう違う。きっと彼女なら……ノアさんなら、無む茶ちやなことや、馬鹿なことばっかりしちゃうあなたを、止めてくれる。だから、ノアさんがクラウさんの側そばにきてくれて……本当によかったです」


　そんなことを言って、微ほほ笑えむ。


「僕の仕事も、減りますしね」


　それに、クラウはうんざりした表情で言った。


「……てめぇは俺のお守もりかよ」


「ふふ。そうなんですよ～。もうそろそろ独ひとり立ちしてくれないと、ママは心配で心配で……」


「アホか」


「あとはクラウさんが、ずばーっとノアさんを襲おそってくれればママは安心……」


「ってどんな母親だよそいつはっ！」


「あは」


　カルネは楽しげに、笑う。


　それからもう一度、彼は後ろを振り返る。ノアが出ていった扉。そちらを確かく認にんして、


「……さて。ノアさんが戻るには、もう少し時間がありますよね？」


　それにクラウはうなずく。


「ああ。どうせあいつ、料理も作ってくるだろうしな」


　するとカルネが驚おどろいたように眉まゆを上げ、


「ありゃ、手料理ですか？」


「ああ。なんか、最近料理が趣しゆ味みらしくてな。ついでに作ってくれてんだ」


「……なんて言葉を、本気で信じてる？」


「んぁ？　どういうことだ？」


「……いや、どういうこともなにも、将来の旦だん那なさまであるクラウ様に、わたくしの手料理を食べていただきたいわ～ん[image: ]　な健けな気げな乙おと女め心ごころは完全無む視しってことですか？　っていう話に決まってるでしょう？」


「はぁ？　どんな話だよそりゃ」


　というクラウの反はん応のうに、カルネはなぜかため息をついて……


「…………こんな鈍どん感かん男で……ノアさん、かわいそうだなぁ……」


「ああ？」


「いえいえ、なんでもないです。じゃ、さっそく、始めますか」


　言って、カルネはこちらに近づいてくる。


　そしてクラウの横、ベッドに腰こしを下ろす。


　それにクラウは、


「じゃあ、もう調べさせたのか？」


　その問いに、


「はい」


　カルネはうなずいた。


　懐ふところから数枚の書類を取り出し、こちらに見せてくる。


　クラウはそれを受け取って、


「ふむ。これが……？」


「そうです。検けん査さ入院と偽いつわって、医者やら研究者に調べさせました」


「で、結果は？」


　するとカルネは書類を指さし、


「ああもう、せっかくクラウさんの筋肉しか入ってない脳のうみそでも理解できるよう、簡かん単たんなレポートにしてきたんですから、ちゃんと読んでくださいよ～」


　なんて言葉にクラウはカルネを見つめ、


「……筋肉しか入ってないっておまえ、なぁ……私し設せつ兵へい団だん時代の総そう合ごう学科成績は、俺のほうがいいじゃねぇか」


「あ、あ、そういうこと言いますか。たった二点僕よりよかっただけで……だいたい、僕の代のほうが、試し験けん、難むずかしかったんですよ！」


　それにクラウは笑えみを浮うかべ、


「おっと、負け惜おしみか？」


「…………う…………ま、まあ、いいですよ～だ。どうせクラウさんには敵かないませんよ……あなたに出会って鼻はなっ柱ぱしら折られて以来、僕のエリート人生は終わったんですから……」


　そのカルネの言葉に、クラウは思わず、吹ふき出しそうになる。


　エリート人生。


　そう。


　確たしかにカルネのエリート人生は、クラウが終わらせた。


『エーミレル私設兵団』


　それが、彼らが育った場所の名前だった。


　ローランドの暗部では、有名な場所。


　三○七号特とく殊しゆ施し設せつと並ならぶ、狂くるった孤こ児じ院いんの一つだ。


　もう、ここローランドでは、本当によくある話。


　貴き族ぞくを守るためだけに、才さい能のうある子こ供どもたちが集められ、異い常じようなほどの訓くん練れんと、改造、洗せん脳のう、実験によって、最強の護ご衛えい兵へいを作る。


　ここの出身者は、エーミレル伯はく爵しやくの子供として軍に参加し、活かつ躍やくすればするほど、エーミレル伯爵の名声が上がるという寸法だ。


　軍の中では、伯爵の子供という肩かた書がきがあるだけに、それなりの地位を与あたえられ、エリートコースまっしぐらだ。


　ちなみにクラウはエーミレル私設兵団第八期生にして、首しゆ席せき卒業者。


　いや、首席になれなければ、殺されるのだが……


「…………」


　そしてカルネは……十五期首席の生徒だった。


　彼は、私設兵団の中でも、すでに軍部で活躍している紅こう指しのクラウ・クロム以来の大天才と呼ばれ、それなりにもてはやされたらしい。


　そしてこれからは軍部へ移り、エリートコースを邁まい進しんすることが決まっていたはずだったのだ。


　だが、そうはならなかった。


　理由は。


　カルネが護衛していたエーミレル伯爵を、クラウが殺したから……


「…………」


　とそこで、カルネが、なにか思い出すような表ひよう情じようで、言った。


「……まったく……初めてクラウさんを見たときは、なんだこの化ばけ物ものは～って思いましたけどね。あっという間に雇やとい主ぬし殺されちゃうし……あれで、僕のエリート人生は、終わったんです」


　それに、クラウは、


「……ははっ。エリートになりたかったのか？」


　するとカルネはあっさり、


「全然。むしろ、あと一日クラウさんがくるのが遅おそかったら……僕がエーミレル一族を皆みな殺ごろしにしてるところでした」


「……ああん？　そうなのか？」


「え、そうなのかって……前に説明したじゃないですか」


「……ん？　そうだったか？　覚おぼえてないな」


「ええええ!?　ほら、あれですよ。僕が好きだったパン屋のマイミール夫ふ人じんを、エーミレルの奴やつが旦だん那なに金を払はらって無む理り矢や理り愛人にしちゃって……ぼ、僕が夫人を横取りする前に、横取りしたな～ってことで殺しの計画を立てたって話、したでしょう？」


　なんてことを言い出すカルネの言葉に、クラウはうなずいて、言った。


「……………………で、書類の話に戻るんだが……」


「え、無む視しっすかっ!?」


　なんて叫さけぶカルネは、やはり無視する。


　そんな馬ば鹿かな話に付き合ってる暇ひまはない。


　だいたい、カルネがそんな理由でエーミレルを殺すはずがないのだ。


　本当の理由は……


「…………」


　だが、そこでクラウは思考を止めた。


　あの狂った時代のことを思い出しても、どうにもならない。


　初めて出会ったときの、カルネの顔。いまとは比くらべものにならないほど、暗く、鋭するどい表情。いや、それはクラウだって、同じだ。あの時代はすべてが狂っていて……


　蘇よみがえってくる記き憶おくは、ただ、ただ、暗くて汚きたないだけだ。


　そんな過か去このことを思い出しても、なんの意味もない。


　それよりもいまは……


　と、クラウはカルネの持ってきた書類に目を戻す。


　そこには、こんなふうに書かれていた。





『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保ほ持じ者しや


　ライナ・リュートの経けい歴れきと検査結果。





　そう。


　クラウがカルネに命じたのは、ライナ・リュートについての、調査だった。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者の化物、ライナ・リュートについての。


　ライナ・リュートというのは、なにやら最近、シオンの友達だとか言って城しろの中をうろついてるらしい、不ふ審しん者しやの名前だ。


「…………」


　クラウはそこで、自分の漆しつ黒こくに覆おおわれた右腕を、左手でなでる。


　そして、


「『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者……ね……」


　小さく、呟つぶやいた。


　クラウの腕を喰くらった、あの化物の仲間が、この城をうろついているのだ。


　おまけにそいつは、シオンの友達だという。


　化物が、シオンの友達。


　そんなのを、簡単に認みとめられるはずがなかった。


　いつ、あの化物が本ほん性しようを現あらわし、シオンに害をなすかわからない。


　そうじゃなくても『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は、危き険けんなのだ。感情が高まると暴ぼう走そうし、周囲にいる人間を、皆殺しにしてしまう。


　もしかしたらその、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の暴走によってシオン殺害を狙ねらっているどこぞの貴き族ぞくの差し金かもしれないし。


　とにかく、そんな素す性じようもしれない化物を、シオンの側そばに置いておくわけにはいかなかった。


　だからこそ、カルネに調べさせたのだが。


　と、クラウはレポートをめくる。


　するとそこには、


「……って、なんだよこいつ、三○七号特殊施設の出身者なのか？」


　それにカルネはうなずく。


「……そうなんですよ。僕らと同じ、孤児です」


「…………ふむ」


　クラウはさらに、ページをめくっていく。


　するとそこには、さらに事こと細こまかにライナ・リュートについての情じよう報ほうが載のっていた。


『隠いん成せい師し』という特殊な組そ織しきに所しよ属ぞくしていたことや、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』なんて通り名をつけられたりもしている。


「ローランド、最高の魔術師ね……はっ。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物のくせに、ずいぶんと有名人じゃねぇか」


「みたいですねぇ……」


「こんな有名なのに、なんで俺らは知らねぇんだ？」


　するとカルネは、レポートの隅すみっこのほうを指さして、


「日付を見てください。彼がその名で呼ばれてたのは、もう、かなり昔むかしのことなんですよ」


「ほう。ってことはこいつ、もう、かなり年ねん齢れいが……」


　しかし、それにカルネは首を振ふる。


「年齢は僕の一いつ個こ上うえ……クラウさんより五つ年下ですよ」


　それに、年齢の項こう目もくを見る。


　するとそこには、十九歳さいという記き述じゆつがあって。


「……ガキかよ。んじゃ……」


　それに、カルネはうなずいた。


「そうです。彼が『ローランド最高の魔術師』と呼ばれていたのは……彼が、十二、三歳のころ……とんでもないエリートですねぇ」


　エリート。


　つまり、


「俺らがエーミレル伯爵を殺して反ローランドとして潜せん伏ぷくしてたころ、こいつは軍の犬になって、大だい活かつ躍やくしてたってことか？」


　吐はき捨すてるように言って、クラウは顔をしかめた。


　それじゃあ、ますます信用できるような男じゃない。


　あの腐くさった時代に、ローランドの手先になってたのだ。


　そんな奴やつがロクな人間のはずが……


「…………」


　しかし。


　レポートの次のページ。


　そこには、ライナ・リュートの『隠成師』時代の活動の記録があって。


　クラウはそれを、見た。


　するとそこに書かれていたことは……





　任にん務む放ほう棄き。


　任務妨ぼう害がい。


　秘ひ密みつ情じよう報ほうの漏ろう洩えい。


　軍ぐん上じよう層そう部ぶへの反はん抗こう。


　貴き族ぞくへの暴ぼう言げん、暴行。


　そして、当時最強と呼ばれていた『隠成師』のエリート……クヲント・クオを半殺しにし、任務を妨害したことによって、『ローランド最高の魔術師』の通り名がつけられる……


　もちろん、軍部はライナをその後、何度も何度も牢ろうに入れ、拷ごう問もんし、性格矯きよう正せいを試こころみたが……改かい善ぜんの様子が見られなかったため、やがて、あきらめた。


　殺せなかった理由は、一つだけ。


　ライナ・リュートが、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の中でも、暴走から元に戻もどることができる珍めずらしい種類だったため、研究材料として生かされていた。


　つまり彼は。


　ローランドの中では、鼻つまみものだったということだ。


　そして最後に追いやられた場所で、シオンと出会ったらしい。





　そんな、ライナ・リュートの経歴を読んで。


「………………はは、なんだこいつ、なかなか面おも白しれぇ奴じゃねぇか」


　なんて言葉に、カルネはあきれ顔で言う。


「……ああもう、言うと思った……クラウさんは、貴族嫌ぎらいな人はす～ぐ信用するんだから」


　それを無む視しして、さらにクラウはレポートの続きを読む。


　医者や、研究者の検けん査さ結果。


　まずは反はん射しや神しん経けいや、身しん体たい能のう力りよく。


　それらの数値は……ずば抜ぬけていた。


　常人では考えられないほどの高い数値をたたき出しており……


「……ま、三○七号特殊施設の出身なら、こんぐらいはやるだろう」


　クラウは呟いて、楽しげな笑えみを浮うかべる。


　続いて『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』についてだが……


　そちらも、そう問題というほどのことは、なかった。


　普通の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者と、ほとんど変わらないという判定。


　ただ、そもそも『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者というのは、こんな年ねん齢れいまで成長することは希まれで、たいていは幼よう年ねん期き、精せい神しんがまだ未み熟じゆくな段階で暴走し、死し亡ぼうしてしまうはずなのだそうだ。


　だからこのライナ・リュートという男が、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』をどれほど制せい御ぎよできているのか、それはわからない。


　しかし危き険けん度どということでいえば、ここまでほとんど暴走せずにきていることを考えると、それほど高くはないのではないか？


　という言葉で、診しん断だん結果は締しめくくられていて。


　それを見て、


「…………」


　クラウはさらに、笑みを深くする。


　魔ま法ほうの構こう成せいを見ただけで、すべてを見通すことができる『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を持っており。


　三○七号特殊施設出身で、さらには『ローランド最高の魔術師』とまで呼ばれた男。


　身体能力、反射神経、ともに常じよう人じんの域いきを大おお幅はばに超こえているという。


　そんなライナの経歴を見て、クラウは、


「……こいつ、見た目も強そうか？」


　という言葉に、カルネが頭を押おさえる。


「うあ……予想通りの反はん応のう……それも言い出すと思ってましたよ。でも、だめですよ。いまクラウさんは病やみ上がりなんですから……」


　が、クラウはもう、立ち上がっている。


「大丈夫だって。ちょっと、一発殴なぐってみるだけだから」


「だぁからそれがだめだって…………と、言っても、止まってくれないんですよね？」


　するとクラウはにやりと笑って、


「当然」


「ノアさん助けて～」


　というカルネの声は、しかし、ノアには届とどかない。


　料理が出てくるには、あと三十分はかかるだろう。


　時間は、十分だった。なんせ相手は、同じ病院に入院してるはずなのだから。


　三十分もあれば、『ローランド最高の魔術師』とやらのお手て並なみを拝はい見けんして、戻ってくることもできるだろう。


「…………」


　クラウは、自分の右みぎ腕うでを、見た。


　漆しつ黒こくの、呪じゆ詛そ義ぎ手しゆ。


　回復の度合いは、だいたい四十％程てい度どだろうか？


　さて、天下のローランド最高様と、この腕でどこまで戦えるか？


「んじゃカルネ。さっそく、そのライナとかいう奴が入院してる部へ屋やに、いこうか？」


　その、言葉に。


「…………いえ、あの……」


　カルネはなにか言おうとして、しかし、


「………………はぁ……」


　深い、あきらめのため息をついたのだった。





　　　　◆





「…………」


　嫌な、時間だった。


　ほんのわずかな時間なのに、ひどく、長く感じる。


　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。


　それが本当に、長く、長く、感じられた。


「…………」


　場所は、診しん察さつ室しつ。


　といってもそこは、かなり広い場所で、診察広間と言ったほうがいいだろうか？


　王族や貴族たちのみが使用することのできる病びよう棟とうらしく、看かん護ご官かんや警けい備び兵へい、そして、六人もの医者が配はい備びされていた。


　ライナはその部屋をぐるりと見回してから、目の前にいる医者を、見た。


　そう。


　いま、目の前の医者は、ライナ、フェリス、シオンに対してこの三日間で行った検査の結果を、伝えようとしているところだった。


　まず、初めにフェリスの検査結果について伝えられることになっているはずなのだが。


「…………」


　ライナは、目の前の医者を見つめる。


　カルテを見て、難むずかしい表ひよう情じようでうなっている医者の姿すがたを。


　医者は口を開きかけ、


「…………」


　しかしまた、沈ちん黙もくする。まるでどう言おうか、言葉を迷まようかのように……沈黙したままで。


　それに、


「…………」


　ライナは、息が詰つまりそうになる。


　フェリスの、病びよう気きがなんなのか？


　もう、ライナの中では、いくつかの予想は立てていた。


　突とつ然ぜん気を失うようになり、その、前後の記き憶おくがない。そして若わかい女性がかかりやすい病気といえば……


　ニコソ病。


　もしくはファイスタン病。


　だが、この二つなら、時間はかかるが、治なおる可能性も、ある。


　でも、もし。


　もし、エンフィオル回かい塩えん病だったら、フェリスは……


「…………」


　ライナは、横のフェリスを見た。


　相あい変かわらずの無む表ひよう情じよう。いや、まるで緊きん張ちようすらしていない様子だった。


　この三日間も、自分は元気で、ライナたちがなにを心配しているのかわからないと怒ど鳴なりまくったあげく、病院を抜け出し、だんごを買いにいこうとしたところを捕とらえられたり……


　それでも振ふり切って逃にげ出してしまい、もう、どうにもならないので、


『金きん髪ぱつ青せい眼がん長ちよう剣けんをたずさえた絶ぜつ世せいの美女には、向こう一週間、だんごを売らないように！』


　なんていう、ひどく馬ば鹿かげた勅ちよく令れいが、シオンからローランド王おう都と全土に出されたりと、まあ、いろいろあったのだが。


　それも、この検査結果ですべてが終わる。





　もし、エンフィオル回塩病なら……


　三か月以内で、彼女は、死ぬことになるだろう。


「…………」


　むしろ、栄えい養ようバランスなんて考えず、好きなだけだんごを食わせてやったほうがいいくらいだ。


　だが、検査の結果は……


　ライナは再ふたたび、目の前でカルテを見つめたまま、黙だまり込こんでいる医者を見つめる。


　初老の、医者。


　彼は、顔を歪ゆがめていた。


　ひどく難しい表情。


　あきらかに、あまりかんばしくない結果に、歪んでいる表情。


「…………」


　とそこで、フェリスの、さらに向こう側にいたシオンが、


「……で、バンポール医い師し。結果は？」


　少し、不安げな声で聞いた。


　すると医者はさらに顔をしかめ、


「…………ふ～む。あまり、よろしくないねぇ」


　その言い方に、ライナは、


「いや、あのさ、あんまもったいぶらないで、ささっと答えてくれないかな？」


　もう、本当に息が詰まりそうだった。


　すると医者はこちらをじろりと見つめ、それから、


「……そうじゃな。まあ、じゃあ、結果だけを言うとだな」


『言うと？』


　ライナとシオンが、同時に言う。


　医者は続けた。


「……フェリス・エリス君の突然の気絶の原因は……」


　そこで、ライナは思わず、ごくりと唾つばを呑のみ込んだ。


　ついに、結果が出る。


　ああもう、頼たのむぞおい。エンフィオル回塩病なんかじゃないように……
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　とそこで。


　医者が、言った。


「気絶の原因はおそらく………………偏へん食しよくによる貧ひん血けつと、過か労ろうだな……」


「…………」


　偏食と、過労。


　エンフィオル回塩病どころか、ニコソ病、ファイスタン病でもなく。


　というか、病気でもなく……偏食と、過労……


　その、言葉に。


『………………』


　ライナと、シオンは、無む言ごんのまま顔を見合わせた。


　それから、フェリスを見る。


　するとなぜか、彼女は勝ち誇ほこった表情で、


「ふふ。ほら見ろ。やはり私は病気などではなかったではないか」


　なんてことを言ってきて。


「…………」


　ライナはそれに、一度、息を吐はいた。


　深く、深く、息を吐き、そして今度は、大きく、胸むね一いつ杯ぱいに息を吸すってから、


「………………てめぇやっぱ、だんごの食い過ぎじゃねぇかあああああああああああああああああああああああああああ！」


　怒鳴る。


　それにフェリスはうろたえて、


「う……いや、でも、だんごは完全健康食……」


「んなわけあるかぁあああああああああ！」


「だ、だって……」


「だってじゃねぇ！　ああもう、やっぱだんごもう禁止な！　一年禁止！」


「い、いちね……そ、そんな馬鹿な……」


　と、絶望にうちひしがれるフェリスに、今度はシオンが、


「……いや、でも、妙みような病気じゃなくてほんとよかったよ……偏食はいけないけどね。だけどそれより、過労っていうのはどういうことだい？　フェリスはちゃんと、寝てないのか？　いったい普ふ段だん、なにしてるの？」


　その質問に、フェリスはなぜかまた、うろたえる。


「……い、いや、別に、普通に生活してるだけだが……」


　という言葉に、ライナが、


「はいそこ、噓うそつかない！　本当のこと言ってもらおうか」


「う……ほ、本当だぞ？　本当に私は、早寝早起き規則正しい生活を……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、ライナはシオンのほうを見て、


「爆ばく弾だん発はつ射しや！」


「おっけ……ってことでフェリス、ちゃんとほんとのこと言わないと、ローランドではだんごの販はん売ばい禁きん止し令れいを、出しちゃおっかなぁ～」


　瞬間。


「ぐぁ!?」


　フェリスが明らかな致ち命めい打だを受けて、うめいた。


　その彼女を見つめ、ライナは言った。


「さて、本当のことを言ってもらおうか」


　すると彼女は、少し、小さな声こわ音ねで、


「…………その……実は最近、開店準じゆん備びをしてるだんご屋二に軒けんの仕し込こみの手伝いに、何日か徹てつ夜やを……」


「まただんごかぁあああああああああああああああああああああああああああ！」


　思わずまた、ライナは怒鳴る。


　もう、今回ばかりは完全にあきれた。


　あきれ果てた。


　だんごの食い過ぎで偏食で貧血になり、さらに新しいだんご屋を開くために、徹夜したうえに、ついにはウィニットだんご店の前で倒たおれたのだ。


　もう、最初から最後まで、だんご、だんご、だんご尽づくし。


　これをアホと言わずに、なんと言えるだろう？


　もう、おまえは、


「…………」


　アホか……そう、言おうとしたところで。


　しかし、医者が言葉を遮さえぎり、


「だが、問題は彼女より、陛へい下か、それにライナ君、君たちだよ」


　なんてことを言ってきて。


『へ？』


　また、同時に言う。


　すると医者は、さっきの、カルテを見つめていたときと同じ、難しい表情になって、


「…………君らは、死ぬつもりかねっ!?」


　突然、怒鳴りつけられた。


　それに、


『ええ？』


　また、同じ反応。


　だが、医者はこちらをにらみつけ、


「だいたい君ら、偏食どころか食事すらちゃんと摂とってないんじゃないのかねっ!?　おまけにそんな栄養不足の状態で、睡すい眠みん不足は極きよく限げん状じよう態たい……過労死寸前のボロボロな体！　いや、普通なら死んでる。間ま違ちがいなく死んでる。フェリス君なんて、君らに比くらべれば超ちよう健けん康こう優ゆう良りよう児じだよ！」


　なんてことを言ってきて。


　ライナとシオンは、また、顔を見合わせる。


　その、二人の間。


　さっきまで小さくなっていたフェリスが、また、勝ち誇ったような表情に戻っており、


「…………ほほぉ～。さっきはずいぶんと大きなことを言っていたが……これはいったい、どういうことですかな、お二人さん」


　なんて奇き妙みような口く調ちようで言ってきて。


　それに、ライナは、


「い、いや、お、俺は悪くないぞ？　ほら、俺は毎日寝てたいのに……シオンの馬鹿が俺を徹夜でこき使うから……」


　と、言ってる横でシオンが、


「……そこで先生、相談なんですが……いまの仕事量を維い持じしたまま、体力を回復する方法はないでしょうか？」


　が、医者は首を振ふる。


「陛下……これは本当に、陛下のお命にかかわる問題なのですよ？　今回は一週間きちんと休んで、今後は働き過すぎないようにしていただかないと……」


「いや、その、一週間というのも、ちょっと長くないですか？　もう三日も休んだし、これ以上入院するわけには……こう、カルネのほうにはうまく誤ご魔ま化かして、元気になったってことで一つ……」


「『と、言ってくるだろうけど、絶対に陛下の言うこと聞かないでください』……と、カイウェル少しよう将しようから、釘くぎを刺さされております……」


　それにシオンは、


「カルネめ！」


　なんて言っていて。


　それにライナはあきれ顔で、


「おまえ、せっかく部下が努力して休ませてくれようとしてんだから、一週間ぐらいぼけーっと休んだら？」


　言った。


　するとそれに、医者がうんうんうなずく。


「そうですよ陛下。ここはきちんと休んで、体調を整ととのえてから仕事に戻られては……」


　が、シオンは首を振る。


「そういうわけに、いかないんだよ。やらなきゃいけないことが……」


　と、仕事の数を数えてるのか、指折り始め、しかし、途中でやめる。


　そして急になにかを思いついたかのように、再ふたたび医者のほうを向き、


「あ、じゃあ、復帰したときのために、何日徹夜しても眠ねむくならないような薬は……」


「っておーい！　おまえ、なに危あぶないこと言い出してんのっ!?」


　ライナは突つっ込こんだ。


　続いて医者も、


「そ、そうですよ陛下！　ああいった薬は副作用も強く、寿じゆ命みようも、大おお幅はばに縮ちぢんでしまうんですよ！　まさか……まさかそういった薬を飲んでるんじゃ……」


　が、シオンはそれに笑って、


「いやいや、飲んだことはないよ………………まだ」


『まだっ!?』


　今度は、ライナと医者が、同時に声を上げる。


　するとシオンはぺろっと舌したを出して、


「な～んて、冗じよう談だんだよ、冗談。飲むわけないだろ？　だいたい、あの手の薬の使用を禁止する法を作ったのは、俺だぞ？　その俺が、法を破ってどうするんだよ」


　しかし、ライナは疑いの目で、シオンを見つめる。


　国や、他人のためなら、平気で自分の体を犠ぎ牲せいにするこいつなら、やりかねないから。


　だがそれに、シオンはまた笑う。


「ほんとに冗談だって。死んだら意味ないしな。しかし……一週間か……長いなぁ……いっそ病室に書類を運ばせようか……あ、それいいな。よし、そうと決まったら書類の準備をさせないと……」


　言うなりさっさと立ち上がり、医者の制止を振り切って、部屋を出ていってしまう。警備兵や看護官も、そのシオンについていってしまって。


　ライナはそれに、


「……ありゃ、もう完全に病気だな……仕事病……」


　あきれ顔で言った。


　しかしその横で、フェリスもなぜか、なるほどとうなずいて、


「……私もイリスに、病室にだんごセットを持ってくるよう伝言してみよう」


　そして、さっさと部屋を出ていってしまう。


　それに、


「……こっちはだんご病……」


　どうしても二人は、早く死にたいようだった。


　それにライナはため息をつく。


　ま、それでも三食病院食が出て、夜きちんと消しよう灯とうされて徹夜しないだけでも、いつもよりは健康的な生活か……


　どちらにせよ、フェリスが妙な病気じゃなくてよかった。


　それに少し安心したら、


「……………………ふわぁ～」


　急に、眠くなってきて。


「……昼寝しよ」


　ライナも、立ち上がった。


　すると医者が、


「……まったく……患かん者じやとしては、君が一番優ゆう秀しゆうだな」


「でしょう？」


「ああ。朝から晩まで、君ほどよく寝る患者は、初めて見たよ」


　という褒ほめ言葉に、ライナはにんまり笑う。


「やっぱ、あんたもそう思う？　俺も、この患者って職業は向いてると思うんだよねぇ……このまま永遠にここで患者やってようかな……」


　しかしそんな軽かる口くちは、


「…………では、私はこれで失礼させてもらうよ」


　軽く、流される。


　医者も、部屋を出ていってしまい、ライナはぽつんと一人取り残されて。


「……んじゃ、俺は部屋に戻って寝るか」


　そのまま踵きびすを返し、出口へと向かおうとしたところで。


　突然、それは起こった。


　ガラガラっと、勢いよく広間の扉とびらが開く。


　そして、


「おい、ライナ・リュートは、ここか？」


　部屋に、太く、鋭するどい声が響ひびく。


「……んぁ？」


　そんな、微び妙みように間ま抜ぬけな返事をすると、部屋の中に、一人の男が入ってきて。


　赤あか髪がみの、男。


　鋭い眼がん光こうに、鍛きたえ込こまれた体。身長は、わりと背の高いライナよりも、さらに頭一いつ個こ分ぶんぐらい高いんじゃないだろうか？


　その男に、ライナは見覚えがあった。


　見たのは、エスタブール王国の領りよう内ないでだった。ライナが家出して、それをシオンが追いかけてきて……


　ティーアを、退たい治じしようとしていたときのこと。


　確たしか、こいつは、シオンの側そつ近きんのはずだった。


　あのときこの男は、右腕を失っていて……病やみ上がりにもかかわらずティーアを倒すために突っ込もうとして、シオンに怒鳴られてたような……


　確か名前は、名前は……


　ライナは、赤髪の男を見つめ、言った。


「おまえは確か…………パロンソだっけ？」


「誰だれだよそりゃ」


「あ、違ちがう？」


「全然、一文字もあってねぇどころか、文字数すら間違ってるぞ」


「うそ？」


「まじ」


「そりゃ残ざん念ねん」


　文字数すら、間違ってるらしい。


　おかしいなぁ。確か、パロンソだったような、気がするんだけど。


　この赤髪の男がティーアが隠かくれている宿に突っ込もうとして、シオンが、


『だめだパロンソ！　宿には近づかない』


　とか言ったような……


　いや、あ、もしかして、


「ポムだっけ？」


「クラウだ！　クラウ・クロム」


　赤髪が、うんざりしたように、怒鳴る。


　それにライナは、


「………………噓だぁ」


「なんで俺が自分の名前、噓つかなきゃいけないんだよ！」


「ああ、まあ、そりゃそうか」


　言ってから、ライナはクラウ・クロムを、あらためて見つめる。


　見れば見るほど強そうな男だった。


　雰ふん囲い気き。身のこなし。眼の、鋭さ。


　前になくなっていた腕は、再さい生せいしたらしい。いまは手て袋ぶくろをしていて、中は見えないが……


「その、クラウ・クロムさんが、俺になんの用？」


　するとクラウは、快かい活かつな笑みを浮かべ、


「いやぁ、シオンの親友様に、挨あい拶さつでもしとこうと思って」


　言って、近づいてくる。


「挨拶？」


　ライナがきくと、クラウはうなずく。


「ああ。挨拶」


　そして彼は手を差し出し、それからにっこり笑うと、


「ま、こういう感じの挨拶で悪いんだが……殴なぐるが、よけろよ！」


　その腕を、一気にライナのほうへと突き出してくる。


　しかしその動きは……


「…………遅おそいよ、これ」


　ライナが思ってるよりも、はるかに遅かった。


　いや、それでも、そこらの一いつ般ぱん兵へいでは、とてもよけられないだろうが。


　ライナからすれば、たいしたレベルじゃない。


　ま、こんなもんか……


　ライナは半はん眼がんで、クラウの掌しよう底ていを見つめ、ひょいっとそれをかわした。


　しかし、


「お、この速はやさはよけるか。じゃ、これはどうだ？」


　そこで、クラウの腕の、軌き道どうが変わる。


　それも、さっきの数倍の速さで。


「うおっ」


　今度はライナも驚おどろいて、体をそらしてよける。


　それにクラウは楽しげに笑って、


「おっと、これもよけんのか？　すげぇ……こんな奴久ひさしぶりだ……じゃ、これは……どうだ！」


「って、まだ速くなんの!?」


　今度は、よけきれなかった。


　ライナはクラウの腕を受け止め、関かん節せつを極きめようと……


　が、


「はっ。力が、弱よえぇよ！」


　極めようとしていた腕を弾はじき飛ばされ、逆ぎやくに、腕を取られる。そのままクラウはライナの腕を折ろうとねじ曲げてきて……


　しかしそれに、


「やばっ」


　ライナはねじられた方向へと、跳とぶ。


　そのままさらに、クラウの顔面を蹴けり飛ばそうと……


　が、その刹せつ那な。


　ライナの蹴りの、倍の速度でクラウの蹴りが放たれて。


　顔面に。


　よけられな……


　が、ガードを……


「うぁっ!?」


　しかし、ガードの上から無む理り矢や理り蹴りをたたきこまれ、ライナは吹ふっ飛ぶ。


　なんとか体勢を整ととのえて着地するが……


「……噓だろおい……俺、ちゃんとガードしたのに」


　ライナは思わず、うめいた。


　頭を揺ゆらされて、膝ひざが笑う。ガードの上から、さらに頭を揺らされたのだ。


「バケモンかおまえ」


　格かく闘とう能力は、あきらかに向こうのほうが上だった。


　そもそも、筋きん力りよくであきらかに負けている。技術でも……いい勝負……いや、向こうの方が、少し上か？


　するとクラウも同じことを考えたのか、


「ふむ。格闘は、俺のほうが上か。ま、あれだろ？　おまえどうせ、魔ま法ほうのが得とく意いなんだろ？　なんせ『ローランド最高の魔術師』様だかんな。使えよ、魔法」


　なんて言ってきて。


　それにライナは、


「……いや、実は僕ってば、魔法使えないんだよねぇ～。だから、僕の負けってことでここは……」


　が、クラウはそれに、


「あ、そう？　じゃ、俺は魔法使うけど……格闘でくるなら、それでもどうぞ」


　言ってから、空間に手を踊おどらせ、光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始める。


　それもその魔法構こう築ちく速度は、えらく、速い。


「って、おまえ、格闘だけの筋肉バカじゃねぇのかよ……」


　クラウが生み出そうとしている魔法がなんなのかは、すぐにわかった。ライナも得意としている魔法の一つ、『稲い光づち』だ。


　だが、構こう成せいがいくつか、組み変わっている。この男が使おうとしてるのは、『稲い光づち』の、派は生せい……


　じゃあ、その解かい呪じゆ方法は……


　ライナは、眼めを、大きく見開く。


　すると彼の瞳ひとみの中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮かんで。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が発動する。


　見ただけで、すべての魔法を見通す瞳。


　クラウが使おうとしている魔法の構造と、そして、解呪方法を瞬しゆん時じに理解し……


　が、そのときにはもう、クラウは魔方陣を描いていなかった。


　途中で止め、そのまま一気に、こちらへ駆かけてきていて。


「って、噓だろ……魔法は、フェイント？」


「当たり」


　そしてクラウは、右手をライナのすぐ、目の前に広げる。


　瞬間。


　クラウの白い手袋が弾はじけ……


　現あらわれたのは、漆しつ黒こくに覆おおわれた、手の平。


「……はぁ？　なんだ？　『呪じゆ詛そ義ぎ手しゆ』？」


「それも当たり。さて、どうするライナ・リュート」


　どうするだって？


　そんなもん、よけなきゃ……死ぬだろが。


「ったく！」


　ライナは一歩、後こう退たいする。


　そしてもう、手て加か減げんするのをやめる。というか、手加減してなんとかやり過すごせるような相手じゃ、なかった。


「ああもうめんどくせぇなぁ」


　言いながら、ライナは空間に指を踊らせ、光の文字を描き始める。かつてエスタブールの魔ま法ほう騎き士しから、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』で奪うばい取った魔法だ。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠る悪意の精せい獣じゆうを……」


　だが、その魔法の途中。





「はい、そこの二人、そこまで！」





　突然、部屋の入り口から、声が響いた。


　それにライナは手を止め、そちらを見る。


　クラウもそちらを振り返る。


　するとそこには、いつの間に戻ってきたのか、山のような書類を抱かかえたシオンが立っていて。


「はいはい、お遊びはそのへんにして、仕事の時間でーす」


　それにライナは、


「はぁ？　仕事だ？」


　続いてクラウが、


「おいシオン……だめじゃねぇか。おまえ、入院中は仕事禁止のはずだろうが！」


　という言葉に、シオンはうなずき、にこやかな表情で言った。


「ああ、そうだったね。これはしまったな。医者から呪詛義手が安定するまで、絶対安静と言われていたのに、僕ってばどうしても組み手がしたくて、ライナと戦いにきちゃったよ～。きっとエン嬢じように、怒おこられちゃうね？」


「……うぁ」


　と、クラウが言葉に詰つまる。


　その横で、ライナは、


「……はっ。怒られてやんの」


「なんだって？」


「なんでもありませーん」


　なんて会話に、シオンは苦く笑しようしながら、言ってくる。


「ああもう、喧けん嘩かしない。ったく、あとで俺が紹しよう介かいしようと思ったのに、なにおまえら、俺の見てないところで勝手に戦ってんだよ」


　それにライナは言った。


「いや、俺は全然戦いたくないのに、こいつがさぁ」


　続いてクラウが、


「馬鹿。シオンの側そばをうろうろしてる奴がどんな奴が、ちゃんと見み極きわめるのが俺の仕事だろうが。ったく、こんな不ふ審しん者しやを勝手に仲間に引き入れやがって……」


「ああ？　誰だれが不審者だよ？」


「てめぇだよ、てめぇ」


　なんて言い合いを遮さえぎり、シオンが言う。


「だから喧嘩しなーい！　もう、お遊びは終わりだって言ったろ？　おまえらは知らないかもしれないけど、緊きん急きゆう事じ態たいが起きて……」


　とそこで。


　クラウが慌あわてて、


「お、おっと……やばいやばい、こんな時間か。悪いシオン……ちょっと俺、用事があるんだったわ。だからその話はまたってことで、いいよな？」


　続いてライナも、


「…………あああ、奇き遇ぐうだね。俺も、用事があるんだよ。だからその、緊急事態の話、聞きたかったけど、聞けないなぁ……ごめんね……さあ、早くいかなきゃ。早く昼寝にいかなきゃ……」


　そして二人は、部屋を出ていこうとするが……


　シオンはそれを完全に無む視しして、続けてくる。


「いやぁ、実はどうしても早急にこなしてもらいたい仕事が……」


　しかしライナはそれに、


「いやだー聞きたくない聞きたくないっ!!」


　耳を塞ふさぎ、部屋を飛び出そうとする。


　だが、そのライナの背中の服の部分をクラウがつかみ、


「いやいや、ライナ・リュート君、君はシオンの親友なんだろう？　少しここに残って、俺の代わりに緊急事態について聞いてあげてくれよ」


「って、おまえっ!?　ぶっ殺……いや、あの、あんたこそ、シオンの第一の側そつ近きんなんだし……主あるじの頼たのみは聞くべきだと思うけどなぁ」


「いやいやいや、やっぱ悩なやみの相談は、親友が一番だと俺は思うけど……」


「いやいやいやいやいや、ほんともう、俺なんか、優ゆう秀しゆうな側近にはかなわないって」


「……ああもう、なんか、俺、おまえのこと、すげぇ嫌きらいになってきた」


「そりゃ奇き遇ぐうだね。俺はおまえの顔からして嫌いだ！」


　なんて言い合いながら、お互たがいの足を引っ張り合っている間にも……


　シオンの話は続いてしまう。


「と……みんなの聞く準備が整ったところで、どうしても二人にやってもらいたい仕事が、四万件ぐらいあっ……」


『ってあほかぁあああああああああ！』


　ライナとクラウは仲良く、同時に怒鳴ったのだった。





　　　　◆





　その、翌よく日じつのこと。


　ライナとクラウは無む理り矢や理り退院させられ、任にん務むという名のいぢめの嵐に巻き込まれたあげく……





　さらにその、五日後。二人は今度こそ本当に、不ふ眠みんと過か労ろうでぶっ倒れて、危き篤とく患かん者じや専用の病院に運び込まれてしまう。


　それにノアが悲鳴を上げ、フェリスが哄こう笑しようを上げ、シオンがさらにいぢめっ子な顔になったりして。


　ここから、ローランドでの時間は、始まった。


　そして。


　ライナはその入院中、本気で悪あく逆ぎやく無む道どう王おうシオン・アスタールの暗殺計画、


『シオンのベッドに、あいつが嫌いなもんをいっぱい入れて『うぎゃー掛かけ布ぶ団とんめくったら、俺の嫌いなものがぁあああ……バタリ』計画！』の、本格的な構こう想そうを練ねり始めることになるのだが……








　　　　◆





　それはまた、別の話。そう、別の話。





　　　　◆





　とにかくその日が始まりだった。


　その日以来。


　すべてが、穏おだやかに流れていたような気がする。


　その日が始まりで……


　そして終わりは、すぐにやってきた。





　いま思い出してみれば、あれほど笑った日々は、いままでなかったんじゃないかと思う。


　ローランドに戻ってきて。


　フェリスがいて、シオンがいて。


　本当にたくさん、笑って。





　長い平へい穏おん。


　そしてそれは、永遠に続くんじゃないかとさえ、思った。


　だけど。





　　　　◆





　　　　◆





　　　　◆





　そのときは、気づけなかったんだ。


　それはいつだってそう。


　いつだって。


　大切なものが。


　大切な時間が。


　大切な人が。


　いま、自分の手の中にあることに、気づけない。


　うんざりするほどに、自分は大切なものに、気づけない。


　これが。


　まさかこの日々が。


　こんなにも壊こわれやすいものだったなんて……


　どうして、気づくことができるだろう。





　これで終わりだなんて。


　これがまさか、一ヽ番ヽ最ヽ後ヽのヽ平ヽ穏ヽだったなんて、どうして、気づくことができただろう？








　いつだってそうなのだ。


　大切なことには。





　本当に大切なことには……僕は、最後まで気づけない。








　　　　◆





　　　　◆





　　　　◆













　第七章　そしてそれは、口を開く










　水すい滴てきが聞こえる。


　延えん々えん。


　延々。


　水滴の落ちる音が、聞こえる。


　そこは暗い、牢ろう獄ごくの中。


　彼女は、鎖くさりに繫つながれていた。


「…………」


　もう、何日くらいたったろう？


　日の光の当たらないこの場所では、時間の感かん覚かくがなくなってしまう。


　胸むねの中、膨ふくれあがるのは……


　暗くら闇やみと、深い、不安。


　彼も、そうだったのだろうか？


　私の身み代がわりになって、牢に入ってくれた、彼も。


　こんな孤こ独どくと、不安にさいなまれていたのだろうか？


　それなら。


　それなら、どうしよう？


「…………」


　もう、どうにもできないかもしれないのに。


　彼に、もう二度と、会うことすらできないかもしれないのに。


「…………ライナ」


　キファ・ノールズは、泣きそうな声で、呟つぶやいた。


　涙なみだに曇くもった、赤い瞳ひとみ。いまは泥どろで汚よごれてしまっている、赤い髪かみ。細身だが、ほんのりと丸みを帯おびた体。


　彼女はいま、南なん端たんにあるローランドとは遥はるか離はなれた、北大陸にいた。


　ガスターク帝てい国こくの……


　牢の中。


　鎖で壁かべに繫がれてしまっていて。


「…………」


　捕とらえられた理由は、特とく殊しゆな『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の保ほ持じ者しや……ライナのことについてキファが知っていることがバレ……しかし、彼女がそのことについて口を割らなかったせいで、こういうことになってしまっている。


　ライナのこと。


　ライナがいったい、なんなの？


「…………」


　キファは、考える。なぜ、ライナが、こんな遥か北大陸においても、重要な名前になるのだろう？


　ガスタークの王、レファル・エディアたちの会話だけ聞いていると、ライナはまるでなにかすごい力を持っているように語られていたけど……


　それがなんなのか、まるでわからなかった。


　キファ自身も、彼がただの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者じゃないことは薄うす々うす気づいていたが……


「いったい、なんなの？」


　彼女は小さく、呟く。


　ずっと、彼を救すくう方法を探さがしてきて、やっと手がかりに出会えたと思ったのに……


　もう、答えは目の前にあるかもしれないのに。


「…………」


　キファは、自分の腕うでについている、鎖を見つめた。


「……私って、どうしてこう、うまくやれないんだろ」


　とそこで、突とつ然ぜん、


「キファ」


　暗くら闇やみの向こうから、声が響ひびいた。


「……今きよ日うも、綺き麗れいだね」


　なんて、軽けい薄はくな言葉。


　声の主ぬしは、例の男だ。


　ここガスターク帝てい国こくの、若わかき帝王。


　レファル・エディア。


　やがて彼の姿すがたが、見えてくる。


　燭しよく台だいを掲かかげた、彼の姿。


　緩ゆるやかに波打つ長い髪。髪の色は、ガスターク特有の桃もも色いろがかったような、独どく特とくの色。


　そして彼の、瞳。


　左はストオルとの戦いのときに失い、閉とじられたままになっているが、もう片方。


　開かれた、右の瞳は……


　見るたびに、彼女の心を魅み了りようする。


　いや、誰だれの心も、魅了するだろう。瞳の奥おく底そこにある、強い、光。強大な意い志しと、野や望ぼう。


　そんな瞳をしていて彼は、無む邪じや気きな、まるで子こ供どものような顔で、笑うのだ。


「本当に、綺麗だ……」


　それに、キファはレファルをにらみつけ、


「……こんなところに押おし込こめといて、綺麗もないんじゃないの？」
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　するとレファルは、すまなさそうに、肩かたをすくめる。


「……それは悪いと思ってるよ。でも、スイが……あ、肩を喰くわれて帰ってきた俺おれの仲なか間まだけど……彼が、ローランドでやられたろう？　だから、仲間たちが殺気立っててね。君を牢にでも入れないと……ローランドの間スパ者イである、君に手出ししかねないからさ」


　その言葉に、キファは思い出す。


　泣きながら助けを求めてきた、クゥとかいう少女と、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負っていた、スイという名の男のこと。


　巨きよ大だいな獣けものかなにかに喰い千ち切ぎられたような傷きず跡あとを、どうやったのか、凍こおり漬づけにして帰ってきた。


　それはあきらかに致ち命めい傷しようで、もう、絶ぜつ対たいに助からないような傷だった。


　しかしそれでも、その傷を、なんとかできるかもしれないようなことを、言っていたのだが。


　ここガスタークには、そういった不ふ思し議ぎななにかがある。


　それは『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』や魔ま眼がんたちの詳しよう細さいな知ち識しきや、この、レファル・エディアが使う、たった一ひと振ふりでストオルの数万の敵てきを消し去ってしまった、異い様ように長い剣けん──『グロウヴィル』も、そうだ。


　そして、あの傷を治せる場所があると……


　確たしか、聖せい洞どうがどうのとか、言ってたけど……


「……あの人は……助かったの？」


　するとレファルは、嬉うれしそうに笑う。


「敵てき国こくの人間のことまで心配してくれるなんて、やっぱ、キファは優やさしいなぁ。さすが俺の惚ほれた女だ」


　それに、キファは小さく、安あん堵どの息いきをついた。


「……その様よう子すじゃ……助かったのね？」


　レファルは、微び妙みようにうなずいて、


「……ああ、まあ、どうかな。意い識しきは、まだ戻もどってないが……死にはしてない」


　死にはしてない。


　あのひどい傷を、修しゆう復ふく、できたというのか？


　ローランドでも、失った体を魔ま術じゆつ処しよ理りされた義ぎ手しゆで補おぎなう治ち療りよう法ほうはあるが……あれほどの傷を治すことは、とてもできない。


　やはり、聖洞……


　そこに、なにか秘ひ密みつが隠かくされているようだ。


　でも、まあ、そんなことは、どうでもいい。


　とにかく、


「死ななくて……よかった」


　そしてもう一度、小さく息をついた。


　人が死ぬのは、嫌きらいなのだ。どんな人にだってきっと、大切な人や、想おもってくれる人がいるはずだから。


　するとそれにレファルは、微ほほ笑えむ。


「ほんとに、キファは優しい」


「…………褒ほめても、なにも出ないわよ」


「知ってるさ。もう、君から情じよう報ほうを得えようとは、思わないよ。特にライナ・リュートについての情報は、君はまったく教えてくれないしね」


　その、言葉に、


「…………」


　キファは、沈ちん黙もくした。


　するとレファルはさらに笑って、


「ほら、彼の名前が出ると、すぐに沈黙する。エスタブール王国や、ローランドにいたことは話してくれても……ライナ・リュートのことに話が及およんだ途と端たん、君は口を閉じてしまう」


「…………」


　しかし、やはりキファは、なにも話さない。


　ライナのことを、売るつもりはなかった。状じよう況きようはまるでわからないけど、もう、絶対に裏うら切ぎらないって決めたから。


　ずっとずっと、いろいろな人を、国を裏切ってきて。


　でも、ライナだけはもう、裏切らないって決めたから。


　もし、ここで拷ごう問もんを受けて死んだとしても……


　このまま、ここから一生出してもらえなかったとしても。


　もう、ライナだけは……


　とそこで、レファルがもう一度、言う。


「君は、決してライナについては、話してくれない」


「…………」


　キファは、なにも言わない。


　するとレファルは、少し悲しげな表情になって、


「……で、考えたんだけど……ライナっていうのは、君の、恋こい人びとかなにかなんじゃないかなって……だから君は、それほどまでに頑かたくなに、口を閉じている……違ちがうか？」


　そう言った。


　恋人。


　その、言葉に。


「…………」


　キファは、泣きたくなった。


　恋人だったら、どんなにいいだろう。彼を裏切って、彼の大切なものを壊こわして、彼を牢に入れて……なのにまだ、恋人だったら、どんなにいいだろうだなんて……


　虫が良すぎる。


　だからキファは、小さく笑って言った。


「……私は……私は、だめよ。裏切り者だもん。彼には……釣つり合わない」


　それに、レファルは、


「……釣り合わない？　ってことは、キファはそいつが、好きなのか？」


　そう言った。


　好きなのか？


　瞬しゆん間かん。


　頭に、彼の顔が浮うかぶ。


　何度も、何度も。


　毎日思い浮かべてる顔。


　いつも眠そうで、やる気なくて、私がいないと、なんにもできなくて。


　一いつ緒しよに、笑ったころの記き憶おく。


　大切な時間の、記憶。


　みんなで、たくさん笑ったころの記憶が蘇よみがえってきて。


　彼を、好きなのか？


　好きなのか!?


　そんなの……


　そんなの……


「……………………好きよ……」


　キファは、震ふるえる声こわ音ねで言った。


　途と端たん、涙が溢あふれてきて。


　馬ば鹿かみたいって、思う。


　なに、泣いてるのよ。


　こんな遠くで、こんなこと言ったって、なんの意味もないのに。


　なんで私はいつもこんなに……


　が、そこで、レファルが困ったような表情で頭を押さえ、


「うわ、じゃあ俺ってば、失しつ恋れんか？」


　なんてことを言ってきて。


　それにキファは、涙を流しながら、笑う。


「……あんたなんか、最初っから脈みやくなしって言ってるじゃない」


「えええ、噓うそだろ？　ちょっとは、脈、あったろう？」


　彼は、自信たっぷりの笑えみを浮うかべながら、言ってくる。


　だから彼女は、


「…………ごめんね……」


　小さく、言った。


　するとレファルは顔から笑みを消し、また、寂さびしげな表情になって、


「…………いや、そんな、あやまられると、困こまるんだけど……でも俺は、おまえのこと好きだぞ？」


「…………知ってる」


　これが、彼の魅力だった。


　なんでも、ストレートで。


　人を救すくいたい。仲間を救いたい。世界を救いたい。


　そして、おまえが欲ほしい。


　ほんと、ストレート過すぎる……


　もし、ライナがいなかったら、それで彼の想おもいをそのまま受け入れられたら、それはそれで、幸しあわせだったかもしれないのに、


「……ごめんね。いろいろ、私のこと、かばってくれてるんでしょ？」


　そのための、牢だ。


　だが、レファルはまた笑って、


「ま、美人を守るのは、男の務つとめだしな」


　それにキファも、笑った。


「はいはい、かっこいいね」


「だろ？　じゃ、俺に惚ほれてみない？」


「だぁめ」


「う～ん。片想いは、辛つらいなぁ……」


　レファルは言葉通り、辛そうに、眉まゆをひそめてみせる。


　それにまた、キファは笑った。


「またまた。あんたなら、他ほかに女はいくらでもいるでしょうに」


　するとあっさり、


「飽あきた」


「って、そんな女好きな男、私は嫌いやですよ～だ」


　言ってから、キファは微ほほ笑えんだ。


　レファルと話すと、いつもこうなってしまう。彼のペースで、どんなに辛いことを思い出しても、いつの間にか、笑わされていて。


「……優やさしいのは、私なんかじゃなく……あなたのほうじゃない」


「なんで？」


　今度は、本当にわからないという顔で、聞いてくる。


　まったく、この人は……


「……ううん。いいの。で、今日は？　いったいなんの用？　ライナのことはどうせ、私は話さないわよ？」


　するとレファルはわかってるとばかりにうなずき、


「いや、もう、ライナのことはいいんだ。直接、接せつ触しよくしてきた仲間がもう一人帰ってきたから」


「えっ!?」


　それに、キファは思わずそんな声を上げていた。


　ライナに、直接接触した仲間？


　ライナに……


「あ、気になる？」


「うん。気になる」


　それに、レファルはあからさまに嫌いやそうな顔になって、


「うわぁ……ライナのことになると、すげー素す直なおなのが、すごく嫌だ」


「って発言をまんましてくるあなたよりは、素直じゃないけどね。もう、そんなことより、それで？　じゃ、そのライナのことがわかって、いったい私になんの用？」


　聞くと、


「…………」


　レファルはさらに顔を歪ゆがめ、嫌そうな顔になって。


　それにキファは、


「いったい、なんなのよ？」


　するとレファルは歪めた顔のまま、言いたくなさそうに……言った。


「……いや、好きな女が……別の好きな男に会いにいくのを手助けするのって……男としてはどうなのかねぇとか思って……」


　その、言葉の意味は、すぐにはわからなかった。


　え？　好きな女が……別の好きな男に会いにいく？　っていうのは……えっと、レファルの好きな女ってのは……いまの会話からすると、私よね？


　それで、その、私が別の好きな男っていうのは……


「……って、え？　あなた、わ、私に、ライナに会いにいけって言ってるの？」


　キファが言うと、レファルはなにか考え込むようにしてから、


「あ、やっぱやめた」


「やめない！　っていうか、事じ情じようを説明しなさい、事情を」


「……事情？」


「そう！」


「……長くなるぞ？」


「え、話してくれるの？」


　キファが驚おどろいて言うと、レファルはもう一度、なにか思し案あんするように洞どう窟くつの天てん井じようを見上げてから……手に持っていた燭台を床ゆかに置いて、どかっとその場に座すわる。


　そして、


「さて……なにから話そうか……」


　なにから話そうか。


　そんなの、話してほしいこと、聞きたいことは、山ほどあった。


　でも、それよりもなによりも、


「あの、まず、どうして急に、私にライナに会いにいけって言い出したかってことから、聞かせてほしいな。ライナに、なにかあったの？」


　するとレファルはそれにも考え込むようにしてから、


「なにか……？　なにか……いや、なにかあったってのは、おかしいな。彼は、生まれたときから重おも荷にを背せ負おってるんだから」


　重荷。


　その言葉にまた、ライナの、顔が浮かぶ。


　いつもやる気なくて、でも、優しい顔。


　でも、その表情の奥おくには、なにもかもをあきらめたような、悲しい色があって。


　彼が、キファに言ってきた言葉を、思い出す。





　自分は、化ばけ物ものだから……


　じゃあ、


「……重荷って……それは、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』のこと？」


　だが、レファルは首を振ふる。


「……そんなもんは、重荷のうちに入らない。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は普ふ通つうに死ねるからね」


　なんてことを言ってきて、キファは、首をかしげた。


「……え？　普通に、死ねる？　えっと、なに言ってるかわかんないんだけど……ライナは、普通には死ねないってこと……？」


　その質問に、レファルはうなずく。


「死ねない。というよりこのままだと、確かく実じつにそのライナってのは、死よりも、もっと最悪なことに、巻き込まれるな。もう、あの国の王は変わり始めてるだろうから……南の黒い勇あく者まの門は、開きかけてる。ライナはその、鍵かぎ……門の、生いけ贄にえとして喰くわれて……永遠に苦しみの中、死ねなくなる……救われる方法は、喰われる前に死ぬか……俺らが救……」


「って、ちょ、ちょっと待って……あの、あんまり唐とう突とつ過すぎて、なに言ってるのかわかんないんだけど……え？　悪魔？　生け贄って……なんのことか……」


　が、キファの言葉を遮さえぎって、レファルが言ってくる。


「ま、簡かん単たんに言えば、ローランドの王に、裏切られるってことだよ。そしてライナは死よりも深い地じ獄ごくへ堕おちる……でもその前に……」


　しかし、キファはもう一度、それを遮る。


「だ、だから、ちょっと待ってって。なに言ってるか、わかんないよ。ローランドの王に……裏切られる？」


「ああ」


「誰が？」


「だから、その、ライナって奴やつ」


「え、でも……」


　もう、わけがわからなかった。


　レファルはいったい、なにを言ってるの？


　ローランドの王って……シオンじゃ……でも、シオンがライナを裏切るはずが……


「……いったい、ローランドでいま、なにが起きてるの？」


　キファが聞くと、レファルは立ち上がり、一歩、近づいてくる。


　そして、キファの両腕についていた鎖くさりを、外すとまた、話を続けてくる。


「……ローランドで起きてるのは……かつての伝でん説せつと、まったく同じ話だよ」


　なんてことを、言ってきて。


　でも、まるでわからない。


　まるで、わけがわからない話。


「裏切りと、絶ぜつ望ぼうの話」


　なにを言ってるのか、まるでわからない話。


「……そう。あまりにその絶望が深くて……闇やみが……口を開けるんだ。だからその前に……」


　本当に、わけがわからない話。


　ただ、大切なことだけは、わかった。


　一番大切なこと。


　そこでレファルが、


「……だからその前に……キファ、君がローランドから、彼をここへ、連つれてきてほしいんだ」


　そう言った。


　彼を、ここへ……


「……私が………………ライナを？」


「ああ」


　レファルは、うなずく。


　そして最後に、こう言った。








「南の化物──シオン・アスタールから、ライナを、救ってきてほしい」








　私が、ライナを。


　ライナを……？





「…………」


　それにキファは、かすかに震ふるえた。











　　　　◆





　あまりにその、絶望が深くて。


　闇が、口を……





　　　　◆





　再ふたたびそこから、遥はるか南。


　ローランド帝国。


　その、郊こう外がいにぽつんと建たつ、瀟しよう洒しやな屋や敷しき。


　貴き族ぞくの館やかた……というほど小さくはないが、といって、この規き模ぼの屋敷を、民家とは呼よべないだろう。


　その、屋敷の一室で、リューラ・リュートルーは、たたずんでいた。


　窓まどの外には、数百はいようかという兵に包ほう囲いされていて。


　彼はそれに、


「……ま……そろそろ、こういう展てん開かいはあると思ってたけどね」


　ただ、肩かたをすくめただけ。


　いくつかの重要な書類を鞄かばんに詰つめ、それから鏡かがみで、身なりを正す。


　シックな、黒いスーツ。これは、お気に入りの服だ。


　妻つまが……かつて選んでくれた服。


　さて、そろそろこの場を、離はなれようか……


　そう思ったところで。


　トントンっと、小さく部へ屋やの扉とびらが、ノックされた。


「…………」


　それに、


「どちらさまで？」


　すると扉の外からは、ひどく冷たい、暗い声音で、こう返ってくる。


「……ミラン・フロワード中ちゆう将じようと申します」


　ミラン・フロワード……


　ミラン……


　それに、リューラは思わず笑えみを浮うかべる。


「出で来きすぎだ……こうもローランドの闇やみに魅み了りようされて……人が集まるものかね？」


　ハルフォード・ミランか？


　聖せい騎き士しミランの末まつ裔えい……


　リューラは、笑みを浮かべたまま、聞いた。


「で、なんのご用かな？」


　すると扉の外、とても聖騎士の末裔とは思えない、暗い声で……


「そろそろあなたには、消えてもらおうと思いまして」


「なぜ？」


　とそこで、扉が、黒い、闇色の巨きよ大だいな獣けものに、破は壊かいされ、そしてゆっくりと、一人の男が現あらわれる。


　長く真まっ直すぐな、黒い髪かみ。線の細い体。そして、美しいが、しかし、人間らしい生気を感じさせない、凍こおりつくような顔。


　そして男は言った。


「……陛へい下かが喰らう前に……ライナ・リュートを、あなたに殺させないためです」


「ふん。それは、シオン・アスタールの命令か？」


　が、それに。


　フロワードは赤い唇くちびるをすっと開き、微び笑しようを浮かべると、


「……まあ、それはどうとでも……さて、ご託たくはこのへんにして……死んでもらいましょうか？」


　そして手を掲かかげてくる。その、細い指には、真っ黒な指輪がされていて。


　おそらくあれは、『黒こく叡えい』の指輪だ。


『黒叡』の……


「ふ、ふふ……君には、僕は殺せないよ」


　それにフロワードは、笑みを浮かべる。


「そうでしょうか？」


「ああ。君じゃ、僕には勝てない」


「でも、やってみなくては、わからない」


「わかるさ」


「じゃあ、やってみましょう……闇よ……」


　それに合わせて、リューラも手を掲かかげる。


　そして、


「エルト、エルエル、エルラ……」


　古語を唱となえようとしたところで。


　しかし。


　腕うでに、なにかが巻き付く。


「なんだ？」


　見ると、腕にはよく見ないとわからないほどの、細い、糸が巻き付いていて。


「……こいつは……ラッツェルの糸？　他ほかにも敵てきが……」


　糸の、放たれた方向に、眼めを向ける。


　するとそこには、二人の人間が立っていて。


　一人は、年の頃ころは、二十四、五だろうか？　長身で、まだ若わかいのに、髪が真っ白な男だった。その男がラッツェルの糸を放ってきている。


　だが、リューラの眼に留とまったのは、もう一人のほう。


　彫ほりの深い、精せい悍かんな顔つきに、苦にが々にがしくしかめられている、顔。年は、リューラより、十ほど下だろうか？


　その、しかめ面つらを、リューラは知っている。


「……ラッヘル・ミラー……」


　すると、ミラーはそれに答えるように、言った。


「……ローランドの亡ぼう霊れいが……もう、そろそろ、消える時間だ。死ね」


　ローランドの、亡霊……


　フロワードが、指輪を振ふるう。


「……闇よ、有れ」


　刹せつ那な、闇色の獣が生まれ、リューラに襲おそいかかろうと……





　だが。


　やはりリューラは、笑みを浮かべたまま。


　ただ、笑ったままだった。


　なぜなら死ぬのは……


　死ぬのは、








「……おまえらだ」








　そして。





　　　　◆





　そしてローランドの深い闇は、始まった。







つづく　　























　あとがき







　はい。こんにちわ。鏡かがみ貴たか也やです。


　いかがでしたでしょうか？


『伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝説10　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの王様』


　そう！


　伝勇伝もついに、十巻へ突とつ入にゆうでございまーす！


　パチパチパチ～。


　もう、十巻ともなると、クライマックスの連続で、えらいことになってるような気がしますが、どうでしょうか？


　十巻。


　これ、すごい数字だなぁと、思います。


　なんせ二ふた桁けた。


　みなさんに応おう援えんしてもらえなければ、到とう底ていたどりつけませんでした（売れなければ、出させてもらえないもんね、やっぱ……）


　でも、もう二桁なのに、え～、なんだろ……自分でいうのもなんですが、大人気です!?（ってこいつまじで自分で言ったよ～!?）


　おまけにまだまだ続くという……神をも恐おそれぬ挑ちよう戦せんをさせてもらえそうで、ほんと、みなさんには感かん謝しやの言葉もありません。


　まあ、実は、本当に本当の最後の巻はまだ、けっこう先なので、一番最後まで書かせてもらうには、もうちょい人気がでないとやばいかな……


　とか、ちょっと恐きよう怖ふに震ふるえてたりもするのですが……


　そんなわけで、みんな、伝勇伝を友達に宣せん伝でんしようねっ！





　という、姑こ息そくな宣伝をしつつ（笑）。





　といってもまあ、一応、次の十一巻で第一部完──みたいな形にはなります。


　もう、次の巻あたりは、僕ぼくがこの物語を書き始めてからずっとずっと書きたかった場所、物語の核かく心しんの部分がどーんっと展てん開かいすると思うので、楽しみにしててね！


「…………」


　ってなこと書いといて、次の巻、ページ数が全然足りなくて、


「い、いやぁごめん……一部完、十二巻になりそう……」


　とか言ったら、超ちよう敏びん腕わん担たん当とうＭさんが、


「てめぇ、もう広告からなにから、富士見書房全体で伝勇伝の一部完祭りをする計画なんだから、ンなことした日にゃあ……した日にゃぁああああああああああああああああああ……ぎゅっと殺っちゃうよ？」


　って、ぎゅってなに？


　ぎゅってなにぃー？


　ってなことになっちゃうので、がんばります。


　ああ……でも。


　なんか次の巻は、超分ぶ厚あつい予感がするなぁ。このへんの巻は、みんなも気づいてると思うけど、この物語の最後の変へん革かく期きの部分だから、書きたいことがたくさんあるんだよねぇ。


　で、どうなるかというと……


　担当さんから電話がかかってきて、


「ページ数多いんだよ！　ぎゅ！」


「ぎゃぁ!?」


　みたいな感じです。


　この巻で、ぎゅっなのに、次は、この倍書いちゃったりしたらどうなることやら……


　あう。


　に、逃げよう。


　箱はこ根ねとかに……（旅行にいきたいだけかよ）





　で、えー、このままあとがきを続ける前に、お知らせをしなければいけないことがあったので、お知らせします。





　先月発売した、『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]　努力のタイムリミット』のあとがきにも書かれていましたが、現在──





　伝勇伝キャラクター人気投票！





　が、開かい催さいされておりまーす！


　前巻にも書きましたが、ルールは簡かん単たん！





　と、おもむろに、僕は『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]　努力のタイムリミット』のあとがきにある、ルール説明を、コピペ！


（うわ、コピペって!?）


　いやいや、まあ、ところどころ書き換かえるから、あ！　ここがちょっと違ちがってる！　とか、楽しんでください。


　では、気を取りなおして。





　伝勇伝キャラクター人気投票の、ルール説明です！





　ルールは簡単。





『伝説の勇者の伝説』シリーズ。


『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズ。


　この二作品に出てくるキャラクターで、


「オイラはこいつが好きなんだー！」


「アタイはこいつが好きなのよー！」


　というキャラをハガキに書いて、投票してくれればオッケーなわけです。


　ちなみに一枚のハガキにつき、３ポイント分投票できるという設定です。


　だから、


「あたくしってばライナのあの、眠ねむそうなときのまつげだけが好きだから、ライナだけに３ポイントいれちゃうわよ！」


　でもいいし、


「僕はね～、ミルク、エスリナ、ノアの三人が同じぐらい好きで、もう、選べないよ！　だから、それぞれに１ポイントずつ！」


　とかでもおっけーです。


　さらに、同じ人が何枚ハガキを出してきても、有効とします。


　だから、


「ふむ。私はダンゴ神しん様を命がけで敬けい愛あいしているからな。ハガキ１００枚×３ポイント、全部ダンゴ神様に投票しようと思っているのだが、どう思う？　ライナ」


　ということをすると、ダンゴ神様なんていう、存そん在ざいしてるのかどうかも怪あやしい神様に、３００ポイント入っちゃったりします。





　ちなみに今回のこの、伝勇伝キャラクター人気投票は、ハガキでのみ、投票を受け付けてます。


　だから、封ふう筒とうに入れた便びんせんとかに、このキャラに投票したいですと書いて送っても、その投票は有効にならないので気をつけてください。


　もちろん、長いファンレターとかは嬉うれしいんだけど、あくまで人気投票は別に送ってね、ということで。





　そんなこんなで、もう一度ルール確かく認にん。







１・投票は、官製ハガキで（普通に郵便局やコンビニで売ってるやつね）。


２・ハガキ一枚あたり３ポイント分投票できる。


３・ハガキは何枚でも出してオッケー！







　と、そんな感じです。


　あて先は、こちら。







　　〒１０２―８１４４


　　東京都千代田区富士見１の１２の１４


　　富士見書房ファンタジア文庫編集部気付


　　伝勇伝キャラクター人気投票係







　ちなみに募ぼ集しゆうは、２００６年11月末日あたりを締め切りにしようと思っております。


　締め切りの詳しよう細さいについては、これから発売される予定の、とり伝８巻や、伝勇伝11巻のあとがきにおいて、途と中ちゆう経けい過かとともに発表したいと思っているので、そちらもお見み逃のがしなく。


　そして結果は、とり伝９巻において、どどーんと発表する予定です。


　ではでは、募集を開始いたします！


　みなさんからの投票、待ってまーす。








　ちなみに、このあとがきを書いてるのは、時期的には『とり伝[image: ]努力のタイムリミット』の発売日あたりなので、まだハガキはきてません。


　でも、次の『とり伝[image: ]』では、現在、投票具合がどういう具合なのかとか、発表できると思うので楽しみに待っててね！








　と、こんな感じでルール説明終わり。


　いろいろ文章変わってたことに、気づいたー？


　まあ、そんなこんなで、投票、よろしくお願いします！


　みなさんからのハガキを、楽しみに待ってます！





　さてと。


　どうしても説明しておかなければならないことは、これでだいたい終わったのだけど、今回は、あとがきスペースが超多いのです。それも、僕が原げん稿こうを書きすぎたせいだったりするんだけど。


　ここでやめると、伝勇伝とかエル・ウィンの広告がどば────っと並ならんじゃうんだけど、そんなの、嫌いやだよねぇ？


　じゃ、なにか、話題を探さがそう！


　えーと。


　なんか、あったかな。


　あ！


　もう一個書いておかなきゃいけないことがあったんだった！


　えっとね。


　もう、ドラマガを読んでる人は気づいていると思うけど……


　この巻の、途中。


　３０２ページあたりからが……


　時間軸じく的に、現在、月刊ドラゴンマガジンで連れん載さい中の、ローランド編へんの短編だったりします。


　今回でついに、やっと、長編が短編を完全に追い抜ぬいた形になります。


　ローランドにおける最後の平和な時間が……現在ドラマガでやってる連載で展開しているわけですね。


　ライナ、フェリス、シオン、ミルク、クラウ、カルネ、ノア、エスリナなどなどが、ローランドで繰くり広げる毎日の様よう子すを見たい人は、ぜひ、ドラマガも手にとってみてください。


　ほいで、タイミングがいいことに、次に刊行されるであろう、短編集『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]』も、みなさん待望のローランド編へと突入でーす。


　だから、この十巻の直後の物語は、『とり伝[image: ]』でやっていることになります。


　いままで短編集のほうを読んでなかった皆みなさんは、是ぜ非ひ、ローランド編から読み始めてみてはいかがでしょうか？　的な、宣伝でした！（笑）


　でもまあ、短編や、短編集の書き下ろしに出てくるキャラは、本当に十一巻以い降こうはどかどか出てくる予定なので、読んでおいて、損そんはないです！


　よろしくお願いします！





　よし！


　今度こそ、全部書いたかな？


　じゃ、あとは雑談でもしよーっと！





　あ、そういえばね、最近、おもしろいことがありました。


　なんか、すごく怪あやしい人から電話がかかってきて。


　っというのも、僕が運営しているホームページ『鏡貴也の健康生活』の２００６年３月18日の日記において、こんなようなことを書いたのです。





（日記を要約してます）


『僕の家は基本的に家にいてるときも留る守す電でんだったりするので、担当さんには、電話をくれたときは必ずメッセージ入れてくださいって言ってあって……


　でも、留守電って普通メッセージいれないでしょう？


　電話かけて留守電になると、なんだいないんだーって思って、電話きっちゃったりするし。そうなると、留守電には、担当さんぐらいしかメッセージを残してくれる人はいないわけです。


　それで今日、うちの電話の録ろく音おんメッセージが52件とかになってて、さすがに消そうと思って一度再生してみたんです。


　すると！





　え～富士見のマツダです。え～富士見のマツダです。え～富士見のマツダです。え～富士見のマツダです。え～富士見のマツダです。え～富士見のマツダです。





　の、エンドレス！


　毎回、全部、同じ言い方で始まってるよ──────!!』


（日記終わり）


（担：てめぇ、せっかく頭イニ文シヤ字ルにしているのに、いきなり本名バラしてどうすんだよ！）








　と、爆ばく笑しようしたのですが。


　昨き日のうの夜。


　うちの留守電に、超敏腕凄すご腕うで担当『え～富士見のマツダ』さん以外の人から、留守電にメッセージが残されていたのです。


　もう、超不ふ審しん者しや！


　超こわい！


　その、メッセージがどういうものかというと。





　僕が、赤く光る留守電のボタンを、押した瞬間！





『お、俺だよ俺！　おい、俺だよ俺！　…………という言い方で始めてみたんですが……いかがでしょうか…………え～富士見のマツダです……』





　って、ちょっと照れてるよっっっ!!





　そんなこんなで、僕はあれです。


　あまり、萌もえとかそういうのはわからない人なんですが。


　ああ……これがいわゆる、世間で萌えと呼ばれているやつなのかな？


　とか、思ってみました。


　声がね、いつもと違って、ちょっとかっこよかったことにも、萌えました。


　笑いに腹はらを抱かかえながら（笑）





　ほいで～。


　さらにその、留守電の続き、





『てめぇ、あとがき早くよこせ！』





　あうっ？


　あ、いや、す、すみません、あのその、すぐに送りますので……


　ということで、あまり時間もないようなので、今回はこのへんで～。





　次にお会いするのは、初夏くらいかなぁ？


　ローランド編突入の、『とり伝[image: ]』でだと、思います。


　もちろん、毎月のドラマガにも連載は続いているので、そちらもよろしくおねがいしまーす！





　では、今回はこのへんで。


　最後になりましたが、本当にいつも、応援ありがとう。


　十巻。


　これは本当に、みんなに支えてもらえなければ達成できない数字です。


　感謝の言葉もありません。


　いままでありがとう。


　ほいで、これからもどうか、よろしくお願いします!!


　ではでは今度こそこのへんで。








　みんなの人気投票ハガキ、待ってるからねー！







鏡　貴也　　




















伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ10


孤軍奮闘の王様





鏡かがみ　貴たか也や
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